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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（xiページ）
•表記法（xiページ）
• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料（xiiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xiiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xiiiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わるネットワーク管理者
を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を指定する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
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説明表記法

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選択す

べき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用し
ないでください。引用符を使用すると、その引用符も含めてstring
と見なされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォント
で示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで
示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps13386/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップして
ください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、お
よびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressにア
クセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、CiscoWarranty Finderにアクセスして
ください。

シスコバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリストを
管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールです。
BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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C H A P T E R 1
New and Changed Information

• New and Changed Information, on page 1

New and Changed Information
Table 1: New and Changed Features for Cisco NX-OS Release 10.1(x)

Where DocumentedChanged in ReleaseDescriptionFeature

10.1(1)There are no new
features for this
release.

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
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第 2 章

概要

この章では、Cisco NX-OSのマルチキャスト機能について説明します。

•ライセンス要件（3ページ）
•サポートされるプラットフォーム（3ページ）
•マルチキャストについて（3ページ）
•マルチキャストに関する注意事項と制限事項（13ページ）
•マルチキャストのハイアベイラビリティ要件（14ページ）
•仮想デバイスコンテキスト（14ページ）
• SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブルシューティング （14ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、
『Cisco NX-OSライセンスガイド』および『Cisco NX-OSライセンスオプションガイド』を参照
してください。

サポートされるプラットフォーム
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降、「Nexusスイッチプラットフォームサポートマトリクス
」を使用して、選択した機能をサポートするさまざまな Cisco Nexus 9000および 3000スイッチの
リリース元である Cisco NX-OSを知ることができます。

マルチキャストについて
IPマルチキャストは、同一セットの IPパケットをネットワーク上の複数のホストに転送する手法
です。IPv4ネットワークで、マルチキャストを使用して、複数の受信者に効率的にデータを送信
できます。

マルチキャストには、グループと呼ばれる IPマルチキャストアドレスに送信されたマルチキャス
トデータの送信側と受信側の配信と検出の両方の手法が含まれます。グループと送信元 IPアドレ
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スが入ったマルチキャストアドレスは、しばしばチャネルと呼ばれます。InternetAssignedNumber
Authority（IANA）では、IPv4マルチキャストアドレスとして、224.0.0.0～ 239.255.255.255を割
り当てています。詳細については、次の URLを参照してください。
http://www.iana.org/assignments/multicast-addresses

マルチキャストに関連する RFCの完全なリストについては、「IPマルチキャストに関する IETF
RFC」の章を参照してください。

（注）

ネットワーク上のルータは、受信者からのアドバタイズメントを検出して、マルチキャストデー

タの要求対象となるグループを特定します。その後、ルータは送信元からのデータを複製して、

対象の受信者へと転送します。グループ宛のマルチキャストデータが送信されるのは、そのデー

タを要求する受信者を含んだ LANセグメントだけです。

次の図に、1つの送信元から 2つの受信者へと、マルチキャストデータを送信する場合の例を示
します。この図で、中央のホストが属する LANセグメントにはマルチキャストデータを要求す
る受信者が存在しないため、このホストは受信者にデータを転送しません。

図 1 : 1つの送信元から 2つの受信者へのマルチキャストトラフィック

マルチキャスト配信ツリー

マルチキャスト配信ツリーとは、送信元と受信者を中継するルータ間の、マルチキャストデータ

の伝送パスを表します。マルチキャストソフトウェアはサポートするマルチキャスト方式に応じ

て、タイプの異なるツリーを構築します。

送信元ツリー

送信元ツリーは、送信元からネットワーク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する場合の

最短パスです。特定のマルチキャストグループへと送信されたマルチキャストトラフィックが、

同じグループのトラフィックを要求する受信者へと転送されます。送信元ツリーは、最短パスと

しての特性から、最短パスツリー（SPT）と呼ばれることがあります。この図は、ホスト Aを起
点とし、ホストBおよびCに接続されているグループ 224.1.1.1の送信元ツリーを示しています。
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図 2 :送信元ツリー

表記（S, G）は、グループ Gの任意の送信元からのマルチキャストトラフィックを表します。こ
の図の SPTは、（192.0.2.1, 224.1.1.1）と記述されます。同じグループの複数の送信元からトラ
フィックを送信できます。

共有ツリー

共有ツリーとは、共有ルート、つまりランデブーポイント（RP）から各受信者に、ネットワーク
経由でマルチキャストトラフィックを伝送する共有配信パスを表します（RPは各ソースへのSPT
を作成します。）共有ツリーは、RPツリー（RPT）とも呼ばれます。この図は、ルータ Dに RP
を持つ、グループ 224.2.2.2の共有ツリーを示しています。データは送信元ホストAおよびホスト
DからルータD（RP）に送信され、そこから受信者ホスト Bおよびホスト Cにトラフィックが転
送されます。
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図 3 :共有ツリー

表記（*, G）は、グループ Gの任意の送信元からのマルチキャストトラフィックを表します。図
の共有ツリーは、（*, 224.2.2.2）と記述されます。

双方向共有ツリー

双方向共有ツリーとは、共有ルート、つまりランデブーポイント（RP）から各受信者に、ネット
ワーク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する共有配信パスを表しますマルチキャスト

データは、RPへの経路上にある受信者に転送されます。次の表に、双方向共有ツリーの利点を示
します。マルチキャストトラフィックは、ルータ Bおよび Cを通して、ホスト Aからホスト B
に直接送られます。共有ツリーの場合、送信元ホストAから送信されたデータは、まずRP（ルー
タ D）に送信され、ルータ Bに転送されてからホスト Bに伝送されます。
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図 4 :双方向共有ツリー

表記（*, G）は、グループ Gの任意のソースからのマルチキャストトラフィックを表します。図
の双方向ツリーは、（*, 224.2.2.2）と記述されます。

マルチキャスト転送

マルチキャストトラフィックは任意のホストを含むグループ宛に送信されるため、ルータはリ

バースパスフォワーディング（RPF）を使用して、グループのアクティブな受信者にデータを
ルーティングします。受信者がグループに加入すると、RP方向へ向かうパス（ASMモード）が
形成されます。送信元から受信者へのパスは、受信者がグループに加入したときに作成されたパ

スと逆方向になります。

マルチキャストパケットが着信するたびに、ルータはRPFチェックを実行します。送信元に接続
されたインターフェイスにパケットが着信した場合は、グループの発信インターフェイス（OIF）
リスト内の各インターフェイスにパケットが転送されます。それ以外の場合、パケットはドロッ

プされます。

次の図に、異なるインターフェイスから着信したパケットについて、RPFチェックを行う場合の
例を示します。E0に着信したパケットは、RPFチェックに失敗します。これは、ユニキャスト
テーブルで、対象の送信元ネットワークがインターフェイスE1に関連付けられているためです。
E1に着信したパケットは、RPFチェックに合格します。これは、ユニキャストルートテーブル
で、対象の送信元ネットワークがインターフェイス E1に関連付けられているためです。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
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図 5 : RPFチェックの例

Cisco NX-OSの PIM
Cisco NX-OSは、Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモードを使用したマルチキャスト
をサポートします。PIMは IPルーティングプロトコルに依存せず、使用されているすべてのユニ
キャストルーティングプロトコルが提供するユニキャストルーティングテーブルを利用できま

す。PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが伝
送されます。Cisco NX-OSでは、PIMデンスモードはサポートされません。

このマニュアルで、「PIM」という用語は PIMスパースモードバージョン 2を表します。（注）

マルチキャストコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにする必要があります。ド
メイン内の各ルータのインターフェイス上で、PIMをイネーブルにしないかぎり、マルチキャス
ト機能はイネーブルになりません。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。デフォルトで
は、IGMPがシステムで稼働しています。

マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、ルー
ティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の送信元か
らのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送される送信元

配信ツリーを構築します。

配信ツリーは、リンク障害またはルータ障害のためにトポロジが変更されると、トポロジを反映

して自動的に変更されます。PIMはマルチキャスト対応の送信元および受信者を動的に追跡しま
す。。

ルータはユニキャストルーティングテーブルおよびRPFルートを使用して、マルチキャストルー
ティング情報を生成します。

このマニュアルでは、「IPv4用の PIM」という表現は、Cisco NX-OSにおける PIMスパースモー
ドの実装を表します。

（注）
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次の図に、IPv4ネットワーク内の 2つの PIMドメインを示します。

図 6 : IPv4ネットワーク内の PIMドメイン

•矢印の付いた直線は、ネットワークで伝送されるマルチキャストデータのパスを表します。
マルチキャストデータは送信元ホストの Aおよび Dから発信されます。

•点線でつながれているルータ Bおよび Fは、Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）ピア
です。MSDPを使用すると、他の PIMドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出できま
す。

•ホストBおよびホストCではマルチキャストデータを受信するため、インターネットグルー
プ管理プロトコル（IGMP）プロトコルを使用して、マルチキャストグループへの加入要求
をアドバタイズします。

•ルータA、C、およびDは指定ルータ（DR）です。LANセグメントに複数のルータが接続さ
れている場合は（Cや Eなど）、PIMソフトウェアによって DRとなるルータが 1つ選択さ
れます。これにより、マルチキャストデータの窓口として、1つのルータだけが使用されま
す。

ルータ Bとルータ Fは、それぞれ異なる PIMドメインのランデブーポイント（RP）です。RP
は、複数の送信元と受信者を接続するため、PIMドメイン内の共通ポイントとして機能します。

PIMは送信元と受信者間の接続に関して、これらのマルチキャストモードをサポートしていま
す。
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• Any Source Multicast（ASM）

マルチキャスト用の RPFルートを定義することもできます。

アーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

Any Source Multicast（ASM）は PIMツリー構築モードの 1つです。新しい送信元および受信者を
検出する場合には共有ツリーを、受信者から送信元への最短パスを形成する場合は送信元ツリー

を使用します。共有ツリーでは、ランデブーポイント（RP）と呼ばれるネットワークノードを
ルートとして使用します。送信元ツリーは第 1ホップルータをルートとし、アクティブな発信元
である各送信元に直接接続されています。ASMモードでは、グループ範囲に対応する RPが必要
です。RPは静的に設定することもできれば、Auto-RPプロトコルまたはブートストラップルータ
（BSR）プロトコルを使用して、グループとRP間の関連付けを動的に検出することもできます。
RPが学習されている場合、グループは ASMモードで動作します。

RPを設定する場合、デフォルトモードは ASMモードです。

Bidir

双方向共有ツリー（Bidir）はASMモードと同様、受信者とRPの間の共有ツリーを構築する PIM
モードです。ただし、グループに新しい受信者が追加された場合、送信元ツリーに切り替えるこ

とはできません。Bidirモードの場合、受信者に接続されたルータは代表フォワーダ（DF）と呼ば
れます。これは、RPを経由することなく、代表ルータ（DR）から受信者に直接マルチキャスト
データを転送できるためです。Bidirモードを利用するには、RPを設定する必要があります。

Bidirモードを使用すると、マルチキャスト送信元が多数存在する場合に、ルータに必要なリソー
ス量を削減するとともに、RPの動作ステータスや接続ステータスに関係なく、運用を継続できま
す。

SSM

送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信するLANセグ
メント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築する PIMモードです。送信元ツリー
は、PIM加入メッセージを送信元方向に送信することで構築されます。SSMモードでは、RPを
設定する必要がありません。

SSMモードの場合、PIMドメインの外部にある送信元と受信者を接続できます。

マルチキャスト用 RPFルート

静的マルチキャスト RPFルートを設定すると、ユニキャストルーティングテーブルの定義内容
を無効にすることができます。この機能は、マルチキャストトポロジとユニキャストトポロジが

異なる場合に使用されます。

IGMP
デフォルトでは、PIMのインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）が、システムで実行
されています。
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IGMPは、マルチキャストグループのメンバーシップを要求するため、マルチキャストデータを
受信する必要があるホストで使用されます。グループメンバーシップが確立されると、対象のグ

ループのマルチキャストデータが要求元ホストの LANセグメントに転送されます。

インターフェイスには IGMPv2または IGMPv3を設定できます。デフォルトでは IGMPv2がイネー
ブルになっています。

IGMPスヌーピング
IGMPスヌーピングは、VLANで既知の受信者に接続された一部のポートだけにマルチキャスト
トラフィックを転送する機能です。対象ホストからの IGMPメンバーシップレポートメッセージ
を調べる（スヌーピングする）ことにより、マルチキャストトラフィックは対象ホストが接続さ

れた VLANポートだけに送信されます。システムでは、IGMPスヌーピングがデフォルトで稼働
しています。

ドメイン内マルチキャスト

Cisco NX-OSでは、PIMドメイン間でマルチキャストトラフィック送信を実行するための方法が
提供されます。

SSM

PIMソフトウェアは SSMを使用して、受信者の指定ルータから既知の送信元 IPアドレスへの最
短パスツリーを構築します。この場合、送信元は別のPIMドメイン内にあってもかまいません。
ASMおよび Bidirモードの場合、別の PIMドメインから送信元にアクセスするには、別のプロト
コルを使用する必要があります。

ネットワークで PIMをイネーブルにすると、SSMを使用し、受信者の指定ルータが IPアドレス
を把握している任意のマルチキャスト送信元への接続パスを確立できます。

MSDP

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）は、PIMと組み合わせて使用することで、異なる PIM
ドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出できるようにするマルチキャストルーティングプ

ロトコルです。

Cisco NX-OSでは、MSDP設定が不要な PIM Anycast-RPをサポートしています。（注）

MBGP

Multiprotocol BGP（MBGP）は BGP4の拡張機能であり、ルータによるマルチキャストルーティ
ング情報の伝送を可能にします。このマルチキャスト情報を使用すると、PIMを介して、外部の
BGP自律システム（AS）内の送信元と通信できます。
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MRIB
Cisco NX-OS IPv4マルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）は、PIMや IGMPなどのマ
ルチキャストプロトコルで生成されるルート情報を格納するためのリポジトリです。MRIBはルー
ト情報自体には影響を及ぼしません。MRIBはの仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）
インスタンスごとに、独立したルート情報を保持します。

Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアアーキテクチャの主要コンポーネントは次のとおりで
す。

•マルチキャスト FIB（MFIB）分散（MFDM）APIは、MRIBを含むマルチキャストレイヤ 2
およびレイヤ 3コントロールプレーンモジュールと、プラットフォーム転送プレーン間のイ
ンターフェイスを定義します。コントロールプレーンモジュールは、MFDMAPIを使用して
レイヤ 3ルートアップデートを送信します。

•マルチキャスト FIB配信プロセス：すべての関連モジュールおよびスタンバイスーパーバイ
ザに、マルチキャストアップデートメッセージを配布します。このプロセスはスーパーバイ

ザだけで実行されます。

•レイヤ 2マルチキャストクライアントプロセス：レイヤ 2マルチキャストハードウェア転
送パスを構築します。このプロセスは、スーパーバイザとモジュールの両方で実行されます。

•ユニキャストおよびマルチキャスト FIBプロセス：レイヤ 3ハードウェア転送パスを管理し
ます。このプロセスは、スーパーバイザとモジュールの両方で実行されます。

次の図に、Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアのアーキテクチャを示します。
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図 7 : Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアのアーキテクチャ

仮想ポートチャネルおよびマルチキャスト

仮想ポートチャネル（vPC）：1台のデバイスで 2台のアップストリームスイッチのポートチャ
ネルを使用できるようにします。vPCを設定すると、次のマルチキャスト機能に影響が及ぶ可能
性があります。

• PIM：

• IGMPスヌーピング：vPCピアの設定を同一にする必要があります。

より低い IPアドレスを持つL2デバイスでスヌーピングクエリアを設定して、L2デバイスをクエ
リアとして強制することをお勧めします。これは、マルチシャーシ EtherChannelトランク (MCT)
がダウンしているシナリオの処理に役立ちます。

マルチキャストに関する注意事項と制限事項
• Cisco NX-OSリリース10.1(2)以降、N9K-X9624D-R2ラインカードではレイヤ 3マルチキャス
トがサポートされます。

•レイヤ 3イーサネットポートチャネルサブインターフェイスは、マルチキャストルーティ
ングではサポートされていません。
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•レイヤ 2 IPv6マルチキャストパケットは、着信 VLANでフラッディングされます。

•不明なマルチキャストトラフィックによるトラフィックストーム制御はサポートされていま
せん。

•双方向モードは、-Rラインカードを備えたCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチでは
サポートされていません。

• IPv6マルチキャストは、Cisco Nexus 9500 Rシリーズラインカードではサポートされていま
せん。

マルチキャストのハイアベイラビリティ要件
マルチキャストルーティングプロトコルを再起動すると、MRIBプロセスによってステートが回
復されます。スーパーバイザのスイッチオーバーが発生した場合、MRIBはハードウェアからス
テートを回復し、マルチキャストプロトコルは定期的なメッセージアクティビティからステート

を回復します。ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSハ

イアベイラビリティおよび冗長性ガイド』を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト
Cisco NX-OSでは、仮想デバイスをエミュレートする Virtual Device Context（VDCs）に、OSおよ
びハードウェアリソースを分割できます。CiscoNexus9000シリーズスイッチは、現在のところ、
複数のVDCをサポートしていません。すべてのスイッチリソースはデフォルトVDCで管理され
ます。

SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブル
シューティング

症状

このセクションでは、アクティブなフローでMRIBに表示されるが、MFIBでプログラムされて
いない*、G、またはS,Gエントリに関連した症状、考えられる原因、および推奨されるアクショ
ンについて説明します。

考えられる原因

この問題は、ハードウェアの容量を超えて多数のアクティブフローを受信した場合に発生しま

す。これにより、空きハードウェアインデックスがなくなって、一部のエントリがハードウェア

でプログラムされなくなります。

ハードウェアリソースを解放するためにアクティブなフローの数が大幅に削減された場合、ハー

ドウェアテーブルがいっぱいであったときに以前影響されていたフローについては、エントリ、
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タイムアウト、再入力が生じ、プログラミングがトリガーされるまで、MRIBとMFIBの間で不
整合が見られることがあります。

現在、ハードウェアリソースが解放された後に、MRIBテーブルを調べて、ハードウェアの欠落
しているエントリを再プログラムするメカニズムはありません。

改善処置

エントリを確実に再プログラミングするには、clear ip mroute *コマンドを使用します。
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第 3 章

IGMPの設定

この章では、IPv4ネットワークのCisco NX-OSデバイスに対するインターネットグループ管理プ
ロトコル（IGMP）の設定方法を説明します。

• IGMPについて（17ページ）
• IGMPの前提条件（20ページ）
• IGMPに関する注意事項と制限事項（20ページ）
• IGMPのデフォルト設定（21ページ）
• IGMPパラメータの設定（22ページ）
• IGMPホストプロキシの設定（31ページ）
• IGMPプロセスの再起動（34ページ）
• IGMP構成の確認（35ページ）
• IGMPの設定例（36ページ）

IGMPについて
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4プロ
トコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグループ
またはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これらの IGMP
パケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメントに、要求され

たグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的に
イネーブルになります。

• Protocol-Independent Multicast（PIM）のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化
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IGMPのバージョン
デバイスでは、IGMPv2と IGMPv3、および IGMPv1のレポート受信がサポートされています。

デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルになり
ます。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能な Source-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

•グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

• IGMPv2ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループお
よび送信元について保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたびに
IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I2(1)までは SSMをサポート
していません。

（注）

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 5790を参照してください。

IGMPの基礎
次の図に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示し
ます。ホスト 1、2、および 3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信して、
グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 8 : IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセス
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18

IGMPの設定

IGMPのバージョン

http://www.ietf.org/rfc/rfc2236.txt
https://www.ietf.org/rfc/rfc5790.txt


下の図では、ルータA（サブネットの代表IGMPクエリア）は、すべてのホストが含まれる224.0.0.1
ホストマルチキャストグループに定期的にクエリメッセージを送信して、マルチキャストデー

タを受信するホストを検出します。グループメンバーシップタイムアウト値を設定できます。指

定したタイムアウト値が経過すると、ルータはサブネット上にグループのメンバーまたは送信元

が存在しないと見なします。

IPアドレスが最小のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、自
身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している間、ク
エリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリアタイマーが

期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルータが、自身よ

りも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信すると、ルータは
代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定します。

この図では、ホスト 1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト 2
からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト 2か
らレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グループに

つき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネットワークトラ
フィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダムな時間だけレ

ポート送信が保留されます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホストが応答をラ

ンダム化する間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホスト
が接続されている場合だけです。

（注）

この図のルータ Aは、IGMPv3グループ/ソース固有のクエリを LANに送信します。ホスト 2お
よび 3は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すメンバー
シップレポートを送信して、そのクエリーに応答します。

図 9 : IGMPv3グループ/ソース固有のクエリ

IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）
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代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブネッ
ト上の直接接続されたルータからメッセージが転送されることはありません。IGMPの起動時に
送信されるクエリメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップクエリイ

ンターバルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に抑えることが

できます。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングすることで、ホス

トグループメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラフィック量のバラ

ンスを調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することがありま

す。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどうかを
確認するために、IGMPクエリメッセージが送信されます。そして、最終メンバーのクエリ応答
インターバルと呼ばれる、ユーザーが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが切れる前

にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除されます。

ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャストトラフィック

を送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を補正するには、ロバストネス値を設定します。ロバストネ

ス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコルで

は、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータからは
転送されません。IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルアドレスに
だけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスにレポートが

送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更することができます。

IGMPの前提条件
IGMPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコン
フィギュレーションコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレー

ションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。
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• Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、IGMPまたは送信元トラフィックが同じ IPアドレ
スから発信されている場合、S、Gルートは期限切れになりません。

•場合によっては、vPCノードが送信元に到達できなくて、AnycastRPペアへのパスが必要に
なる場合があります。マルチキャストグループの状態は、ソースへのより適切なルートが利

用可能であり、トラフィックが共有ツリーを経由して来る場合に、RPを対象とした S、G、
Rプルーニングにより、vPCピアで作成されます。

S,Gは Sへの優先スタティックルートを介して引き続き使用できるため、(S,G,R)プルーニン
グが他の RPに対して開始され、その状態が作成されます。VPCピアのソース Sに到達でき
ないため、NULL RPFにより、(*,G)を介してプルされたトラフィックは、(S,G)との最長の
プレフィックス一致を介してドロップされます。

これは既知の問題です。この問題は、SPT無限が vPCピアで設定されていない場合、または
ダウンしているRPペアの 1つからのエニーキャストRP到達機能が vPCピアを介して他の送
信元に回避できる場合、回避できます。

• IGMPv3（RFC5790）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポートされ
ていません。

• Cisco NX-OSリリース9.2(2)以降では、-Rタイプのラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500
プラットフォームスイッチは、IGMPをサポートします。

IGMPのデフォルト設定
次の表に、IGMPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2 : IGMPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバ

ル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル
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デフォルトパラメータ

1秒最終メンバーのクエリー応答イン

ターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウ

ト

無効リンクローカルマルチキャストグ

ループのレポート

無効ルータアラートの実施

ディセーブル即時離脱

IGMPパラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセス
の動作を変更できます。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマン
ドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

IGMPインターフェイスパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションの IGMPインターフェイスパラメータを示します。

表 3 : IGMPインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMPのバージョン。有効な
IGMPバージョンは 2または 3です。デフォルトは 2です。

IGMPのバージョン
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説明パラメータ

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。(*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)というステー
トで指定します。match ip multicastコマンドで、使用するグループ
プレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックスを示

すルートマップポリシー名を指定できます。

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築され
るのは IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

（注）

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。(*, G)というステートで発信インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)とい
うステートで指定します。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィッ

クスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築され
るのは IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

（注）

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されていま

す。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

スタートアップクエリーインターバル中に送信される起動時のク

エリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすことができます。有効範

囲は 1～ 7です。デフォルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大応答時間。大きな値を設
定すると、ホストの応答時間が延長されるため、ネットワークの

IGMPメッセージを調整できます。この値は、クエリーインターバ
ルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は1～25秒です。
デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間
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説明パラメータ

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定する
と、ソフトウェアによる IGMPクエリーの送信頻度が低くなるた
め、ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整できます。有効範
囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応
答を送信するインターバル。このインターバル中に応答が受信され

ない場合、グループステートは解除されます。この値を使用する

と、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を停止する

タイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、グループ

の最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時間で検出

できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送信する回数。有効範
囲は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

この値を 1に設定すると、いずれかの方向でパケットが検出されな
くなると、クエリー対象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーインターバルが開始さ

れるまでは、グループを再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたは送信

元が存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒で
す。

グループメンバーシップタ

イムアウト

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信できるようにするための
オプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワーク

プロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループには、

常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートのアクセスポリ
シー。

1

レポートポリシー
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説明パラメータ

インターフェイスが接続されたサブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループを制御するためのルートマップ

ポリシーを設定するオプション。

match ip multicast groupコマンドだけがこのルートマッ
プポリシーでサポートされます。ACLを照合するため
の match ip addressコマンドはサポートされていませ
ん。

（注）

アクセスグループ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプション。即時脱退をイネー

ブルにすると、デバイスではグループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルからグルー

プエントリが削除されます。デフォルトではディセーブルになって

います。

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェ

イスの背後に1つの受信者しか存在しない場合に使用し
ます。

（注）

即時離脱

1
ルートマップポリシーの設定方法については、Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guideを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface

3. ip igmp version value

4. ip igmp join-group {group [source source] | route-map policy-name}
5. ip igmp static-oif {group [source source] | route-map policy-name}
6. ip igmp startup-query-interval seconds

7. ip igmp startup-query-count count

8. ip igmp robustness-variable value

9. ip igmp querier-timeout seconds

10. ip igmp query-timeout seconds

11. ip igmp query-max-response-time seconds

12. ip igmp query-interval interval

13. ip igmp last-member-query-response-time seconds

14. ip igmp last-member-query-count count

15. ip igmp group-timeout seconds

16. ip igmp report-link-local-groups

17. ip igmp report-policyポリシー
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18. ip igmp access-groupポリシー
19. ip igmp immediate-leave

20. （任意） show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name | all] [brief]
21. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface

例：

Step 2

ステップ3でリストされているコマンド
を使用して、IGMPインターフェイスパ
ラメータを設定します。

（注）

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

IGMPバージョンを指定値に設定します。有効な値
は 2または 3です。デフォルトは 2です。

ip igmp version value

例：

Step 3

このコマンドの no形式を使用すると、バージョン
は 2に設定されます。

switch(config-if)# ip igmp version 3

指定したグループまたはチャネルに参加するように

デバイス上のインターフェイスを設定します。デバ

ip igmp join-group {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

Step 4

イスは CPU消費用のマルチキャストパケットのみ
を受け入れます。switch(config-if)# ip igmp join-group 230.0.0.0

このコマンドを使用して生成されたトラ

フィックは、デバイス CPUで処理可能
である必要があります。CPUの負荷制
約のため、このコマンドを使用すること

は（特に形式を問わずスケーリングで使

用することは）推奨されません。代わり

に ip igmp static-oifコマンドの使用を検
討してください。

注意

マルチキャストグループを発信インターフェイスに

静的にバインドし、デバイスハードウェアで処理し

ip igmp static-oif {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

Step 5

ます。グループアドレスのみを指定した場合は、

（*, G）ステートが作成されます。送信元アドレスswitch(config-if)# ip igmp static-oif 230.0.0.0
を指定した場合は、（S, G）ステートが作成されま
す。match ip multicastコマンドで、使用するグルー
ププレフィックス、グループ範囲、および送信元プ
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目的コマンドまたはアクション

レフィックスを示すルートマップポリシー名を指定

できます。

IGMPv3をイネーブルにした場合にの
み、（S,G）ステートに対して送信元ツ
リーが作成されます。

（注）

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリーイン

ターバルを設定します。有効範囲は 1～ 18,000秒で
す。デフォルト値は 31秒です。

ip igmp startup-query-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-interval
25

Step 6

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリー数を設

定します。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは
2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-count 3

Step 7

ロバストネス変数を設定します。有効値の範囲は、

1～ 7です。デフォルトは 2です。
ip igmp robustness-variable value

例：

Step 8

switch(config-if)# ip igmp robustness-variable 3

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリアタイムアウト値

ip igmp querier-timeout seconds

例：

Step 9

を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp querier-timeout 300

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリータイムアウト値

ip igmp query-timeout seconds

例：

Step 10

を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp query-timeout 300

このコマンドの機能は、ip igmp
querier-timeoutコマンドと同じです。

（注）

IGMPクエリーでアドバタイズされる応答時間を設
定します。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
は 10秒です。

ip igmp query-max-response-time seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp query-max-response-time
15

Step 11

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度を設定
します。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト
値は 125秒です。

ip igmp query-interval interval

例：

switch(config-if)# ip igmp query-interval 100

Step 12

メンバーシップレポートを送信してから、ソフト

ウェアがグループステートを解除するまでのクエ

ip igmp last-member-query-response-time seconds

例：

Step 13
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目的コマンドまたはアクション

リーインターバルを設定します。有効範囲は 1～
25秒です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信してから、IGMP
クエリーが送信される回数を設定します。有効範囲

は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

ip igmp last-member-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp last-member-query-count
3

Step 14

IGMPv2のグループメンバーシップタイムアウトを
設定します。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォ
ルト値は 260秒です。

ip igmp group-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp group-timeout 300

Step 15

224.0.0.0/24に含まれるグループに対して、レポート
送信をイネーブルにします。非リンクローカルグ

ip igmp report-link-local-groups

例：

Step 16

ループには、常にレポートが送信されます。デフォswitch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups ルトでは、リンクローカルグループにレポートは

送信されません。

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートの
アクセスポリシーを設定します。

ip igmp report-policyポリシー

例：

Step 17

switch(config-if)# ip igmp report-policy
my_report_policy

インターフェイスが接続されたサブネット上のホス

トについて、加入可能なマルチキャストグループを

ip igmp access-groupポリシー

例：

Step 18

制御するためのルートマップポリシーを設定しま

す。
switch(config-if)# ip igmp access-group
my_access_policy

match ip multicast groupコマンドだけが
このルートマップポリシーでサポート

されます。ACLを照合するためのmatch
ip addressコマンドはサポートされてい
ません。

（注）

デバイスが、グループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテー

ip igmp immediate-leave

例：

Step 19

ブルからグループエントリを削除できるようにしまswitch(config-if)# ip igmp immediate-leave
す。このコマンドを使用すると、デバイスからグ

ループ固有のクエリが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメン
バーシップの脱退のための待ち時間が最小限になり

ます。デフォルトではディセーブルになっていま

す。
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、所定のグループに対す

るインターフェイスの背後に1つの受信
者しか存在しない場合に使用します。

（注）

インターフェイスに関する IGMP情報を表示しま
す。

（任意） show ip igmp interface [interface] [vrf
vrf-name | all] [brief]

例：

Step 20

switch(config)# show ip igmp interface

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 21

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMP SSM変換の設定
SSM変換を設定すると、IGMPv1または IGMPv2によるメンバーシップレポートを受信したルー
タで、SSMがサポートされるようになります。メンバーシップレポートでグループおよび送信元
アドレスを指定する機能を備えているのは、IGMPv3だけです。グループプレフィックスのデフォ
ルト範囲は、232.0.0.0/8です。

マルチキャストホストが IGMPv3をサポートしない場合、またはレイヤ 2スイッチと相互運用す
るための（S,G）レポートではなくグループ結合を強制的に送信する場合に、IGMPSSM変換機能
は SSMベースのマルチキャストコアネットワークを配置できるようにします。IGMP SSM変換
機能には、同じ SSMグループに対して複数の送信元を設定する機能があります。SSM変換を設
定する前に、プロトコル独立マルチキャスト（PIM）をデバイスで設定する必要があります。

次の表に、SSM変換の例を示します。

表 4 : SSM変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

10.1.1.1232.0.0.0/8

10.2.2.2232.0.0.0/8

10.3.3.3232.1.0.0/16

10.4.4.4232.1.1.0/24

次の表に、IGMPメンバーシップレポートに SSM変換を適用した場合に、IGMPプロセスによっ
て構築されるMRIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、各変換内容に対して (S, G)ス
テートが作成されます。
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表 5 : SSM変換適用後の例

作成されるMRIBルートIGMPv2メンバーシップレポート

(10.4.4.4, 232.1.1.1)232.1.1.1

(10.1.1.1、232.2.2.2) (10.2.2.2、232.2.2.2)232.2.2.2

手順の概要

1. configure terminal
2. ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータが IGMPv3メンバーシップレポートを受信し
たときと同様に、(S,G)ステートが作成されるよう、

ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

例：

Step 2

IGMPプロセスによる IGMPv1または IGMPv2メン
バーシップレポートの変換を設定します。

switch(config)# ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8
10.1.1.1

ssm-translateコマンドラインを含む、実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration igmp

例：

Step 3

switch(config)# show running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

ルータアラートの適用オプションチェックの設定

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータアラートの適用オプションチェックを設定
できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip igmp enforce-router-alert
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3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータ
アラートの適用オプションチェックをイネーブルま

[no] ip igmp enforce-router-alert

例：

Step 2

たはディスエーブルにします。デフォルトでは、ルーswitch(config)# ip igmp enforce-router-alert
タアラートの適用オプションチェックはイネーブル

です。

実行コンフィギュレーション情報を表示します。（任意） show running-configuration igmp

例：

Step 3

switch(config)# show running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMPホストプロキシの設定
ここでは、次の内容について説明します。

IGMPホストプロキシの概要
IGMPホストプロキシサポートは、ポートチャネル（L3）アップリンクを備えたCiscoNexus 9300
EX/FX/FX2/FX3/GX/GX2スイッチのアンダーレイマルチキャストに提供されます。この機能は、
Cisco NX-OS Release 9.3(4)で導入されました。IGMPホストプロキシ機能は、PIM対応のマルチ
キャストネットワークドメインを、PIMを認識しないドメインに接続するのに役立ちます。この
機能は、インターフェイスをプロキシインターフェイスとして設定し、内部PIMネットワークで
受信した PIMの加入/プルーニングを、IGMPの加入/脱退に置き換えます。

IGMPの加入処理

ホストがマルチキャストグループに加入するとき、ホストは、加入するマルチキャストグループ

に 1つ以上の送信要求されていないメンバーシップレポートを送信します。さらに、IGMPジョ
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インがデフォルトで IGMPクエリの受信時に送信されます。非要求モードは、レポートを定期的
に送信するように構成できます。IGMPv2レポートのみがアップストリームに送信されます。

IGMPの脱退処理

IGMPv2Leaveは、マルチキャストネットワークの最後のホストが脱退するときに送信されます。
したがって、最後のホストからPIMプルーニングを受信すると、IGMPv2Leaveがアップストリー
ムに送信され、これ以上関心がないことを示します。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。

• IGMPホスト SGプロキシは、vPCではサポートされていません。

• IGMPv3（RFC5790）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポートされ
ていません。

• Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、IGMPまたは送信元トラフィックが同じ IPアドレ
スから発信されている場合、S、Gルートは期限切れになりません。

• IGMPは、Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチでサポートされています。

• igmp static-oifでのルートマップの設定は、255の範囲に制限されています。ルートマップが
/8や /4などの /24より大きい範囲で設定されている場合、次のログが表示されます。

2020 May 13 10:10:58 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.1.0 - 224.4.13.255
2020 May 13 12:26:13 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.1.0 - 224.4.13.255
2020 May 13 12:47:01 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.0.64 - 224.4.3.64

この制限を回避するには、必要な範囲を複数の 255以下の範囲に分割し、範囲ごとに複数の
ルートマップシーケンスを使用します。

•デフォルト以外の IGMP関連タイマーの設定は、L3物理インターフェイスおよび SVIで行う
ことができます。またはクエリア IPが VLAN構成モードで設定されている場合は VLAN構
成モードで行うことができます。そのVLANに PIM対応の SVIがある場合、VLAN構成モー
ドでクエリア IPを構成することはお勧めしません。

クエリの最大応答時間（query-max-response-time）と IGMPクエリ間隔（query-interval）が L3
物理インターフェイスまたはSVI、IGMPクエリアで変更されると、タイムアウトはクエリ間
隔の2倍にMRTを加えた値に自動的に調整されます。さらに変更するには、L3物理インター
フェイスに対して ip igmp querier-timeoutコマンドを使用します。

ただし、SVIの場合、予想されるシェルの現在のクエリアが使用できなくなったときにクエ
リアの選択が行われるようにするには、 VLAN構成モードで、show ip igmp interface vlan X
コマンドの出力に表示された値を、ip igmp snooping querier-timeoutコマンドによって設定す
る必要があります。
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L3物理インターフェイスの場合は、show ip igmp interface <intf>コマンドを使用します。SVI
の場合は、show ip igmp snooping querier <VLAN>コマンドを使用して、IGMPスヌーピング
クエリアに関する情報を表示します。両方の構成コマンドは、正しい構成のための同じクエ

リアタイムアウトを表示するはずです。

PIM hello間隔は、PIMネイバーがピアの可用性を決定する速さを決定します。使用できない
PIMネイバーがたまたま IGMPクエリアでもあった場合、新しいクエリアの選択が、ネイバー
の期限切れと同時に発生します（90秒：30秒の PIM hello間隔の 3倍）。同時に、L2スヌー
ピングクエリアタイマーは、新しいクエリア選択がいつ行われるかを指示します（デフォル

トではクエリ間隔の 2倍にMRTを加えた値）。

IGMPホストプロキシの設定方法
IGMPホストプロキシを構成するには、次の手順を実行します。

表 6 : IGMPホストプロキシの設定

目的コマンドステップ

コンフィギュレーションモードに

入ります。

configure terminal

例:
switch# configure terminal

switch(config)#

ステップ 1

インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-name

例：

switch(config)# interface port-channel
1

ステップ 2

インターフェイスを no shutdown
モードに設定します。

no shutdown

例:
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 3：

IPアドレスを設定します。ip address ip address

例:
switch(config-if)# ip address 10.1.1.1

ステップ 4：

ルートマップの IGMPホストプロ
キシを設定します。

[no] ip igmp host-proxy [unsolicited time |
route-map route-map-name [unsolicited time]
| prefix-list prefix-list-name [unsolicited time]]

例:
switch(config-if)# ip igmp host-proxy
unsolicited 6

ステップ 5
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目的コマンドステップ

IGMP SGプロキシを設定します。[no] ip igmp host-proxy [sg-proxy]
[unsolicited time | route-map route-map-name
[unsolicited time] | prefix-list prefix-list-name
[unsolicited time]]

例:
switch(config-if)# ip igmp host-proxy
sg-proxy 4

（オプション）

ステップ 6

IGMPv2ホストプロキシグループ
だけを表示します（IGMPv3は表示
しません）。

show ip igmp groups

例:
switch(config)# show ip igmp groups

ステップ 7

VRFの IGMPインターフェイスを
表示します。

show ip igmp interface-name
interface-number

例:
switch(config)# show ip igmp
port-channel 1

ステップ 8

VRFのための、IGMPローカル
ジョイングループメンバーシップ

を表示します。

show ip igmp local-groups interface-name
interface-number

例:
switch(config)# show ip igmp
local-groups port-channel 1

ステップ 9

PIMホストプロキシインターフェ
イスを表示します。

show ip pim host-proxy

例：

switch(config)# show ip pim host-proxy

ステップ 10

IGMPプロセスの再起動
IGMPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができま
す。

手順の概要

1. restart igmp
2. configure terminal
3. ip igmp flush-routes

4. （任意） show running-configuration igmp

5. （任意） copy running-config startup-config

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
34

IGMPの設定

IGMPプロセスの再起動



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IGMPプロセスを再起動します。restart igmp

例：

Step 1

switch# restart igmp

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 2

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip igmp flush-routes

例：

Step 3

switch(config)# ip igmp flush-routes

実行コンフィギュレーション情報を表示します。（任意） show running-configuration igmp

例：

Step 4

switch(config)# show running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMP構成の確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択されたイ

ンターフェイス、デフォルトVRF、選択された
VRF、またはすべてのVRFについて、IGMP情
報を表示します。IGMPが vPCモードの場合、
vPC統計情報を表示するには、このコマンドを
使用します。

show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name |
all] [brief]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp groups [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]
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説明コマンド

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp route [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]

IGMPローカルグループメンバーシップを表示
します。

show ip igmp local-groups

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーション
情報を表示します。

show startup-configuration igmp

IGMPの設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。

configure terminal

interface ethernet 2/1
ip igmp version 3
ip igmp join-group 230.0.0.0
ip igmp startup-query-interval 25
ip igmp startup-query-count 3
ip igmp robustness-variable 3
ip igmp querier-timeout 300
ip igmp query-timeout 300
ip igmp query-max-response-time 15
ip igmp query-interval 100
ip igmp last-member-query-response-time 3
ip igmp last-member-query-count 3
ip igmp group-timeout 300
ip igmp report-link-local-groups
ip igmp report-policy my_report_policy
ip igmp access-group my_access_policy
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第 4 章

MLDの設定

この章では、IPv6ネットワーク用にCiscoNX-OSデバイスでマルチキャストリスナー検出（MLD）
を設定する方法を説明します。

• MLDについて（37ページ）
• MLDの前提条件（40ページ）
• MLDの注意事項および制限事項（41ページ）
• MLDのデフォルト設定（42ページ）
• MLDスヌーピングの設定（42ページ）
• MLDパラメータの設定（46ページ）
• MLDの設定の確認（53ページ）
• MLDスヌーピングの設定の確認（54ページ）
• MLDの設定例（55ページ）

MLDについて
MLDは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv6プロ
トコルです。ソフトウェアは、MLDを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグループ
またはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。MLDパケット
を受信したデバイスは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメントに、要求されたグルー

プまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

MLDv1は IGMPv2から、MLDv2は IGMPv3から派生したプロトコルです。IGMPは IP Protocol 2
メッセージタイプを使用しますが、MLDは ICMPv6メッセージのサブセットである IP Protocol 58
メッセージタイプを使用します。

MLDプロセスはデバイス上で自動的に起動されます。インターフェイスではMLDを手動でイネー
ブルにできません。MDLは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的にイ
ネーブルになります。

• PIM6のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化
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MLDのバージョン
デバイスはMLDv1およびMLDv2をサポートしています。MLDv2はMLDv1リスナーレポート
をサポートしています。

デフォルトでは、ソフトウェアがMLDプロセスを起動する際に、MLDv2がイネーブルになりま
す。必要に応じて、各インターフェイスではMLDv1をイネーブルにできます。

MLDv2には、次に示すMLDv1からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能な Source-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

•グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

• MLDv1ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループおよ
び送信元について保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、MLDクエリーメッセージを受信するたびに
MLDリスナーレポートが送信されるようになりました。

MLDv1の詳細については、RFC 2710を参照してください。MLDv2の詳細については、RFC 3810
を参照してください。

MLDの基礎
次の図に、ルータがMLDを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示し
ます。

図 10 : MLDクエリー応答プロセス

ホスト 1、2、および 3は要求外のMLDリスナーレポートメッセージを送信して、グループまた
はチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。ルータ A（サブネットの代表
MLDクエリア）は、リンクスコープの全ノードを対象として、マルチキャストアドレス FF02::1
に定期的に共通のクエリメッセージを送信し、マルチキャストグループに対する各ホストの受信

要求を検出します。グループ固有のクエリーは、特定のグループの情報を要求するホストを検出

する場合に使用されます。グループメンバーシップタイムアウト値を設定できます。これは、

ルータがサブネット上にグループのメンバーまたは送信元が存在するかどうかを判断するための

時間です。

ホスト 1からのリスナーレポートの送出は止められており、最初にホスト 2からグループ
FFFE:FFFF:90::1に関するリスナーレポートが送信されます。ホスト 1はホスト 2からレポートを
受信します。ルータに送信する必要があるリスナーレポートは、グループにつき 1つだけである
ため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネットワークトラフィックが軽減されま

す。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダムな時間だけレポート送信が保留され

ます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホストが応答をランダム化する間隔を制

御できます。
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MLDv1メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホストが接続されてい
る場合だけです。

（注）

ルータ Aは、MLDv2の group-and-source-specificクエリを LANに送信します。ホスト 2および 3
は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すリスナーレポー

トを送信して、そのクエリに応答します。このMLDv2機能では、SSMがサポートされます。

MLDv2では、すべてのホストがクエリーに応答します。（注）

図 11 : MLDv2グループ/ソース固有のクエリー

IPアドレスが最下位のルータが、サブネットのMLDクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している間、
非クエリアとして動作し、クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。

ルータのクエリアタイマーが期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあ

とで、このルータが、自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセー
ジを受信すると、ルータは代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設

定します。

代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブネッ
ト上の直接接続されたルータからは、メッセージは転送されません。また、MLDの起動中に送信
されるクエリーメッセージの頻度および回数を個別に設定することもできます。起動時のクエ

リーインターバルを短く設定することで、グループステートの確立時間を最小限に抑えることが

できます。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングすることで、ホス

トグループメンバーシップへの応答性と、ネットワーク上のトラフィック量のバランスを調整で

きます。

クエリーインターバルを変更すると、ネットワークのマルチキャスト転送能力が著しく低下する

ことがあります。

注意

グループを脱退するマルチキャストホストは、MLDv1に対して脱退を知らせるメッセージを送
信するか、または対象のグループを除外したリスナーレポートを、リンクスコープ内の全ルータ

を含むマルチキャストアドレス FF02::2に送信する必要があります。このホストがグループを脱
退する最後のホストであるかどうかを確認するために、MLDクエリーメッセージが送信されま
す。これにより、最終メンバーのクエリー応答インターバルと呼ばれる、ユーザが設定可能なタ

イマーが起動されます。タイマーが切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアに

よってグループステートが解除されます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、こ

のグループにマルチキャストトラフィックを送信し続けます。
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輻輳ネットワークでのパケット損失を緩和するには、ロバストネス値を設定します。ロバストネ

ス値は、MLDソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

FF02::0/16内に含まれるリンクローカルアドレスには、InternetAssignedNumbersAuthority（IANA）
が定義したリンクスコープが設定されています。ローカルネットワークセグメント上のネット

ワークプロトコルでは、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスはTTLが 1である
ため、ルータからは転送されません。MLDプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンク
ローカルアドレスにだけリスナーレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレス

にレポートが送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更できます。

MLDスヌーピング
マルチキャストリスナー検出（MLD）スヌーピングにより、ホストとルータ間で IPv6マルチキャ
ストトラフィックを効率的に配信できます。これは、MLDクエリまたはレポートを送受信した
ポートのサブセットにブリッジドメイン内の IPv6マルチキャストトラフィックを制限するレイ
ヤ 2機能です。このように、MLDスヌーピングは、マルチキャストトラフィックの受信に関心
を示しているノードがないネットワークのセグメントでは帯域幅を節約できるという利点があり

ます。これにより、ブリッジドメインでフラッディングが生じることがなく、帯域幅の使用量が

削減され、ホストとルータで不要なパケット処理を節約できます。

MLDスヌーピング機能は、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピングと似
ていますが、MLDスヌーピングの機能は IPv6マルチキャストトラフィックをスヌーピングする
ことであり、MLDv1（RFC 2710）およびMLDv2（RFC 3810）コントロールプレーンパケットで
動作する点が異なります。MLDはインターネット制御メッセージプロトコルバージョン 6
（ICMPv6）のサブプロトコルです。MLDメッセージは ICMPv6メッセージのサブセットで、IPv6
パケット内で先頭の Next Header値 58により識別されます。MLDv1のメッセージタイプには、
リスナークエリ、マルチキャストアドレス固有（MAS）クエリ、リスナーレポート、完了メッ
セージが含まれます。MLDv2は、追加のクエリタイプであるマルチキャストアドレスおよびソー
ス固有（MASS）クエリを除き、MLDv1と相互運用できるように設計されています。MLDで使用
可能なプロトコルレベルタイマーは、IGMPで使用可能なものと同様です。

MLDスヌーピングがディセーブルの場合、すべてのマルチキャストトラフィックは、関係があ
るかどうかに関係なく、すべてのポートにフラッディングされます。MLDスヌーピングがイネー
ブルの場合、ファブリックはMLDインタレストに基づいて IPv6マルチキャストトラフィックを
転送します。不明な IPv6マルチキャストトラフィックは、ブリッジドメインの IPv6 L3不明マル
チキャストフラッディング設定に基づいてフラッディングされます。

フラッディングモードは、不明な IPv6マルチキャストパケットを転送するために使用されます。
フラッディングモードでは、ブリッジドメイン内のすべてのエンドポイントグループ（EPG）
およびすべてのポートがフラッディングパケットを受信します。

MLDの前提条件
MLDの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。
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•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコン
フィギュレーションコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレー

ションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

MLDの注意事項および制限事項
MLDには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco Nexus 9200、9300、および 9300-EXシリーズスイッチはMLDをサポートしています。

• MLDv2 (RFC3810)に従う送信元のリストの除外またはブロックはサポートされていません。

•インターフェイスに静的にバインドされているマルチキャストグループを拒否するように
ルートマップを変更する場合。その後のMLDレポートはローカルグループによって拒否さ
れ、グループはエージングを開始します。グループへのMLD脱退メッセージは、影響を与
えることなく許可されます。これは既知の予期された動作です。

• MLDスヌーピングは、vPCの有無に関わりなく、新世代 ToRスイッチでのみサポートされ
ます。これらは、スイッチ名の最後に「EX」、「FX」または「FX2」が付くスイッチモデル
です。また、「EX」および「FX」ラインカードを搭載した EoRスイッチにも当てはまりま
す。

• CiscoNX-OSリリース 9.3(5)以降、IPv6MLDスヌーピングはCiscoNexus 9500プラットフォー
ムスイッチでサポートされます。

• MLDスヌーピングは、EORスイッチのN9K-X9636PQ、N9K-X9408PC-CFP2、N9K-X9432PQ、
N9K-X9464PX、N9K-X9464TX、N9K-X9464TX2の T2ラインカードでもサポートされていま
す。

• MLDスヌーピングは、T2、T2P、T3、TH、TH2、および T2 EORを備えたすべての Cisco
Nexus 9000および Cisco Nexus 3000プラットフォームでサポートされています。Cisco Nexus
9000T2TORではサポートされていません。N9K-C9372PX、N9K-C9372PX-E、N9K-C9372TX、
N9K-C9372TX-E、N9K-C9332PQ、N9K-C93128TX、 N9K-C9396PX、N9K-C9396TXが該当し
ます。

• MLDスヌーピングは、FEXポートおよびネットワーク負荷分散 (NLB)ではサポートされて
いません。VLANがMACモードの場合もサポートされません。

•以下のコマンドが設定されている場合、MLDスヌーピング設定はグローバルレベルで拒否
されます。

• ip pim cpu-punt dr-only

• ipv6 pim cpu-punt dr-only

• ip pim non-dr flood

• ipv6 pim non-dr flood
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• CiscoNX-OSリリース 9.3(5)以降、MLDスヌーピングはCiscoNexus 9300-FX3プラットフォー
ムスイッチでサポートされます。

MLDのデフォルト設定
表 7 : MLDパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

2MLDのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバ

ル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答イン

ターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウ

ト

無効リンクローカルマルチキャストグ

ループのレポート

ディセーブル即時離脱

MLDスヌーピングの設定
MLDスヌーピングは、グローバルコンフィギュレーションモードおよび VLANコンフィギュ
レーションモードでイネーブルおよびディセーブルにできます。スヌーピングは、グローバルコ

ンフィギュレーションモードではデフォルトで無効になっており、VLANごとに有効になってい
ます。スヌーピングは、VLAN上でスヌーピングが有効になっていて、グローバルコンフィギュ
レーションモードになっている場合にのみ、VLAN上で動作します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MLDスヌープポリシーの管理状態を有効にします。ipv6 mld snooping

例：

Step 2

switch(config)# ipv6 mld snooping

これは、Cisco Nexus 9000シリーズプラットフォー
ムでMLDスヌーピングを有効にするための追加要

system mld snooping

例：

Step 3

件です。Cisco Nexus 9000シリーズプラットフォーswitch(config)# system mld snooping
ムでスヌーピングを完全に有効にするには、ステッ

プ 2とステップ 3の両方が必要です。

このコマンドを設定した後、スイッチをリロードし

てください。

TCAMリージョンの ing-supを 768以上に設定しま
す。

hardware access-list tcam region ing-sup tcam-size

例：

Step 4

手順3と4を実行すると、設定を保存し
てシステムを再起動して ACLをカービ
ングし、v6および v4ルーティングの異
なるハードウェアプログラミングを有

効にするように求められます。

（注）switch(config)# hardware access-list tcam region
ing-sup 768

VLANごとに明示的ホストトラッキングを有効また
は無効にします。このコマンドは、両方のMLDバー

ipv6 mld snooping explicit-tracking

例：

Step 5

ジョン（v1および v2）でデフォルトで有効になっ
ています。

switch(config)# ipv6 mld snooping
explicit-tracking

レポート抑制を有効または無効にします。ホストか

ら受信したすべてのMLDv1メンバーシップレポー
ipv6 mld snooping report-suppression

例：

Step 6

トは、すべてのマルチキャストルータポートに転switch(config)# ipv6 mld snooping
report-suppression 送されます。レポート抑制が無効になっている場

合、すべてのMLDメンバーシップレポートがその
ままルータに転送されるため、プロキシレポートは

実行されません。このコマンドは、デフォルトでイ

ネーブルになっています。
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目的コマンドまたはアクション

MLDv2レポート抑制をイネーブルにします。MLDv2
レポート抑制は、デフォルトではディセーブルにさ

れています。

ipv6 mld snooping v2-report-suppression

例：

switch(config)# ipv6 mld snooping
v2-report-suppression

Step 7

link-local-groups-suppressionを設定します。ipv6 mld snooping link-local-groups-suppression

例：

Step 8

switch(config)# ipv6 mld snooping
link-local-groups-suppression

VLANのイベント履歴バッファを設定します。デ
フォルト値は中（medium）です。

ipv6 mld snooping event-history vlan size {disabled
|large |medium |small}

例：

Step 9

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
vlan size medium

VLANイベントのイベント履歴バッファを設定しま
す。デフォルト値は中（medium）です。

ipv6 mld snooping event-history vlan-events {disabled
|large |medium |small}

例：

Step 10

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
vlan-events medium

MLDスヌープ内部イベントのイベント履歴バッファ
を設定します。デフォルト値は小（small）です。

ipv6 mld snooping event-history MLD-snoop-internal
size {disabled |large |medium |small}

例：

Step 11

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
MLD-snoop-internal size small

MLDスヌープMFDMイベントのイベント履歴バッ
ファを設定します。デフォルト値は小（small）で
す。

ipv6 mld snooping event-history mfdm size {disabled
|large |medium |small}

例：

Step 12

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
mfdm size small

MLDスヌープMFDMイベントサマリーのイベント
履歴バッファを設定します。デフォルト値は小

（small）です。

ipv6 mld snooping event-history mfdm-sum {disabled
|large |medium |small}

例：

Step 13

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
mfdm-sum size small

MLDスヌープvPCイベントのイベント履歴バッファ
を設定します。デフォルト値は小（small）です。

ipv6 mld snooping event-history vpc size {disabled
|large |medium |small}

例：

Step 14

switch(config)# ipv6 mld snooping event-history
vpc size small
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目的コマンドまたはアクション

VLANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vlan configuration vlan-id

例：

Step 15

switch(config)# vlan configuration 6

VLANごとにMLDスヌーピングを無効または有効
にします。無効にすると、PIM6は対応する「イン
ターフェイス vlan」で機能しなくなります。

[no] ipv6 mld snooping

例：

switch(config-vlan)# no ipv6 mld snooping

Step 16

VLANごとに高速脱退機能をオンまたはオフにでき
ます。これはMLDv2ホストに適用され、1つのホ

ipv6 mld snooping fast-leave

例：

Step 17

ストだけがそのポートの背後でMLDを実行するこswitch(config-vlan)# ipv6 mld snooping fast-leave
とがわかっているポートで使用されます。このコマ

ンドはデフォルトでは無効になっています。これは

VLANモードコマンドです。

マルチキャストルータへの静的な接続を指定しま

す。ルータへのインターフェイスは、コマンドを入

ipv6 mld snooping mrouter interface interface-identifier

例：

Step 18

力する VLAN内にある必要があります。インターswitch(config-vlan)# ipv6 mld snooping mrouter
interface port-channel 1 フェイスは管理上アップ状態、回線プロトコルでも

アップ状態である必要があります。これは VLAN
モードコマンドです。

特定の VLANのレイヤ 2ポートをマルチキャスト
グループのメンバーとしてスタティックに設定しま

す。これは VLANモードコマンドです。

ipv6 mld snooping static-group group [ source source]
interface interface-identifier

例：

Step 19

switch(config-vlan)# ipv6 mld snooping
static-group ff1e::abcd interface port-channel 2

特定のマルチキャストグループにホストがまだ関係

しているかどうかを判別するグループ固有のクエリ

ipv6 mld snooping last-member-query-interval
[interval]

例：

Step 20

を送信した後で、スイッチが待機する時間を設定し

ます。スイッチによって送信される IGMPクエリのswitch(config-vlan)# ipv6 mld snooping
last-member-query-interval 9 待機時間を設定します。デフォルトは 1秒です。有

効な範囲は、1～ 25秒です。これは VLANモード
コマンドです。

MLD高速脱退処理とMLDクエリ時間の両方を設定
した場合は、高速脱退処理が優先するものと見なさ

れます。

IPv6 MLDスヌーピングクエリア処理を有効または
無効にします。マルチキャストトラフィックをルー

ipv6 mld snooping querierリンクローカルアドレス

例：

Step 21

ティングする必要がないため、MLDスヌーピング
switch(config-vlan)# ipv6 mld snooping querier
aaaa::abcd クエリアは、PIMおよびMLDを設定していない

VLAN内でMLDスヌーピングをサポートします。
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MLDパラメータの設定
MLDグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、MLDプロセスの
動作を変更できます。

MLDスヌーピングを設定する前に、ipv6 mld snoopingおよび system mld snoopingコマンドを使
用してMLD機能を有効にします。

（注）

MLDインターフェイスパラメータの設定
表 8 : MLDインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにするMLDのバージョン。MLDv2
はMLDv1をサポートしています。有効なMLDバージョンは 1ま
たは 2です。デフォルトは 2です。

MLDのバージョン

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。(*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、(S, G)というステートでグループに加入するソース IP
を指定します。match ip multicastコマンドで、使用するグループ
プレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックスを示

すルートマップポリシー名を指定できます。

(S,G)ステートで設定しても、ソースツリーが構築され
るのはMLDv2がイネーブルな場合だけです。

（注）

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。(*, G)というステートで出力インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、(S, G)というステートでグループに加入する
ソース IPを指定します。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィッ

クスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

(S, G)ステートで設定しても、ソースツリーが構築されるのは
MLDv2がイネーブルな場合だけです。

ルートマップのグループプレフィックスには、長さ120
以上のマスクが必要です。

（注）

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ
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説明パラメータ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されていま

す。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルトは 30秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

スタートアップクエリー間隔で区切られる、スタートアップ時の送

信クエリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすことができます。有効範

囲は 1～ 7です。デフォルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト

MLDクエリーでアドバタイズされる最大応答時間。大きな値を設
定すると、ホストの応答時間が延長され、ネットワークのMLDメッ
セージのバースト性を調整できます。この値は、クエリーインター

バルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は 1～ 25秒で
す。デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

MLDホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定する
と、ソフトウェアによるMLDクエリーの送信頻度が低くなるため、
ネットワーク上のMLDメッセージ数を調整できます。有効範囲は
1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト脱退メッ

セージを受信したあと、ソフトウェアが送信するMLDクエリーへ
の応答に対するクエリーインターバル。このインターバル中に応答

が受信されない場合、グループステートは解除されます。この値を

使用すると、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を

停止するタイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、

グループの最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時

間で検出できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1
秒です。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル
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説明パラメータ

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアがMLDクエリーを送信する回数。有効範
囲は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

この値を1に設定すると、いずれかの方向でパケットが
検出されなくなると、クエリー対象のグループまたは

チャネルのマルチキャストステートが解除されます。

次のクエリーインターバルが開始されるまでは、グルー

プを再度関連付けることができます。

注意

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたはソー

スが存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒で
す。

グループメンバーシップタ

イムアウト

FF02::0/16内のグループにレポートを送信できるようにするための
オプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワーク

プロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループには、

常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート

ルートマップポリシーに基づく、MLDレポートのアクセスポリ
シー。

レポートポリシー

インターフェイスによりサービスを受けるサブネット上のホストが

参加できるマルチキャストグループをコントロールするため、ルー

トマップポリシーを設定するオプション。

match ip multicast groupコマンドだけがこのルートマッ
プポリシーでサポートされます。ACLを照合するため
の match ip addressコマンドはサポートされていませ
ん。

（注）

アクセスグループ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

MLDインターフェイスでのMLDv1グループメンバーシップを脱
退するまでの待ち時間を最小限に抑えるオプション。即時脱退をイ

ネーブルにすると、デバイスではグループに関する Leaveメッセー
ジの受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルから

グループエントリが削除されます。デフォルトではディセーブルに

なっています。

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェ

イスの背後に1つの受信者しか存在しない場合に使用し
ます。

（注）

即時離脱
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2
ルートマップポリシーの設定方法については、Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guideを参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface

例：

Step 2

ステップ3でリストされたコマンドを使
用して、MLDインターフェイスパラ
メータを設定します。

（注）

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイスでイネーブルにするMLDのバー
ジョン。MLDv2はMLDv1をサポートしています。
有効な値は 1または 2です。デフォルトは 2です。

ipv6 mld version value

例：

switch(config-if)# ipv6 mld version 2

Step 3

このコマンドの no形式を使用すると、バージョン
は 2に設定されます。

マルチキャストグループをインターフェイスに静的

にバインドします。グループアドレスのみを指定し

ipv6 mld join-group {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

Step 4

た場合は、（*, G）ステートが作成されます。送信
元アドレスを指定した場合は、（S, G）ステートが

switch(config-if)# ipv6 mld join-group FFFE::1 作成されます。match ip multicastコマンドで、使用
するグループプレフィックス、グループ範囲、およ

び送信元プレフィックスを示すルートマップポリ

シー名を指定できます。

(S, G)ステートで送信元ツリーを構築で
きるのは、MLDv2がイネーブルな場合
だけです。

（注）

このコマンドを使用して生成されたトラ

フィックは、デバイス CPUで処理する
必要があります。

注意

マルチキャストグループを発信インターフェイスに

静的にバインドし、デバイスハードウェアで処理し

ipv6 mld static-oif {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

Step 5

ます。グループアドレスのみを指定した場合は、

（*, G）ステートが作成されます。送信元アドレスswitch(config-if)# ipv6 mld static-oif FFFE::1
を指定した場合は、（S, G）ステートが作成されま
す。match ip multicastコマンドで、使用するグルー
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目的コマンドまたはアクション

ププレフィックス、グループ範囲、および送信元プ

レフィックスを示すルートマップポリシー名を指定

できます。

(S, G)ステートで送信元ツリーを構築で
きるのは、MLDv2がイネーブルな場合
だけです。

（注）

ルートマップのエントリごとにサポー

トされるグループの最大数は256です。
（注）

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリーイン

ターバルを設定します。有効範囲は 1～ 18,000秒で
す。デフォルト値は 31秒です。

ipv6 mld startup-query-interval seconds

例：

switch(config-if)# ipv6 mld startup-query-interval
25

Step 6

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリー数を設

定します。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは
2です。

ipv6 mld startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ipv6 mld startup-query-count
3

Step 7

ロバストネス変数を設定します。パケット損失が発

生しやすいネットワークには、より大きな値を使用

ipv6 mld robustness-variable value

例：

Step 8

します。有効値の範囲は、1～ 7です。デフォルト
は 2です。

switch(config-if)# ipv6 mld robustness-variable
3

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリアタイムアウト値

ipv6 mld querier-timeout seconds

例：

Step 9

を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ipv6 mld querier-timeout 300

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリータイムアウト値

ipv6 mld query-timeout seconds

例：

Step 10

を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ipv6 mld query-timeout 300

このコマンドの機能は、ipv6 mld
querier-timeoutコマンドと同じです。

（注）

MLDクエリーでアドバタイズされる応答時間を設
定します。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
は 10秒です。

ipv6 mld query-max-response-time seconds

例：

switch(config-if)# ipv6 mld
query-max-response-time 15

Step 11
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目的コマンドまたはアクション

MLDホストクエリーメッセージの送信頻度を設定
します。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト
値は 125秒です。

ipv6 mld query-interval interval

例：

switch(config-if)# ipv6 mld query-interval 100

Step 12

メンバーシップレポートを送信してから、ソフト

ウェアがグループステートを解除するまでのクエ

ipv6 mld last-member-query-response-time seconds

例：

Step 13

リー応答時間を設定します。有効範囲は 1～ 25秒
です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ipv6 mld
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信してから、MLD
クエリーが送信される回数を設定します。有効範囲

は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

ipv6 mld last-member-query-count count

例：

switch(config-if)# ipv6 mld
last-member-query-count 3

Step 14

MLDv2のグループメンバーシップタイムアウトを
設定します。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォ
ルト値は 260秒です。

ipv6 mld group-timeout (秒単位)

例：

switch(config-if)# ipv6 mld group-timeout 300

Step 15

224.0.0.0/24に含まれるグループに対して、レポート
送信をイネーブルにします。非リンクローカルグ

ipv6 mld report-link-local-groups

例：

Step 16

ループには、常にレポートが送信されます。デフォswitch(config-if)# ipv6 mld
report-link-local-groups ルトでは、リンクローカルグループにレポートは

送信されません。

ルートマップポリシーに基づく、MLDレポートの
アクセスポリシーを設定します。

ipv6 mld report-policyポリシー

例：

Step 17

switch(config-if)# ipv6 mld report-policy
my_report_policy

インターフェイスが接続されたサブネット上のホス

トについて、加入可能なマルチキャストグループを

ipv6 mld access-groupポリシー

例：

Step 18

制御するためのルートマップポリシーを設定しま

す。
switch(config-if)# ipv6 mld access-group
my_access_policy

match ip multicast groupコマンドだけが
このルートマップポリシーでサポート

されます。ACLを照合するためのmatch
ip addressコマンドはサポートされてい
ません。

（注）

デバイスが、グループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテー

ipv6 mld immediate-leave

例：

Step 19

ブルからグループエントリを削除できるようにしまswitch(config-if)# ipv6 mld immediate-leave
す。このコマンドを使用すると、デバイスからグ

ループ固有のクエリが送信されないため、所定の
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目的コマンドまたはアクション

MLDインターフェイスでMLDv1グループメンバー
シップの脱退のための待ち時間が最小限になりま

す。デフォルトではディセーブルになっています。

このコマンドは、所定のグループに対す

るインターフェイスの背後に1つの受信
者しか存在しない場合に使用します。

（注）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 20

switch(config)# copy running-config startup-config

MLD SSM変換の設定
SSM変換を設定すると、MLDv1リスナーレポートを受信したルータで、SSMがサポートされる
ようになります。リスナーレポートでグループおよび送信元アドレスを指定する機能を備えてい

るのは、MLDv2だけです。グループプレフィックスのデフォルト範囲は、FF3x/96です。

表 9 : SSM変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

2001:0DB8:0:ABCD::1FF30::0/16

2001:0DB8:0:ABCD::2FF30::0/16

2001:0DB8:0:ABCD::3FF30:30::0/24

2001:0DB8:0:ABCD::4FF32:40::0/24

次の表に、MLDv1リスナーレポートにSSM変換を適用した場合に、MLDプロセスによって構築
されるM6RIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、ルータにより、各変換内容に対して
(S,G)ステートが作成されます。

表 10 : SSM変換適用後の例

作成されるM6RIBルートMLDv1リスナーレポート

(2001:0DB8:0:ABCD::4, FF32:40::40)FF32:40::40

(2001:0DB8:0:ABCD::1, FF30:10::10) (2001:0DB8:0:ABCD::2,
FF30:10::10)

FF30:10::10
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータがMLDv2リスナーレポートを受信したとき
と同様に、(S, G)ステートが作成されるよう、MLD

ipv6 [icmp] mld ssm-translate group-prefix source-addr

例：

Step 2

プロセスによるMLDv1リスナーレポートの変換を
設定します。

switch(config)# ipv6 mld ssm-translate FF30::0/16
2001:0DB8:0:ABCD::1

実行コンフィギュレーションの ssm-translate設定行
を表示します。

（任意） show running-configuration ssm-translate

例：

Step 3

switch(config)# show running-configuration
ssm-translate

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

MLDの設定の確認
MLDの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

グループまたはインターフェイ

ス、デフォルトVRF、選択され
た VRF、またはすべての VRF
について、MLDで接続された
グループのメンバーシップを表

示します。

show ipv6 mld groups [group | interface] [vrf vrf-name | all]

MLDローカルグループメン
バーシップを表示します。

show ipv6 mld local-groups

次に、show ipv6 mld groupsコマンドの出力例を示します。この出力は、10個のインターフェイ
スがグループ ff03:0:0:1::1にMLD joinを送信していることを示しています。そのうち 9個のイン
ターフェイスがMLDv1 joinを送信しており、10番目のインターフェイスがソース 2005:0:0:1::2と
のMLDv2 joinを送信しています。グループには9つのエントリがあり、10番目のエントリがソー
スエントリとして追加されます。

switch# show ipv6 mld groups vrf vrf1
MLD Connected Group Membership for VRF "VRF1" - 52 total entries
Type: S - Static, D - Dynamic, L - Local, T - SSM Translated, H - Host Proxy

* - Cache Only
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Group Address Type Interface Uptime Expires Last Reporter
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.1 00:02:13 00:03:47 fe80::1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.3 00:02:13 00:04:12 fe80::2:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.5 00:02:13 00:02:26 fe80::4:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.4 00:02:13 00:03:31 fe80::3:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.6 00:02:13 00:02:47 fe80::5:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.7 00:02:13 00:03:10 fe80::6:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.8 00:02:13 00:03:56 fe80::7:0:0:1
ff03:0:0:1::1 D Ethernet3/25.9 00:02:13 00:03:28 fe80::8:0:0:1
2005:0:0:1::2 D Ethernet3/25.10 2d15h 00:03:37 fe80::9:0:0:1

MLDスヌーピングの設定の確認
MLDスヌーピングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを入力します。

特定の VLANまたはすべての
VLANのMLDスヌーピングス
テータスと詳細を表示します。

show ipv6 mld snooping [ vlan vlan-id]

VLNごとのマルチキャスト
ルータポートを表示します。

show ipv6 mld snooping mrouter [vlan vlan-id ]

MLDスヌーピングが有効に
なっているVLANのMLDクエ
リアの詳細を表示します。

show ipv6 mld snooping querier [vlan vlan-id ]

MLDスヌーピングの明示的な
追跡情報を表示します。

show ipv6 mld snooping explicit-tracking vlan vlan-id

グローバルMLDスヌーピング
統計を表示します。

show ipv6 mld snooping statistics global

グループ、そのグループ（ホス

トタイプ）に対して受信された

レポートタイプ、およびレポー

トが受信されたポートのリスト

を表示します。ポートのリスト

には、マルチキャストルーター

ポートは含まれていません。こ

れは、レポートが受信された

ポートのリストであり、グルー

プに設定された転送ポートすべ

てのリストではありません。詳

細出力以外の */*エントリは、
ルータポートを示します。

show ipv6 mld snooping groups [vlan vlan-id ] [ detail]
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MLDの設定例
次に、MLDの設定例を示します。

configure terminal
ipv6 mld ssm-translate FF30::0/16 2001:0DB8:0:ABCD::1
interface ethernet 2/1
ipv6 mld version 2
ipv6 mld join-group FFFE::1
ipv6 mld startup-query-interval 25
ipv6 mld startup-query-count 3
ipv6 mld robustness-variable 3
ipv6 mld querier-timeout 300
ipv6 mld query-timeout 300
ipv6 mld query-max-response-time 15
ipv6 mld query-interval 100
ipv6 mld last-member-query-response-time 3
ipv6 mld last-member-query-count 3
ipv6 mld group-timeout 300
ipv6 mld report-link-local-groups
ipv6 mld report-policy my_report_policy
ipv6 mld access-group my_access_policy
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第 5 章

PIMおよび PIM6の設定

この章では、IPv4ネットワークおよび IPv6ネットワークの Cisco NX-OSデバイスに Protocol
Independent Multicast（PIM）および PIM6機能を設定する方法を説明します。

• PIMについて（57ページ）
• PIMの前提条件（69ページ）
• PIMおよび PIM6に関する注意事項と制限事項（70ページ）
•デフォルト設定（75ページ）
• PIMの設定（76ページ）
• PIM設定の検証（121ページ）
•統計の表示（123ページ）
•マルチキャストサービスリフレクションの設定（124ページ）
• PIMの設定例（133ページ）
•関連資料（143ページ）
•標準（143ページ）
• MIB（143ページ）

PIMについて
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、ルー
ティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の送信元か
らのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送される送信元

配信ツリーを構築します。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）で PIMスパースモードをサポートしています。PIM
スパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが伝送されま

す。PIMは、ルータ上で同時に実行するように設定できます。PIMグローバルパラメータを使用
すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、および統計情報を
設定できます。PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャスト機能のイネーブ
ル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、および代表ルータ（DR）
のプライオリティ設定を実行できます。
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Cisco NX-OSは、PIMデンスモードをサポートしていません。（注）

Cisco NX-OSでマルチキャスト機能をイネーブルにするには、各ルータで PIM機能をイネーブル
にしてから、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードをイネーブ
ルにする必要があります。IPv4ネットワークの場合はPIMを設定できます。IPv4ネットワーク上
のルータで IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされ
ます。

PIMグローバルコンフィギュレーションパラメータを使用すると、マルチキャストグループア
ドレスの範囲を設定して、次に示す配信モードで利用できます。

• Any Source Multicast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMでは、
マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者がグルー

プに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。ASMモードを利用する
には、RPを設定する必要があります。

ASMモードで使用される PIMスパースモードと共有配信ツリーの詳細については、RFC 4601を
参照してください。

vPCを使用した PIM SSM
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(1)以降、vPC機能とともにアップストリームレイヤ 3クラウドを
備えた Cisco Nexus 9000シリーズスイッチで PIM SSMを有効にできます。

vPCVLAN（vPCピアリンクで伝送されるVLAN）上のスイッチ仮想インターフェイス（SVI）と
ダウンストリームデバイス間の PIM隣接関係はサポートされません。この設定により、マルチ
キャストパケットがドロップされる可能性があります。ダウンストリームデバイスと PIMネイ
バー関係が必要な場合は、vPC SVIではなく、物理レイヤ 3インターフェイスを Nexusスイッチ
で使用する必要があります。

vPC VLAN上の SVIでは、vPCピアスイッチとの PIM隣接関係が 1つだけサポートされます。
vPC-SVIの vPCピアスイッチ以外のデバイスとの vPCピアリンク上の PIM隣接関係はサポートさ
れていません。

N9K-X9636C-RおよびN9K-X9636Q-Rラインカードを搭載したCiscoNexus 9508スイッチで、PIM
SSMは Cisco NX-OSリリース 7.0(3)F2(1)以降でサポートしますが、vPC上の PIM SSMは Cisco
NX-OSリリース7.0(3)F3(1)までサポートしません。N9K-X9636C-RXラインカードは、CiscoNX-OS
リリース 7.0(3)F3(1)以降、vPCの有無にかかわらず PIM SSMをサポートします。

（注）
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Helloメッセージ
ルータがマルチキャスト IPv4アドレス 224.0.0.13または IPv6アドレス ff02::dに PIM helloメッ
セージを送信して、PIMネイバーとの隣接関係を確立すると、PIMプロセスが開始されます。hello
メッセージは30秒間隔で定期的に送信されます。PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応
答を確認すると、各 LANセグメント内で優先順位が最大のルータを代表ルータ（DR）として選
択します。DR優先順位は、PIMhelloメッセージのDR優先順位値に基づいて決まります。全ルー
タの DRプライオリティ値が不明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位
のルータが DRとして選定されます。

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値は helloインターバルの 3.5倍
です。ネイバーから後続のhelloメッセージがないまま保留時間を経過すると、デバイスはそのリ
ンクで PIMエラーが生じたと判断します。

設定された保留時間の変更は、インターフェイスで PIMを有効または無効にした後に送信される
最初の 2つの helloには反映されない場合があります。その後、インターフェイスで送信される最
初の 2つの helloについては、設定された保留時間が使用されます。これにより、正しい保留時間
のhelloを受信するまで、PIMネイバーは、初期ネイバーセットアップについて、誤ったネイバー
タイムアウト値を設定する可能性があります。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用す
るよう設定すると、セキュリティを高めることができます。

Join-Pruneメッセージ
DRが新しいグループの受信者または送信元から IGMPメンバーシップレポートメッセージを受
信すると、DRは、ランデブーポイント（ASMモード）に面しているインターフェイスから PIM
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Joinメッセージを送信することにより、受信者を送信元に接続するためのツリーを作成します。
ランデブーポイント（RP）とは、ASMモードで PIMドメイン内のすべての送信元およびホスト
により使用される、共有ツリーのルートです。

DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッセー
ジを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。

各ルータは、マルチキャスト配信ツリーの上流方向のホップに JoinまたはPruneアクションを次々
と転送し、パスを作成（Join）または削除（Prune）します。

このマニュアル内の「PIM joinメッセージ」および「PIM pruneメッセージ」という用語は、PIM
join-pruneメッセージに関して、Joinまたは Pruneアクションのうち実行されるアクションのみを
わかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。join-pruneメッセー
ジをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分のタイムアウト間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があり
ます。ステートをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信される

ため、ルータで不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1回送
信します。次に、（*, G）ステートおよび（S, G）ステートの構築例を示します。

•（*, G）ステートの構築例：IGMP（*, G）レポートを受信すると、DRは（*, G）PIM Join
メッセージを RP方向に送信します。

•（S, G）ステートの構築例：IGMP（S, G）レポートを受信すると、DRは（S, G）PIM Join
メッセージを送信元方向に送信します。

ステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータのマルチキャスト
発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築します。

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定し
たルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数のRP
を設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP

マルチキャストグループ範囲のRPは静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべてのルー
タに RPのアドレスを設定する必要があります。

スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。
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•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合

•デバイスに RPを手動で設定する場合

BSR

ブートストラップルータ（BSR）を使用すると、PIMドメイン内のすべてのルータで、BSRと同
じ RPキャッシュが保持されるようになります。BSRでは、BSR候補 RPから RPセットを選択す
るよう設定できます。BSRは、ドメイン内のすべてのルータに RPセットをブロードキャストす
る役割を果たします。ドメイン内の RPを管理するには、1つまたは複数の候補 BSRを選択しま
す。候補 BSRの 1つが、ドメインの BSRとして選定されます。

BSRは、Cisco Nexus 9300-FX、Cisco Nexus 9300-FX2、および Cisco Nexus 9300-FX3Sプラット
フォームスイッチでサポートされています。

次の図に、BSRメカニズムを示します。ここで、ルータ A（ソフトウェアによって選定された
BSR）は、すべての有効なインターフェイスから BSRメッセージを送信しています（図の実線部
分）。このメッセージには RPセットが含まれており、ネットワーク内のすべてのルータに次々
とフラッディングされます。ルータ Bおよび Cは候補 RPであり、選定された BSRに候補 RPア
ドバタイズメントを直接送信しています（図の破線部分）。

選定された BSRは、ドメイン内のすべての候補 RPから候補 RPメッセージを受信します。BSR
から送信されるブートストラップメッセージには、すべての候補 RPに関する情報が格納されて
います。各ルータでは共通のアルゴリズムを使用することにより、各マルチキャストグループに

対応する同一の RPアドレスが選択されます。

図 12 : BSRメカニズム

RP選択プロセスの実行中、ソフトウェアは最も優先順位が高い RPアドレスを特定します。2つ
以上のRPアドレスのプライオリティが等しい場合は、選択プロセスでRPハッシュが使用されま
す。1つのグループに割り当てられる RPアドレスは 1つだけです。

デフォルトでは、ルータは BSRメッセージの受信や転送を行えません。BSRメカニズムによっ
て、PIMドメイン内のすべてのルータに対して、マルチキャストグループ範囲に割り当てられた
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RPセットが動的に通知されるようにするには、BSRリスニング機能および転送機能をイネーブル
にする必要があります。

BSRメカニズムは、サードパーティ製ルータで使用可能な、ベンダー共通の RP定義方式です。（注）

Auto-RP

Auto-RPは、インターネット標準であるブートストラップルータメカニズムに先立って導入され
たシスコのプロトコルです。Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補
RPを選択します。候補 RPは、サポート対象グループ範囲を含んだ RP-Announceメッセージを
Cisco RP-Announceマルチキャストグループ 224.0.1.39に送信します。Auto-RPマッピングエー
ジェントは候補 RPからの RP-Announceメッセージを受信して、グループと RP間のマッピング
テーブルを形成します。マッピングエージェントは、このグループとRP間のマッピングテーブ
ルを RP-Discoveryメッセージに格納して、Cisco RP-Discoveryマルチキャストグループ 224.0.1.40
にマルチキャストします。

次の図に、Auto-RPメカニズムを示します。RPマッピングエージェントは、受信した RP情報
を、定期的に Cisco RP-Discoveryグループ 224.0.1.40にマルチキャストします（図の実線部分）。

図 13 : Auto-RPのメカニズム

デフォルトでは、ルータは Auto-RPメッセージの受信や転送を行いません。Auto-RPメカニズム
によって、PIMドメイン内のルータに対して、group-to-RPマッピング情報が動的に通知されるよ
うにするには、Auto-RPリスニング機能および転送機能をイネーブルにする必要があります。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意
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PIMドメインで設定された複数の RP

このセクションでは、1つの PIMドメイン内に複数の RPが設定されている場合の選定プロセス
のルールについて説明します。

Anycast-RP

Anycast-RPの実装方式には、マルチキャスト送信元検出プロトコル（MSDP）を使用する場合と、
RFC 4610、『プロトコル独立マルチキャスト（PIM）を使用する Anycast-RP』に基づく場合の 2
種類があります。ここでは、PIM Anycast-RPの設定方法について説明します。

PIMAnycast-RPを使用すると、Anycast-RPセットというルータグループを、複数のルータに設定
された単一の RPアドレスに割り当てることができます。Anycast-RPセットとは、Anycast-RPと
して設定された一連のルータを表します。各マルチキャストグループで複数のRPをサポートし、
セット内のすべてのRPに負荷を分散させることができるのは、このRP方式だけです。Anycast-RP
はすべてのマルチキャストグループをサポートします。

ユニキャストルーティングプロトコルの機能に基づいて、PIM登録メッセージが最も近い RPに
送信され、PIM参加/プルーニングメッセージが最も近い RPに向けて送信されます。いずれかの
RPがダウンすると、これらのメッセージは、ユニキャストルーティングを使用して次に最も近
い RPの方向へと送信されます。

PIMは、PIM Anycast RPおよび PIM Bidir RPに使用されるループバックインターフェイス上に設
定する必要があります。

PIM Anycast-RPの詳細については、RFC 4610を参照してください。

PIM登録メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から RP
にユニキャストされます。PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることを RPに通知す
る

•送信元から送られたマルチキャストパケットを RPに配信し、共有ツリーの下流に転送する

DRはRPからRegister-Stopメッセージを受信するまで、PIMRegisterメッセージをRP宛に送信し
続けます。RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元へのSPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信が開
始されていない場合

PIMトリガーレジスタはデフォルトで有効になっています。

ip pim register-sourceを使用できますコマンドは、登録メッセージの送信元 IPアドレスが、RP
がパケットを送信できる一意のルーテッドアドレスではない場合に、登録メッセージの送信元 IP
アドレスを設定するために使用します。このような状況は、受信したパケットが転送されないよ
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うに送信元アドレスがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネットワークに対し

て一意でない場合に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送信される応答は
DRに到達せず、Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロトコル障害が発生しま
す。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定する
例を示します。

ip pim register-source loopback 3

Cisco NX-OSでは RPの処理の停滞を防ぐため、PIM Registerメッセージのレート制限が行われま
す。

（注）

PIM Registerメッセージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。

指定ルータ

PIMの ASMモードでは、各ネットワークセグメント上のルータの中から指定ルータ（DR）が選
択されます。DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマルチキャストデータを転送
します。

LANセグメントごとの DRは、「Helloメッセージ」に記載された手順で決定されます。

ASMモードの場合、DRは RPに PIM Registerパケットをユニキャストします。DRが、直接接続
された受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、DRを経由するかどうかに関
係なく、RPへの最短パスが形成されます。これにより、同じマルチキャストグループ上で送信
を行うすべての送信元と、そのグループのすべての受信者を接続する共有ツリーが作成されます。

指定フォワーダ

PIMの Bidirモードでは、RPを検出する際に、各ネットワークセグメント上のルータから指定
フォワーダ（DF）が選択されます。DFは、セグメント上の指定グループにマルチキャストデー
タを転送します。DFは、ネットワークセグメントから RPへのベストメトリックに基づいて選
定されます。

RPFインターフェイスでRP方向へのパケットを受信したルータは、そのパケットを発信インター
フェイス（OIF）リスト内のすべてのインターフェイスから転送します。パケットを受信したイン
ターフェイスが属するルータが、LANセグメントのDFに選定されている場合、そのパケットは、
着信インターフェイスを除く OIFリスト内のすべてのインターフェイスに転送されます。また、
RPFインターフェイスを経由して RPにも転送されます。

Cisco NX-OSでは、RPFインターフェイスをMRIBの OIFリストに追加しますが、MFIBの OIF
リストには追加しません。

（注）
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共有ツリーから送信元ツリーへの ASMスイッチオーバー

Cisco NX-OSでは、RPFインターフェイスをMRIBの OIFリストに追加しますが、MFIBの OIF
リストには追加しません。

（注）

ASMモードでは、共有ツリーだけを使用するようにPIMパラメータを設定しないかぎり、受信者
に接続された DRが、共有ツリーから送信元への最短パスツリー（SPT）に切り替わります。

このスイッチオーバーの間、SPTおよび共有ツリーのメッセージが両方とも表示されることがあ
ります。これらのメッセージの意味は異なります。共有ツリーメッセージは上流の RPに向かっ
て伝播されますが、SPTメッセージは送信元に向かって送信されます。

SPTスイッチオーバーの詳細については、RFC 4601の「Last-Hop Switchover to the SPT」の項を参
照してください。

管理用スコープの IPマルチキャスト
管理用スコープの IPマルチキャスト方式を使用すると、マルチキャストデータの配信先に境界を
設定することができます。詳細については、RFC 2365を参照してください。

インターフェイスを PIM境界として設定し、PIMメッセージがこのインターフェイスから送信さ
れないようにできます。

Auto-RPスコープパラメータを使用すると、存続可能時間（TTL）値を設定できます。

マルチキャストカウンタ

マルチキャストフローカウンタの収集は、2つの異なる方法で有効にできます。

•マルチキャストヘビーテンプレートと拡張ヘビーテンプレートの有効化セクションの説明
に従って、マルチキャストヘビーテンプレートを有効にします。

•デフォルトのテンプレートで hardware profile multicast flex-stats-enableコマンドを構成しま
す。

マルチキャストカウンタをサポートするのは、Cisco Nexus 9300-EX、X9700-FX、9300-FX、およ
び 9300-FX2シリーズスイッチだけです。これらのカウンタは、マルチキャストトラフィックに
関するより詳細な精度と可視性を提供します。具体的には、絶対マルチキャストパケット数（す

べてのマルチキャストS,Gルートのバイトとレート）を示します。これらのカウンタは、S,Gルー
トに対してのみ有効であり、*,Gルートに対しては有効ではありません。マルチキャストヘビー
テンプレートが有効になっている場合、show ip mroute detailおよび show ip mroute summary コ
マンドの出力にマルチキャストカウンタが表示されます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
65

PIMおよび PIM6の設定

共有ツリーから送信元ツリーへの ASMスイッチオーバー



マルチキャストヘビーテンプレート

ずっと多くのマルチキャストルートをサポートし、show ip mrouteコマンドの出力にマルチキャ
ストカウンタを表示するために、マルチキャストヘビーテンプレートを有効にすることができ

ます。

マルチキャストヘビーテンプレートは、次のデバイスおよびリリースでサポートされています。

• Cisco Nexus N9K-X9732C-EX、N9K-X9736C-E、および N9K-X97160YC-EXラインカード、
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I3(2)以降、ただし拡張性の向上のみ

• Cisco Nexus 9300-EXシリーズスイッチ、Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降、拡張性とマ
ルチキャストカウンタの両方が向上

• Cisco Nexus 9300-FXシリーズスイッチ、Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降、拡張性とマ
ルチキャストカウンタの両方が向上

マルチキャスト VRF-Liteルートリーク
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降、マルチキャストレシーバーは VRF間で IPv4トラフィッ
クを転送できます。以前のリリースでは、マルチキャストトラフィックのフローは同じVRF内で
のみ可能でした。

マルチキャスト VRF-liteリーキング機能は、受信側 VRFのマルチキャストルートでのリバース
パスフォワーディング（RPF）ルックアップを、送信元 VRFで実行できるようにします。した
がって、ソース VRFから発信されたトラフィックをレシーバ VRFに転送できます。

PIMグレースフルリスタート
プロトコル独立マルチキャスト（PIM）のグレースフルリスタートは、ルートプロセッサ（RP）
スイッチオーバー後のマルチキャストルート（mroute）のコンバージェンスを改善する、マルチ
キャストハイアベイラビリティ（HA）の拡張です。PIMのグレースフルリスタート機能では、
RPスイッチオーバー時に、（RFC 4601で定義された）生成 ID（GenID）値を、インターフェイ
ス上の隣接 PIMネイバーで、全ての（*,G）および（S,G）状態に対する PIMジョインメッセー
ジを送信させるトリガーのための機構として利用します。これは、インターフェイスをリバース

パス転送（RPF）インターフェイスとして使用します。このメカニズムにより、PIMネイバーで
は、新しくアクティブになった RP上でこれらの状態を即座に再確立できます。

生成 ID

生成 ID（GenID）は、インターフェイスでProtocol IndependentMulticast（PIM）転送が開始または
再開されるたびに生成し直される、ランダムに生成された 32ビット値です。PIM helloメッセー
ジ内の GenID値を処理するために、PIMネイバーでは、RFC 4601に準拠する PIMを実装した
Ciscoソフトウェアを実行している必要があります。
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RFC4601に準拠しておらず、PIMhelloメッセージ内のGenIDの差異を処理できないPIMネイバー
は GenIDを無視します。

（注）

PIMグレースフルリスタート動作

この図は、PIMグレースフルリスタート機能をサポートするデバイスのルートプロセッサ（RP）
のスイッチオーバー後に実行される動作を示します。
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図 14 : RPスイッチオーバー中の PIMグレースフルリスタート動作
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PIMグレースフルリスタート動作は次のとおりです。

•安定した状態で、PIMネイバーは定期的に PIMハローメッセージをやりとりします。

•アクティブ RPは、マルチキャストルート（mroute）の状態をリフレッシュするために PIM
joinを定期的に受信します。

•アクティブ RPに障害が発生すると、スタンバイ RPが代わって新しいアクティブ RPになり
ます。

•新しいアクティブ RPは世代 ID（GenID）値を変更して、PIMハローメッセージで新しい
GenIDを隣接する PIMネイバーに送信します。

•新しい GenIDを持つインターフェイスで PIM helloメッセージを受信する隣接 PIMネイバー
は、このインターフェイスをRPFインターフェイスとして使用するすべての (*, G)および (S,
G) mrouteに PIMグレースフルリスタートを送信します。

•これらの mroute状態は、新しくアクティブになった RP上でただちに再確立されます。

PIMのグレースフルリスタートおよびマルチキャストトラフィックフロー

PIMネイバーのマルチキャストトラフィックフローは、マルチキャストトラフィックで PIMグ
レースフルリスタートPIMのサポートを検出するか、デフォルトのPIMhello保持時間間隔内に、
障害が発生した RPノードからの PIM helloメッセージを検出した場合には、影響を受けません。
障害が発生した RPのマルチキャストトラフィックフローは、非停止転送（NSF）対応かどうか
に影響されません。

デフォルトの PIM hello保持時間は PIM hello期間の 3.5倍です。デフォルト値の 30秒よりも小さ
い値で PIM hello間隔を設定すると、マルチキャストハイアベイラビリティ（HA）動作が設計ど
おりに機能しないことがあります。

注意

高可用性

ルートプロセッサがリロードすると、VRF間のマルチキャストトラフィックは、同じ VRF内で
転送されるトラフィックと同じように動作します。

ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSハイアベイラビリ

ティおよび冗長性ガイド』を参照してください。

PIMの前提条件
•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォル

ト VRFに適用されます。
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PIMおよび PIM6に関する注意事項と制限事項
PIMおよび PIM6に関する注意事項および制限事項は次のとおりです。

• Cisco NX-OS PIMおよび PIM6は、Cisco Nexus 9300-EX、Cisco Nexus 9300-FX、Cisco Nexus
9300-FX2、および Cisco Nexus 9300-FX3Sプラットフォームスイッチでサポートされていま
す。

•セカンダリ IPアドレスを RPアドレスとして構成することはサポートされていません。

•ほとんどのCiscoNexusデバイスでは、RPF障害トラフィックはドロップされ、PIMアサート
をトリガーするために非常に低レートで CPUに送信されます。Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの場合、RPF障害のトラフィックは、マルチキャスト送信元を学習するために、常に
CPUにコピーされます。

•ほとんどの Cisco Nexusデバイスのファーストホップ送信元検出では、ファーストホップか
らのトラフィックは送信元サブネットチェックに基づいて検出され、マルチキャストパケッ

トは送信元がローカルサブネットに属する場合に限り、CPUにコピーされます。CiscoNexus
9000シリーズスイッチではローカル送信元を検出できないため、マルチキャストパケット
は、ローカルマルチキャスト送信元を学習するためにスーパーバイザに送信されます。

• Cisco NX-OSの PIMおよび PIM6は、いずれのバージョンの PIMデンスモードまたは PIMス
パースモードバージョン 1とも相互運用性がありません。

• PIM SSMおよび PIM ASMは、すべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされ
ています。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、vPC上の PIM6 SSMをサポートしています。

•より低い IPアドレスを持つ L2デバイスでスヌーピングクエリアを設定して、L2デバイスを
クエリアとして強制することをお勧めします。これは、マルチシャーシ EtherChannelトラン
ク (MCT)がダウンしているシナリオの処理に役立ちます。

•ランデブーポイントがPIMデータレジスタを受信すると、そのレジスタは処理のためにCPU
にパントされることが予期されます。この操作中に、レジスタのカプセル化が解除され、そ

のグループに関連する OIFがある場合は、そのデータ部分がソフトウェアで転送されます。

• Cisco NX-OSリリース 9.2(3)以降：

• TOR上の PIM6は、マルチキャストヘビー、拡張ヘビー、およびデフォルトのテンプ
レートでサポートされています。

• EX/FX/GXラインカードを搭載したCisco Nexus 9500ボックスの PIM6は、マルチキャス
トヘビー、拡張ヘビー、デュアルスタックマルチキャストテンプレートでのみサポー

トされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、SVIの PIM6サポートは、vPCの有無にかかわらず、
「EX」、「FX」、「FX2」で終わるスイッチのTORに導入され、「EX」、「FX」で終わる
スイッチの EORに導入されました。
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• SVIでの PIM6サポートは、MLDスヌーピングが有効になった後にのみ可能です。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、SVIでの PIM6サポートが、Cisco Nexus 9300-GXプラット
フォームスイッチと、Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで導入されました。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、vPCで PIM ASMおよび SSMをサポートします。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、vPCレッグまたは vPCの背後にあるルータとの PIM
隣接関係をサポートしていません。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、PIMスヌーピングはサポートされていません。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、PIM6 ASMおよび SSMをサポートします。

N9K-X9400または N9K-X9500ラインカードまたは N9K-C9504-FM、
N9K-C9508-FM、およびN9K-C9516-FMファブリックモジュール（ある
いはその両方）を備えた Cisco Nexus 9500シリーズスイッチのみが、
PIM6ASMおよびSSMをサポートします。他のラインカードまたはファ
ブリックモジュールを備えた Cisco Nexus 9500シリーズスイッチは、
PIM6をサポートしていません。

（注）

• PIM双方向マルチキャスト送信元VLANブリッジングは、FEXポートではサポートされてい
ません。

• PIM6双方向はサポートされていません。

• PIM6は、Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前の SVIではサポートされていません。

• PIM6は、FEXポート（レイヤ 2およびレイヤ 3）ではサポートされていません。

• PIM双方向は、Cisco Nexus 9300-EX、Cisco Nexus 9300-FX/FX2/FX3、および Cisco Nexus
9300-GXプラットフォームスイッチでサポートされます。

• CiscoNexus 9000シリーズスイッチは、vPCでのPIMBidirまたは vPCでのPIM6ASM、SSM、
および双方向をサポートしていません。

•次のデバイスは、レイヤ 3ポートチャネルサブインターフェイスで PIMおよび PIM6スパー
スモードをサポートしています。

• Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 9300-EXシリーズスイッチおよび Cisco Nexus 3232Cおよび 3264Qスイッチ

• N9K-X9400またはN9K-X9500ラインカードまたはN9K-C9504-FM、N9K-C9508-FM、お
よびN9K-C9516-FMファブリックモジュール（あるいはその両方）を備えたCiscoNexus
9500シリーズスイッチ。

•マルチキャストヘビーテンプレートは、リアルタイムパケットとバイト統計をサポートし
ますが、VXLANおよびトンネルの出力または入力統計はサポートしません。
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•リアルタイム/フレックス統計は、以下でサポートされています。

• hardware profile multicast flex-stats-enable コマンドの構成を備えたデフォルトのテンプ
レート。

•構成のないヘビーテンプレート。

リアルタイム統計は、拡張ヘビーテンプレートをサポートしていません。

• IPv4上の GREトンネルはマルチキャストをサポートします。IPv6上の GREトンネルはマル
チキャストをサポートしていません。

• GREトンネルでマルチキャストをサポートするのは、CiscoNexus9300-EXおよび9300-FX/FX2
プラットフォームスイッチだけです。

• GREトンネルはホスト接続をサポートしていません。

• IGMP機能はホスト接続の一部としてサポートされていないため、IGMP CLIは GREトンネ
ルでは使用できません。

•静的トンネル OIFはマルチキャストルートに追加できない場合があります。IGMP CLIは
GREトンネルでは使用できず、マルチキャストグループを発信インターフェイス（OIF）に
静的にバインドする必要があるためです。

• SVI IPアドレスはトンネルの送信元またはトンネルの宛先として使用しないでください。

•トンネルの宛先は、L3物理インターフェイスまたは L3サブインターフェイスを介して到達
可能である必要があります。

•トンネルの宛先に到達可能な L3物理インターフェイスまたはサブインターフェイスでは、
PIMが有効になっている必要があります。

•同じデバイス上の複数のGREトンネルでは、同じ送信元または同じ宛先を使用しないでくだ
さい。

• GREでカプセル化されたマルチキャストトラフィックの ECMP負荷共有はサポートされて
いません。トンネルの宛先に複数のリンクを介して到達できる場合、トラフィックはそのう

ちの 1つのみに送信されます。

•マルチキャスト整合性チェッカーは、GREトンネルではサポートされていません。

• GREトンネルは、送信元または宛先インターフェイスが同じVRFのメンバーである場合にの
み、VRFのメンバーになることができます。

•マルチキャスト VRF-Liteルートリークは GREではサポートされていません。

• PIM Bidirは GREではサポートされていません。

• Cisco Nexus 3232Cおよび 3264Qスイッチは、PIM6をサポートしていません。

•インターフェイスに PIM/PIM6ネイバーがない場合、そのインターフェイスは、最短/ECMP
パスに基づいて RPFインターフェイスとして選択できます。送信元と受信者の間に複数の
ECMPがある場合は、リンクの両側で PIM/PIM6を有効にするようにしてください。
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• Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降、GRE上のマルチキャストは、Cisco Nexus 9300-GXプラッ
トフォームスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降では、以下がサポートされます。

•スイッチ 1の着信 RPFインターフェイスは、デフォルトの VRFの下にあり、他の VRF
ではスイッチ 2にあります。

•スイッチ 1のトンネルインターフェイスはデフォルト VRFの下にあり、他の VRFでは
スイッチ 2にあります。

•スイッチ 1の発信インターフェイスは他の VRFにあり、デフォルトの VRFの下ではス
イッチ 2にあります。

• Cisco Nexus 9000スイッチに GREトンネルが存在すると、サブインターフェイスと共存でき
ません（サブインターフェイスへのマルチキャスト転送で dot1qタグが欠落する場合があり
ます）。これは、サブインターフェイスでのマルチキャストトラフィックの受信に影響しま

す。トラフィックは、サブインターフェイスではなく、親インターフェイスで受信されます。

この影響は、標準/ネイティブマルチキャストパケットのみに影響し、マルチキャスト GRE
（カプセル化およびカプセル化解除）パケットには影響しません。この制限は、Cisco Nexus
9300-GXプラットフォームスイッチに適用されます。

• GREトンネルの送信元または宛先の設定が間違っている場合（送信元/宛先に互換性がないな
ど）、それらは自動的にシャットダウンされ、設定が回復された後でもシャットダウンされ

たままになります。回避策は、そのようなトンネルを手動でシャットダウン/シャットダウン
解除することです。

• PIM-SMでは、転送パスに変更があると、パケットの重複またはドロップが予想される動作
になります。これにより、次のようなデメリットが発生します。

•共有ツリーでの受信から最短パスツリー（SPT）に切り替える場合、通常、パケットが
ドロップされるときに小さなウィンドウが発生します。SPT機能はこれを防止すること
ができますが、重複が発生する場合があります。

• PIMレジスタまたはMSDPを介して受信した可能性のあるパケットを最初に転送するRP
は、次にネイティブ転送のために SPTに参加しますが、そのため、RPが同じデータパ
ケットを2回転送する小さなウィンドウが生じます。1回はネイティブパケットとして、
1回は PIM登録またはMSDPカプセル化解除の後です。

これらの問題を解決するには、長い (S,G)有効期限を設定するか、SSM/PIM Bidirを使用し
て、転送パスが変更されないようにします。

• PIMは、送信元、受信者、およびランデブーポイント（RP）間のすべての L3インターフェ
イスで構成する必要があります。

Helloメッセージに関する注意事項と制限事項
Helloメッセージには、次の注意事項および制約事項が適用されます。
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• PIM hello間隔はデフォルト値が推奨されます。この値は変更しないでください。

ランデブーポイントの注意事項と制限事項

ランデブーポイント (RP)には、次の注意事項と制限事項が適用されます。

•候補 RPインターバルを 15秒以上に設定してください。

•同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。

• PIM6は BSRと Auto-RPをサポートしていません。

• PIMは、PIM Anycast RPおよび PIM Bidir RPに使用されるループバックインターフェイス上
に設定する必要があります。

• PIMRP（スタティック、BSR、またはAuto-RPのいずれか）の設定に使用されるインターフェ
イスには、ip [v6] pim sparse-modeが必要です。

• RPF失敗パケットの過剰なパントを避けるために、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、
ASMのアクティブな送信元に対して S、Gエントリを作成する場合があります。ただし、そ
のようなグループにはランデブーポイント (RP)がありません。送信元に対するリバースパ
ス転送（RPF）が失敗した状況でも同様です。

この動作は、Nexus 9200、9300-EXプラットフォームスイッチ、およびN9K-X9700-EXLCプ
ラットフォームには適用されません。

•デバイスにBSRポリシーが適用されており、BSRとして選定されないように設定されている
場合、このポリシーは無視されます。これにより、次のようなデメリットが発生します。

•ポリシーで許可されているBSMをデバイスが受信した場合、意図に反してこのデバイス
が BSRに選定されていると、対象の BSMがドロップされるために下流のルータではそ
の BSMを受信できなくなります。また、下流のデバイスでは、不正な BSRから送信さ
れた BSMが正しくフィルタリングされるため、これらのデバイスでは RP情報を受信で
きなくなります。

• BSRに異なるデバイスから送られた BSMが着信すると、新しい BSMが送信されます
が、その正規の BSMは下流のデバイスでは受信されません。

•送信元VRFが、たまたまRPである非フォワーダ vPCピアにマルチキャストトラフィックを
転送した場合、S、Gエントリはフォワーダ vPCピアに作成されません。これにより、これ
らの送信元のマルチキャストトラフィックがドロップする可能性があります。これを回避す

るには、vPCピアが同時に RPでもある場合は常に、トポロジにエニーキャスト RPを設定す
る必要があります。

マルチキャスト VRF-liteルートリークの注意事項と制限事項
マルチキャスト VRF-liteルートリークには、次の注意事項と制限事項が適用されます。
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•マルチキャストVRF-liteルートリークは、-Rラインカードを備えた Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチではサポートされていません。

デフォルト設定
この表に、PIMの各種パラメータについてのデフォルト設定を示します。

表 11 : PIMのデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

無効共有ツリーだけを使用

無効再起動時にルートをフラッシュ

無効ログネイバーの変更

無効Auto-RPメッセージアクション

無効BSRメッセージアクション

無効PIMスパースモード

1DRプライオリティ

無効hello認証モード

無効ドメイン境界

メッセージをフィルタリングしないRPアドレスポリシー

メッセージをフィルタリングしないPIM Registerメッセージポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSR候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSRポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RPマッピングエージェントポ
リシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RP候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないJoin/Pruneポリシー

すべての PIMネイバーと隣接関係を確立ネイバーとの隣接関係ポリシー

ディセーブルBFD
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PIMの設定

Cisco NX-OSは、PIMスパースモードバージョン 2のみをサポートします。このマニュアルで
「PIM」と記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン 2を意味しています。

（注）

下の表で説明されているマルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、それぞれ独
立したアドレス範囲を設定できます。

説明RP設定の必要性マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャストはいアーキテクチャセールスマネージャ

（ASM）

マルチキャスト用 RPFルートいいえマルチキャスト用 RPFルート

PIMの設定作業
次の手順では、PIMを設定します。

1. 各マルチキャスト配信モードで設定するマルチキャストグループの範囲を選択します。

2. PIMをイネーブルにします。

3. ステップ 1で選択したマルチキャスト配信モードについて、設定作業を行います。

• ASMモードについては、ASMの設定を参照してください。

•マルチキャスト用 RPFルートについては、マルチキャスト用 RPFルートの設定を参照し
てください。

4. メッセージフィルタリングを設定します。

次の CLIコマンドを使用して PIMを設定します。

•設定コマンドは、ip pimで始まります。PIMの場合です。

• show ip pimで始まるコマンドを表示PIMの場合です。

（注）

PIM機能のイネーブル化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。
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始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature pim

3. （任意） show running-configuration pim

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMをイネーブルにします。デフォルトでは PIMは
ディセーブルになっています。

feature pim

例：

Step 2

switch(config)# feature pim

PIMの実行コンフィギュレーション情報を示します。（任意） show running-configuration pim

例：

Step 3

switch(config)# show running-configuration pim

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMスパースモードパラメータの設定
スパースモードドメインに参加させる各デバイスインターフェイスで、PIMスパースモードを
設定します。次の表に、設定可能なスパースモードパラメータを示します。

表 12 : PIMスパースモードのパラメータ

説明パラメータ

デバイスにグローバルに適用

Auto-RPメッセージの受信と転送をイネーブルにします。これらの機
能はデフォルトではディセーブルになっているため、候補 RPまたは
マッピングエージェントとして設定されていないルータは、Auto-RP
メッセージの受信と転送を行いません。

Auto-RPメッセージア
クション
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説明パラメータ

BSRメッセージの受信と転送をイネーブルにします。これらの機能は
デフォルトではディセーブルになっているため、候補 RPまたは BSR
候補として設定されていないルータは、BSRメッセージの受信と転送
を行いません。

BSRメッセージアク
ション

IPv4 Registerのレート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定で
きる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は無制限です。

Registerのレート制限

IPv4の初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。このホールド
ダウン期間は、MRIBが最初に起動するのにかかる時間です。コン
バージェンスを高速化するには、小さい値を入力します。指定できる

範囲は 90～ 210です。ホールドダウン期間をディセーブルにするに
は、0を指定します。デフォルト値は 210です。

初期ホールドダウン期

間

デバイスの各インターフェイスに適用

インターフェイスで PIMをイネーブルにします。PIMスパースモード

現在のインターフェイスに、PIM helloメッセージの一部としてアド
バタイズされる指定ルータ（DR）プライオリティを設定します。複
数の PIM対応ルータが存在するマルチアクセスネットワークでは、
DRプライオリティの最も高いルータが DRルータとして選定されま
す。プライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位のルータが
DRに選定されます。DRは、直接接続されたマルチキャスト送信元
に PIM Registerメッセージを送信するとともに、直接接続された受信
者に代わって、ランデブーポイント（RP）方向に PIM Joinメッセー
ジを送信します。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルトは 1
です。

DRプライオリティ

PIMhelloメッセージでアドバタイズされるDRプライオリティを指定
期間にわたり 0に設定することで、指定ルータ（DR）の選定への参
加を遅延させます。この遅延中、DRは変更されず、現在のスイッチ
にはそのインターフェイスでのすべてのマルチキャストの状態を把握

する時間が与えられます。遅延期間が終了すると、DR選出を再び開
始するために、正しい DRプライオリティが helloパケットで送信さ
れます。値の範囲は 3～ 0xffff秒です。

指定ルータの遅延
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説明パラメータ

インターフェイスで、PIM helloメッセージ内のMD5ハッシュ認証
キー（パスワード）をイネーブルにして、直接接続されたネイバーに

よる相互認証を可能にします。PIMhelloメッセージは、認証ヘッダー
（AH）オプションを使用して符号化された IPセキュリティです。暗
号化されていない（クリアテキストの）キーか、または次に示す値の

いずれかを入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキストの）キーを指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

認証キーの文字数は最大 16文字です。デフォルトではディセーブル
になっています。

hello認証モード

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単位で設定します。
範囲は 1000～ 18724286です。デフォルト値は 30000です。

このパラメータの確認された範囲および関連付けられた

PIMネイバースケールについては、『Cisco Nexus 9000

Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してくださ
い。

（注）

hello間隔

インターフェイスを PIMドメインの境界として設定し、対象のイン
ターフェイスで、ブートストラップ、候補 RP、または Auto-RPの各
メッセージが送受信されないようにします。デフォルトではディセー

ブルになっています。

ドメイン境界

prefix-listポリシーに基づいて、どの PIMネイバーと隣接関係になる
かを設定します。3指定したポリシー名が存在しない場合、またはプ

レフィックスリストがポリシー内で設定されていない場合は、すべ

てのネイバーとの隣接関係が確立されます。デフォルトでは、すべて

の PIMネイバーと隣接関係が確立されます。

この機能の設定は、経験を積んだネットワーク管理者が

行うことを推奨します。

（注）

PIMネイバーポリシーは、プレフィックスリストのみを
サポートします。ルートマップ内で使用されるACLはサ
ポートしていません。

（注）

ネイバーポリシー

3 prefix-listポリシーを設定するには、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guideを参照してください。
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PIM6スパースモードパラメータの設定

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） ip pim auto-rp {listen [forward] | forward [listen]}
3. （任意） ip pim bsr {listen [forward] | forward [listen]}
4. （任意） ip pim register-rate-limit rate

5. （任意） ip pim spt-threshold infinity group-list route-map-name

6. （任意） [ip | ipv4] routing multicast holddown holddown-period

7. （任意） show running-configuration pim
8. interface interface

9. ip pim sparse-mode

10. （任意） ip pim dr-priority priority

11. （任意） ip pim dr-delay delay

12. （任意） ip pim hello-authentication ah-md5 auth-key

13. （任意） ip pim hello-interval interval

14. （任意） ip pim border

15. （任意） ip pim neighbor-policy prefix-list prefix-list

16. （任意） show ip pim interface [interface | brief] [vrf vrf-name | all]
17. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPメッセージの待ち受けまたは転送をイネー
ブルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim auto-rp {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

Step 2

セーブルになっているため、Auto-RPメッセージの
受信と転送は行われません。

switch(config)# ip pim auto-rp listen

BSRメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブル
にします。デフォルトではこれらの機能がディセー

（任意） ip pim bsr {listen [forward] | forward [listen]}

例：

Step 3

ブルになっているため、BSRメッセージの待ち受け
または転送は行われません。

switch(config)# ip pim bsr forward

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定

できる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は無
制限です。

（任意） ip pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ip pim register-rate-limit 1000

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

指定されたルートマップで定義されているグループ

プレフィックスに対して、IPv4 PIM（*, G）状態の
（任意） ip pim spt-threshold infinity group-list
route-map-name

例：

Step 5

みを作成します。Cisco NX-OSリリース 3.1は最大
1000のルートマップエントリを、リリース 3.1よ

switch(config)# ip pim spt-threshold infinity
group-list my_route-map-name り前の Cisco NX-OSは最大 500のルートマップエ

ントリをサポートします。

ip pim use-shared-tree-only group-listコ
マンドは、ip pim spt-threshold infinity
group-listコマンドと同じ機能を実行し
ます。いずれかのコマンドを使用してこ

の手順を実行できます。

（注）

両方のコマンド（ip pim spt-threshold infinity
group-listおよび ip pim use-shared-tree-only
group-list）には、次の制限があります。

•これは、Cisco Nexus 9000クラウドスケールス
イッチの仮想ポートチャネル（vPC）でのみサ
ポートされます。

• NX-OS（非 vPC）のラストホップルーター
（LHR）構成でサポートされています。

初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。指

定できる範囲は 90～ 210です。ホールドダウン期
（任意） [ip | ipv4] routing multicast holddown
holddown-period

例：

Step 6

間をディセーブルにするには、0を指定します。デ
フォルト値は 210です。

switch(config)# ip routing multicast holddown 100

、PIM実行コンフィギュレーション情報を表示しま
す。

（任意） show running-configuration pim

例：

Step 7

switch(config)# show running-configuration pim

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface

例：

Step 8

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

Step 9

PIMhelloメッセージの一部としてアドバタイズされ
る指定ルータ（DR）プライオリティを設定します。

（任意） ip pim dr-priority priority

例：

Step 10
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目的コマンドまたはアクション

有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルトは 1
です。

switch(config-if)# ip pim dr-priority 192

PIMhelloメッセージでアドバタイズされるDRプラ
イオリティを指定期間にわたり 0に設定すること

（任意） ip pim dr-delay delay

例：

Step 11

で、指定ルータ（DR）の選定への参加を遅延させ
switch(config-if)# ip pim dr-delay 3

ます。この遅延中、DRは変更されず、現在のスイッ
チにはそのインターフェイスでのすべてのマルチ

キャストの状態を把握する時間が与えられます。遅

延期間が終了すると、DR選出を再び開始するため
に、正しい DRプライオリティが helloパケットで
送信されます。値の範囲は 3～ 0xffff秒です。

このコマンドは、起動時、または IPア
ドレスかインターフェイスの状態が変更

された後にのみ、DR選定への参加を遅
延させます。これは、マルチキャスト

アクセスの非vPCレイヤ3インターフェ
イス専用です。

（注）

PIM helloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キーを
イネーブルにします。暗号化されていない（クリア

（任意） ip pim hello-authentication ah-md5 auth-key

例：

Step 12

テキストの）キーか、または次に示す値のいずれか
switch(config-if)# ip pim hello-authentication
ah-md5 my_key を入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力

します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキストの）
キーを指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

キーの文字数は最大 16文字です。デフォルトでは
ディセーブルになっています。

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単位
で設定します。範囲は 1000～ 18724286です。デ
フォルト値は 30000です。

（任意） ip pim hello-interval interval

例：

switch(config-if)# ip pim hello-interval 25000

Step 13

最小値は 1ミリ秒です。（注）

インターフェイスをPIMドメインの境界として設定
し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim border

例：

Step 14

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim border

受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスをPIMドメインの境界として設定
し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim neighbor-policy prefix-list prefix-list

例：

Step 15

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim neighbor-policy
prefix-list AllowPrefix 受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

また、prefix-listコマンドを使用して、プレフィック
スリストポリシーに基づいて隣接するPIMネイバー
を設定します。ip prefix-list プレフィックスリスト
は最大63文字です。デフォルトでは、すべてのPIM
ネイバーと隣接関係が確立されます。

この機能の設定は、経験を積んだネット

ワーク管理者が行うことを推奨します。

（注）

PIMインターフェイスの情報を表示します。（任意） show ip pim interface [interface | brief] [vrf
vrf-name | all]

Step 16

例：

switch(config-if)# show ip pim interface

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 17

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

PIM6スパースモードパラメータの構成

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） ipv6 pim register-rate-limit rate

3. （任意） ipv6 routing multicast holddown holddown-period

4. （任意） show running-configuration pim6
5. interface interface

6. ipv6 pim sparse-mode

7. （任意） ipv6 pim dr-priority priority

8. （任意） ipv6 pim hello-interval interval

9. （任意） ipv6 pim border

10. （任意） ipv6 pim neighbor-policy prefix-list prefix-list

11. show ipv6 pim interface [interface | brief] [vrf vrf-name | all]
12. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定

できる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は無
制限です。

（任意） ipv6 pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ipv6 pim register-rate-limit 1000

Step 2

初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。指

定できる範囲は 90～ 210です。ホールドダウン期
（任意） ipv6 routing multicast holddown
holddown-period

例：

Step 3

間をディセーブルにするには、0を指定します。デ
フォルト値は 210です。

switch(config)# ipv6 routing multicast holddown
100

Registerレート制限を含めた PIM6の実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim6

例：

Step 4

switch(config)# show running-configuration pim6

指定したインターフェイスに対してインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface

例：

Step 5

switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)#

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ipv6 pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ipv6 pim sparse-mode

Step 6

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降では、Broadcom
ベースのスイッチのSVIインターフェイスでこのコ
マンドを設定できます。

PIM6 helloメッセージの一部としてアドバタイズさ
れる指定ルータ（DR）プライオリティを設定しま

（任意） ipv6 pim dr-priority priority

例：

Step 7

す。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルト
は 1です。

switch(config-if)# ipv6 pim dr-priority 192

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単位
で設定します。範囲は 1000～ 18724286です。デ
フォルト値は 30000です。

（任意） ipv6 pim hello-interval interval

例：

switch(config-if)# ipv6 pim hello-interval 25000

Step 8

インターフェイスを PIM6ドメインの境界として設
定し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ipv6 pim border

例：

Step 9

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# ipv6 pim border 受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

ipv6 prefix-listprefix-listコマンドを使用して、プレ
フィックスリストポリシーに基づいてどのPIM6ネ

（任意） ipv6 pim neighbor-policy prefix-list prefix-list

例：

Step 10

イバーと隣接関係になるかを設定します。プレ
switch(config-if)# ipv6 pim neighbor-policy
prefix-list AllowPrefix フィックスリストは最大 63文字です。デフォルト

では、すべての PIM6ネイバーと隣接関係が確立さ
れます。

この機能の設定は、経験を積んだネット

ワーク管理者が行うことを推奨します。

（注）

PIM6インターフェイスの情報を表示します。show ipv6 pim interface [interface | brief] [vrf vrf-name
| all]

Step 11

例：

switch(config-if)# show ipv6 pim interface

（任意）コンフィギュレーションの変更を保存しま

す。

copy running-config startup-config

例：

Step 12

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASMの設定
ASMモードを設定するには、スパースモードおよび RPの選択方式を設定します。RPの選択方
式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当てます。

静的 RPの設定

RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれに RPアドレスを設定しま
す。

RPアドレスがループバックインターフェイスを使用することをお勧めします。また、RPアドレ
スを持つインターフェイスで、ip pim sparse-modeが有効になっている必要があります。

（注）

match ip multicastコマンドで、使用するグループプレフィックスを示すルートマップポリシー名
を指定できます。または、設定のプレフィックスリスト方法を指定することができます。
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CiscoNX-OSはRPを検索するには、最長一致プレフィックスを常に使用します。そのため、動作
はルートマップまたはプレフィックスリストでのグループプレフィックスの位置にかかわらず

同じです。

（注）

次の設定例は、Cisco NX-OSを使用して同じ出力を生成します（231.1.1.0/24はシーケンス番号に
関係なく常に拒否されます）。

ip prefix-list plist seq 10 deny 231.1.1.0/24
ip prefix-list plist seq 20 permit 231.1.0.0/16
ip prefix-list plist seq 10 permit 231.1.0.0/16
ip prefix-list plist seq 20 deny 231.1.1.0/24

静的 RPの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix | prefix-list name |override |route-map policy-name]

[bidir]
3. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループ範囲に、PIMスタティック
RPアドレスを設定します。

ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix |
prefix-list name |override |route-map policy-name] [bidir]

例：

Step 2

match ip multicastコマンドで、静的 RPアドレスの
プレフィックスリストポリシー名または使用するグswitch(config)# ip pim rp-address 192.0.2.33

group-list 224.0.0.0/9
ループプレフィックスを示すルートマップポリシー

名を指定できます。

モードは ASMです。
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目的コマンドまたはアクション

overrideオプションにより、RPアドレスは、ルート
マップで指定されたグループの動的に学習されたRP
アドレスをオーバーライドします。

この例では、指定したグループ範囲にPIMASMモー
ドを設定しています。

BSRの待ち受けおよび転送ステートなど、PIMRP情
報を表示します。

（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

例：

Step 3

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

静的 RPの設定（PIM6）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ipv6 pim rp-address rp-address [group-list ipv6-prefix | route-map policy-nsmr]
3. （任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix | vrf vrf-name]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループ範囲に、PIM6スタティッ
ク RPアドレスを設定します。match ip multicastコ

ipv6 pim rp-address rp-address [group-list ipv6-prefix |
route-map policy-nsmr]

例：

Step 2

マンドで、使用するグループプレフィックスを示す

ルートマップポリシー名を指定できます。モードはswitch(config)# ipv6 pim rp-address
2001:0db8:0:abcd::1 group-list ff1e:abcd:def1::0/24 ASMです。デフォルトのグループ範囲は ff00::0/8で

す。
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目的コマンドまたはアクション

この例では、指定したグループ範囲にPIMASMモー
ドを設定しています。

PIM6モードとグループ範囲を表示します。（任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix | vrf
vrf-name]

Step 3

例：

switch(config)# show ipv6 pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

BSRの設定

BSRを設定するには、候補 BSRおよび候補 RPを選択します。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

候補 BSRの設定では、引数を指定できます（次の表を参照）。

表 13 :候補 BSRの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得するた
めのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

マスクを適用するために使用される上位桁の 1の個数です。マスクでは、候補
RPのグループアドレス範囲の論理積をとることにより、ハッシュ値を算出しま
す。マスクは、グループ範囲が等しい一連のRPに割り当てられる連続アドレス
の個数を決定します。PIMの場合、この値の範囲は 0～ 32であり、デフォルト
値は 30秒です。

hash-length

現在の BSRに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、プライオ
リティが最も高いBSRが選定されます。BSRプライオリティが等しい場合は、
IPアドレスが最上位のBSRが選定されます。この値の範囲は0（プライオリティ
が最小）～ 255であり、デフォルト値は 64です。

priority

BSR候補 RPの引数およびキーワードの設定

候補 RPの設定では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。
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表 14 : BSR候補 RPの引数およびキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得す
るためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

プレフィックス形式で指定された、このRPによって処理されるマルチキャ
ストグループ。

group-list ip-prefix

候補RPメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であり、
デフォルト値は 60秒です。

候補RPインターバルは15秒以上に設定することを推奨します。（注）

interval

現在のRPに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、グルー
プ範囲内で優先度が最も高いRPが選定されます。優先度が等しい場合は、
IPアドレスが最上位のRPが選定されます。（最も高い優先度は最も低い数
値です。）この値の範囲は 0（優先度が最大）～ 255であり、デフォルト値
は 192です。

この優先度は BSRの BSR候補の優先度とは異なります。BSR
候補の優先度は 0～ 255の間で、大きい値ほど優先度が高くな
ります。

（注）

priority

この機能を適用するグループプレフィックスを定義するルートマップポリ

シー名です。

route-map policy-name

候補 BSRおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されている必要がありま
す。

ヒント

BSRおよび候補 RPには同じルータを指定できます。多数のルータが設置されたドメインでは、
複数の候補BSRおよび候補RPを選択することにより、BSRまたはRPに障害が発生した場合に、
自動的に代替 BSRまたは代替 RPへとフェールオーバーすることができます。

候補 BSRおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータで BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。候補
RPまたは候補BSRとして設定されたルータは、インターフェイスにドメイン境界機能が設定
されていない限り、すべてのブートストラップルータプロトコルメッセージの受信と転送を

自動的に実行します。

2. 候補 BSRおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、候補 BSRおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. BSRメッセージフィルタリングを設定します。
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BSRの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip pim bsr {forward [listen] | listen [forward]}
3. ip pim [bsr] bsr-candidate interface [hash-len hash-length] [priority priority]
4. ip pim sparse-mode

5. （任意） ip pim [bsr] rp-candidate interface group-list ip-prefix route-map policy-name priority
priority interval interval

6. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

リッスンと転送を設定します。ip pim bsr {forward [listen] | listen [forward]}

例：

Step 2

リモート PE上の各 VRFで確実にこのコマンドを入
力してください。switch(config)# ip pim bsr listen forward

候補ブートストラップルータ（BSP）を設定します。
ブートストラップメッセージで使用される送信元 IP

ip pim [bsr] bsr-candidate interface [hash-len
hash-length] [priority priority]

例：

Step 3

アドレスは、インターフェイスの IPアドレスです。
ハッシュ長は 0～ 32であり、デフォルト値は 30でswitch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1

hash-len 24 す。プライオリティは 0～ 255であり、デフォルト
値は 64です。

現在のインターフェイスでPIMスパースモードをイ
ネーブルにします。デフォルトではディセーブルに

なっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

Step 4

BSRの候補 RPを設定します。プライオリティは 0
（プライオリティが最大）～ 65,535であり、デフォ

（任意） ip pim [bsr] rp-candidate interface group-list
ip-prefix route-map policy-name priority priority interval
interval

Step 5

ルト値は 192です。インターバルは 1～ 65,535秒で
あり、デフォルト値は 60秒です。例：
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1
group-list 239.0.0.0/24

候補RPインターバルは 15秒以上に設定
することを推奨します。

（注）

この例では、ASMの候補 RPを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

Step 6

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

Auto-RPの設定

Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補 RPを選択します。マッピン
グエージェントおよび候補 RPには同じルータを指定できます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

Auto-RPマッピングエージェントの設定では、引数を指定できます。この表を参照してください。

表 15 : Auto-RPマッピングエージェントの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、Auto-RPマッピングエージェントの
IPアドレスを取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

scope ttl

複数の Auto-RPマッピングエージェントを設定した場合、1つだけがドメインのマッピングエー
ジェントとして選定されます。選定されたマッピングエージェントは、すべての候補RPメッセー
ジを配信します。すべてのマッピングエージェントが配信された候補 RPメッセージを受信し、
受信した RPキャッシュを、RP-Discoveryメッセージの一部としてアドバタイズします。

候補 RPの設定では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。
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表 16 : Auto-RP候補 RPの引数とキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、候補 RPの IPアドレス
を取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

現在のRPで処理されるマルチキャストグループ。プレフィックス
形式で指定します。

group-list ip-prefix

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能
時間（TTL）値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は
32です。

scope ttl

RP-Announceメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～
65,535であり、デフォルト値は 60です。

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推
奨します。

（注）

interval

この機能を適用するグループプレフィックスを定義するルートマッ

プポリシー名です。

route-map policy-name

マッピングエージェントおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されてい
る必要があります。

ヒント

Auto-RPマッピングエージェントおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインのルータごとに、Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定しま
す。候補 RPまたは Auto-RPマッピングエージェントとして設定されたルータは、インター
フェイスにドメイン境界機能が設定されていない場合、すべてのAuto-RPプロトコルメッセー
ジの受信と転送を自動的に実行します。

2. マッピングエージェントおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、マッピングエージェントおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. Auto-RPメッセージフィルタリングを設定します。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

自動 RPの設定（PIM）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. ip pim {send-rp-discovery | auto-rp mapping-agent} interface [scope ttl]
3. ip pim {send-rp-announce | auto-rp rp-candidate} interface {group-list ip-prefix | prefix-list name |

route-map policy-name} [scope ttl] interval interval] [bidir]
4. ip pim sparse-mode

5. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPマッピングエージェントを設定します。
Auto-RP Discoveryメッセージで使用される送信元 IP

ip pim {send-rp-discovery | auto-rp mapping-agent}
interface [scope ttl]

例：

Step 2

アドレスは、インターフェイスの IPアドレスです。
デフォルトスコープは 32です。switch(config)# ip pim auto-rp mapping-agent

ethernet 2/1

Auto-RPの候補RPを設定します。デフォルトスコー
プは32です。デフォルトインターバルは60秒です。

ip pim {send-rp-announce | auto-rp rp-candidate}
interface {group-list ip-prefix | prefix-list name |
route-map policy-name} [scope ttl] interval interval]
[bidir]

Step 3

デフォルトでは、ASMの候補 RPが作成されます。
bidirオプションは、Bidir候補 RPを構築する場合に
使用します。例：

switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate
ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 候補RPインターバルは 15秒以上に設定

することを推奨します。

（注）

この例では、ASMの候補 RPを設定しています。

現在のインターフェイスでPIMスパースモードをイ
ネーブルにします。デフォルトではディセーブルに

なっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

Step 4

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

Step 5

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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PIM Anycast-RPセットの設定

PIM Anycast-RPセットを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIM Anycast-RPセットに属するルータを選択します。

2. PIM Anycast-RPセットの IPアドレスを選択します。

3. 後述の手順に従い、PIM Anycast-RPセットに属するそれぞれのピア RPを設定します。

PIMエニーキャスト RPセットの構成

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface loopback number

3. ip address ip-prefix

4. ip pim sparse-mode
5. ip router routing-protocol-configuration

6. exit
7. interface loopback number

8. ip address ip-prefix

9. ip pim sparse-mode
10. ip router routing-protocol-configuration

11. exit
12. ip pim rp-address anycast-rp-address [group-list ip-address]
13. ip pim anycast-rp anycast-rp-address anycast-rp-set-router-address

14. RPセットに属する各ピアルータ（ローカルルータを含む）で、同じ Anycast-RPアドレス
を使用してステップ 13を繰り返します。

15. （任意） show ip pim rp

16. （任意） show ip mroute ip-address

17. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
18. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

Step 2

この例では、インターフェイスループバックを0に
設定しています。switch(config)# interface loopback 0

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このルータの識別に役立つ一意の IPアドレスにな
ります。

ip address ip-prefix

例：

switch(config-if)# ip address 192.168.1.1/32

Step 3

PIMスパースモードをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：

Step 4

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

エニーキャストRPセット内の他のルータがインター
フェイスに到達できるようにします。

ip router routing-protocol-configuration

例：

Step 5

switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Step 6

switch(config-if)# exit
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

Step 7

この例では、インターフェイスループバック1を設
定しています。switch(config)# interface loopback 1

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
これは、エニーキャスト RPアドレスとして機能す
る共通の IPアドレスである必要があります。

ip address ip-prefix

例：

switch(config-if)# ip address 10.1.1.1/32

Step 8

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

Step 9

エニーキャストRPセット内の他のルータがインター
フェイスに到達できるようにします。

ip router routing-protocol-configuration

例：

Step 10

switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Step 11

switch(config-if)# exit
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

PIMエニーキャスト RPアドレスを設定します。ip pim rp-address anycast-rp-address [group-list
ip-address]

Step 12

例：

switch(config)# ip pim rp-address 10.1.1.1
group-list 224.0.0.0/4

指定した Anycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コマンド

ip pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-set-router-address

例：

Step 13

で同じAnycast-RPアドレスを指定して実行すると、
Anycast-RPセットが作成されます。RPの IPアドレ
スは、同一セット内のRPとの通信に使用されます。

switch(config)# ip pim anycast-rp 10.1.1.1
192.168.1.1

—RPセットに属する各ピアルータ（ローカルルータ
を含む）で、同じAnycast-RPアドレスを使用してス
テップ 13を繰り返します。

Step 14

PIM RPマッピングを表示します。（任意） show ip pim rp

例：

Step 15

switch(config)# show ip pim rp

mrouteエントリを表示します。（任意） show ip mroute ip-address

例：

Step 16

switch(config)# show ip mroute 239.1.1.1

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

Step 17

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 18

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMエニーキャスト RPセットの設定（PIM6）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface loopback number

3. ipv6 address ipv6-prefix
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4. ipv6 pim sparse-mode
5. ipv6 router routing-protocol-configuration

6. exit
7. interface loopback number

8. ipv6 address ipv6-prefix

9. ipv6 router routing-protocol-configuration

10. exit
11. ipv6 pim rp-address anycast-rp-address [group-list ip-address]
12. ipv6 pim anycast-rp anycast-rp-address anycast-rp-set-router-address

13. RPセットに属する各ピアルータ（ローカルルータを含む）で、同じ Anycast-RPアドレス
を使用してステップ 13を繰り返します。

14. （任意） show ipv6 pim rp

15. （任意） show ipv6 mroute ipv6-address

16. （任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix ] [vrf vrf-name | all ]
17. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

Step 2

この例では、インターフェイスループバックを0に
設定しています。switch(config)# interface loopback 0

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このルータの識別に役立つ一意の IPアドレスにな
ります。

ipv6 address ipv6-prefix

例：

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0db8:0:abcd::5/32

Step 3

PIM6スパースモードをイネーブルにします。ipv6 pim sparse-mode

例：

Step 4

switch(config-if)# ipv6 pim sparse-mode

エニーキャストRPセット内の他のルータがインター
フェイスに到達できるようにします。

ipv6 router routing-protocol-configuration

例：

Step 5

switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 1 area
0.0.0.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Step 6
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# exit
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

Step 7

この例では、インターフェイスループバック1を設
定しています。switch(config)# interface loopback 1

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
これは、エニーキャスト RPアドレスとして機能す
る共通の IPアドレスである必要があります。

ipv6 address ipv6-prefix

例：

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0db8:0:abcd::1111/32

Step 8

エニーキャストRPセット内の他のルータがインター
フェイスに到達できるようにします。

ipv6 router routing-protocol-configuration

例：

Step 9

switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 1 area
0.0.0.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Step 10

switch(config-if)# exit
switch(config)#

PIM6エニーキャスト RPアドレスを設定します。ipv6 pim rp-address anycast-rp-address [group-list
ip-address]

Step 11

例：

switch(config)# ipv6 pim rp-address
2001:0db8:0:abcd::1111 group-list
ff1e:abcd:def1::0/24

指定した Anycast-RPアドレスに対応する PIM6
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コマンド

ipv6 pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-set-router-address

例：

Step 12

で同じAnycast-RPアドレスを指定して実行すると、
Anycast-RPセットが作成されます。RPの IPアドレ
スは、同一セット内のRPとの通信に使用されます。

switch(config)# ipv6 pim anycast-rp
2001:0db8:0:abcd::5 2001:0db8:0:abcd::1111

—RPセットに属する各ピアルータ（ローカルルータ
を含む）で、同じAnycast-RPアドレスを使用してス
テップ 13を繰り返します。

Step 13

PIM RPマッピングを表示します。（任意） show ipv6 pim rp

例：

Step 14

switch(config)# show ipv6 pim rp

mrouteエントリを表示します。（任意） show ipv6 mroute ipv6-address

例：

Step 15
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# show ipv6 mroute
ff1e:2222::1:1:1:1

PIM6モードとグループ範囲を表示します。（任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix ] [vrf
vrf-name | all ]

Step 16

例：

switch(config)# show ipv6 pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 17

switch(config)# copy running-config startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定

共有ツリーを設定できるのは、Any Source Multicast（ASM）グループの最終ホップルータだけで
す。この場合、受信者がアクティブグループに加入しても、このルータでは共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ip multicastコマンドで、共有ツリーを適用する
グループ範囲を指定できます。このオプションは、送信元ツリーに対する Join/Pruneメッセージ
を受信した場合の、ルータの標準動作には影響を与えません。

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCでの共有ツリー機能をサポートしません。vPCの詳細につい
ては、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSインターフェイス設定ガイド』を参照してください。

（注）

デフォルトではこの機能がディセーブルになっているため、ソフトウェアは送信元ツリーへのス

イッチオーバーを行います。

ASMモードでは、最終ホップルータだけが共有ツリーから SPTに切り替わります。（注）

ASM専用の共有ツリーの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip pim use-shared-tree-only group-list policy-name

3. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ip

ip pim use-shared-tree-only group-list policy-name

例：

Step 2

multicastコマンドで、使用するグループを示すルーswitch(config)# ip pim use-shared-tree-only
group-list my_group_policy トマップポリシー名を指定します。デフォルトでは、

送信元に対する (*, G)ステートのマルチキャストパ
ケットを受信すると、ソフトウェアはPIM (S,G) Join
メッセージを送信元方向に発信します。

コマンドには次の制限があります。

•これは、Cisco Nexus 9000クラウドスケールス
イッチの仮想ポートチャネル（vPC）でのみサ
ポートされます。

• NX-OS（非 vPC）のラストホップルーター
（LHR）構成でサポートされています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

Step 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定（PIM6）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ipv6 pim use-shared-tree-only group-list policy-name

3. （任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix | vrf vrf-name]
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4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ipv6

ipv6 pim use-shared-tree-only group-list policy-name

例：

Step 2

multicastコマンドで、使用するグループを示すルーswitch(config)# ipv6 pim use-shared-tree-only
group-list my_group_policy トマップポリシー名を指定します。デフォルトでは、

送信元に対する (*, G)ステートのマルチキャストパ
ケットを受信すると、ソフトウェアはPIM (S,G) Join
メッセージを送信元方向に発信します。

PIM6モードとグループ範囲を表示します。（任意） show ipv6 pim group-range [ipv6-prefix | vrf
vrf-name]

Step 3

例：

switch(config)# show ipv6 pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

SSMの設定
Source-SpecificMulticast（SSM）は、マルチキャスト送信元にデータを要求する受信者に対して、
接続された DR上のソフトウェアが対象の送信元への最短パスツリー（SPT）を構築するマルチ
キャスト配信モードです。

IPv4ネットワーク上のホストから、送信元を特定してマルチキャストデータを要求するには、こ
のホストおよびこのホストの DRで、IGMPv3が実行されている必要があります。SSMモードで
インターフェイスにPIMを設定する場合は、IGMPv3をイネーブルにするのが一般的です。IGMPv1
または IGMPv2が実行されているホストでは、SSM変換を使用して、グループと送信元のマッピ
ング設定を行うことができます。

SSMで使用される IPv4グループ範囲のみを設定できます。

デフォルトの SSMグループ範囲を使用する場合は、SSMグループ範囲の設定は不要です。（注）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
101

PIMおよび PIM6の設定

SSMの設定



始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip pim ssm {prefix-list name | range {ip-prefix | none} | route-map policy-name}
3. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf vrf-name]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のオプションを使用できます。[no] ip pim ssm {prefix-list name | range {ip-prefix | none}
| route-map policy-name}

Step 2

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24
• range：SSMのグループ範囲を設定します。デ
フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード例：

switch(config)# no ip pim ssm range none noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。

• route-map：match ip multicastコマンドで、使用
するグループプレフィックスを示すルートマッ

プポリシー名を指定できます。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定のプ
レフィックスが削除されるか、プレフィックスリス

トまたはルートマップポリシーが削除されます。キー

ワード noneを指定すると、noコマンドは SSM範囲
をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットします。

prefix-list、range、または route-mapコマ
ンドを使用して、SSMマルチキャストに
最大 4つの範囲を設定できます。

（注）

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

Step 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

vPCを介した PIM SSMの設定
vPC上での PIM SSMが、SSM範囲内で vPCピア上での IGMPv3 Joinと PIM S,G Joinをサポートす
るように設定します。この設定は、レイヤ 2またはレイヤ 3ドメインの孤立した送信元または受
信者に対してサポートされています。vPC上で PIM SSMを設定する場合、ランデブーポイント
（RP）の設定は必要ありません。

(S,G)エントリには、ソースへのインターフェイスとして RPFがあり、MRIBでは *,G状態が維持
されません。

始める前に

PIMおよび vPC機能が有効なことを確認します。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context name

3. （任意） [no] ip pim ssm {prefix-list name | range {ip-prefix | none} | route-map policy-name}
4. （任意） show ip pim group-range [ip-prefix] [vrf vrf-name | all]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。nameには最大32文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

vrf context name

例：

switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)#

Step 2

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
103

PIMおよび PIM6の設定

vPCを介した PIM SSMの設定



目的コマンドまたはアクション

次のオプションを使用できます。（任意） [no] ip pim ssm {prefix-list name | range
{ip-prefix | none} | route-map policy-name}

Step 3

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config-vrf)# ip pim ssm range 234.0.0.0/24
• range：SSMのグループ範囲を設定します。デ
フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード
noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。

• route-map：match ip multicastコマンドで、使用
するグループプレフィックスを示すルートマッ

プポリシー名を指定できます。

デフォルトでは、SSMグループ範囲は 232.0.0.0/8で
す。S,G joinsがこの範囲で受信される限り、vPC上
のPIMSSMは機能します。デフォルトを他の範囲で
上書きする場合は、このコマンドを使用してその範

囲を指定する必要があります。この例のコマンドは、

デフォルトの範囲を 234.0.0.0/24にオーバーライドし
ます。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定のプ
レフィックスが削除されるか、プレフィックスリス

トまたはルートマップポリシーが削除されます。キー

ワード noneを指定すると、noコマンドは SSM範囲
をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットします。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix] [vrf
vrf-name | all]

Step 4

例：

switch(config-vrf)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-vrf)# copy running-config
startup-config

マルチキャスト用 RPFルートの設定
ユニキャストトラフィックパスを分岐させてマルチキャストデータを配信するには、マルチキャ

スト用RPFルートを定義します。境界ルータにマルチキャスト用RPFルートを定義すると、外部
ネットワークへの（RPF）がイネーブルになります。
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マルチキャストルートはトラフィック転送に直接使用されるわけではなく、RPFチェックのため
に使用されます。マルチキャスト用 RPFルートは再配布できません。

IPv6ではスタティックマルチキャストルートはサポートされていません。（注）

ip multicast multipath sg-hash CLIが設定されていない場合、マルチキャストトラフィックは RFP
チェックに失敗する可能性があります。

（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix} {next-hop | nh-prefix | interface} [route-preference] [vrf vrf-name]
3. （任意） show ip static-route [multicast] [vrf vrf-name]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RPF計算で使用するマルチキャスト用 RPFルートを
設定します。ルートプリファレンスは1～255です。
デフォルトプリファレンスは 1です。

ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix} {next-hop | nh-prefix
| interface} [route-preference] [vrf vrf-name]

例：

Step 2

switch(config)# ip mroute 192.0.2.33/1 224.0.0.0/1

設定されているスタティックルートを表示します。（任意） show ip static-route [multicast] [vrf vrf-name]

例：

Step 3

switch(config)# show ip static-route multicast

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-configStep 4
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マルチキャストマルチパスの設定

デフォルトでは、使用可能な複数のECMPパスがある場合、マルチキャストのRPFインターフェ
イスが自動的に選択されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip multicast multipath {none | resilient | s-g-hash}
3. clear ip mroute *

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のオプションを使用して、マルチキャストマルチ

パスを構成します。

ip multicast multipath {none | resilient | s-g-hash}

例：

Step 2

• none：URIB RPFルックアップで複数の ECMP
にまたがるハッシュを抑制して、マルチキャス

switch(config)# ip multicast multipath none

トマルチパスを無効にします。このオプション

を使用すると、最も高い RPFネイバー（ネクス
トホップ）アドレスが RPFインターフェイスに
使用されます。

ip multicast multipath noneコマンドを使
用して、ハッシュを完全に無効にしま

す。

（注）

• s-g-hash：RPFインターフェイスを選択するため
に、（デフォルトのS/RP、Gベースハッシュで
はなく）S、G、ネクストホップハッシュを開始
します。このオプションは、送信元およびグルー

プアドレスに基づいてハッシュを構成します。

これがデフォルトの設定です。

• resilient：ECMPパスリストが変更され、古い
RPF情報がまだ ECMPの一部である場合、この
オプションは、再ハッシュを実行して潜在的に

RPF情報を変更する代わりに、古い RPF情報を
使用します。ip multicast multipath resilientコマ
ンドは、URIBからのルート到達可能性通知にパ
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目的コマンドまたはアクション

スがある場合に、現在の RPFへの回復力（ス
ティッキネス）を維持するためのものです。

no ip multicast multipath resilientコマン
ドは、スティッキネスアルゴリズムを無

効にします。このコマンドは、ハッシュ

アルゴリズムに依存しません。

（注）

マルチパスルートをクリアし、マルチキャストマル

チパス抑制をアクティブにします。

clear ip mroute *

例：

Step 3

switch(config)# clear ip mroute *

マルチキャスト VRF-Liteルートリークの設定
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降では、マルチキャスト VRF-liteルートリークを設定できま
す。これにより、VRF間の IPv4マルチキャストトラフィックが可能になります。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip multicast rpf select vrf src-vrf-name group-list group-list

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

特定のマルチキャストグループのRPFルックアップ
に使用する VRFを指定します。

ip multicast rpf select vrf src-vrf-name group-list
group-list

例：

Step 2

src-vrf-nameは、ソース VRFの名前です。最大 32文
字の英数字で、大文字と小文字が区別されます。switch(config)# ip multicast rpf select vrf blue

group-list 236.1.0.0/16

group-listは、RPFのグループ範囲です。形式は
A.B.C.D/LENで、最大長は 32です。
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config startup-config

RP情報配信を制御するルートマップの設定
ルートマップは、一部の RP設定のミスや悪意のある攻撃に対する保護機能を提供します。

ルートマップを設定すると、ネットワーク全体について RP情報の配信を制御できます。各クラ
イアントルータで発信元の BSRまたはマッピングエージェントを指定したり、各 BSRおよび
マッピングエージェントで、アドバタイズされる（発信元の）候補 RPのリストを指定したりで
きるため、目的の情報だけが配信されるようになります。

ルートマップに影響を与えるコマンドは、match ip[v6] multicastだけです。（注）

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

RP情報配信を制御するルートマップの設定（PIM）

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
3. match ip multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]} {group ip-prefix} {source source-ip-address}
4. （任意） show route-map

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

Step 2

switch(config)# route-map ASM_only permit 10
switch(config-route-map)#
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目的コマンドまたはアクション

指定したグループ、RP、および RPタイプを関連付
けます。ユーザは RPのタイプ（ASM）を指定でき

match ip multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]}
{group ip-prefix} {source source-ip-address}

例：

Step 3

ます。例で示すとおり、このコンフィギュレーショ

ン方法では、グループおよびRPを指定する必要があ
ります。

switch(config-route-map)# match ip multicast group
224.0.0.0/4 rp 0.0.0.0/0 rp-type ASM

設定済みのルートマップを表示します。（任意） show route-map

例：

Step 4

switch(config-route-map)# show route-map

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

RP情報配信を制御するルートマップの設定（PIM6）

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
3. match ipv6 multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]} {group ipv6-prefix} {source source-ip-address}
4. （任意） show route-map

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

Step 2

switch(config)# route-map ASM_only permit 10
switch(config-route-map)#

指定したグループ、RP、および RPタイプを関連付
けます。RPのタイプ（ASM）を指定できます。例で

match ipv6 multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]}
{group ipv6-prefix} {source source-ip-address}

例：

Step 3

示すとおり、このコンフィギュレーション方法では、

グループおよび RPを指定する必要があります。switch(config-route-map)# match ipv6 multicast
group ff1e:abcd:def1::0/24 rp 2001:0db8:0:abcd::1
rp-type ASM
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目的コマンドまたはアクション

設定済みのルートマップを表示します。（任意） show route-map

例：

Step 4

switch(config-route-map)# show route-map

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

メッセージフィルタリングの設定

rp-candidate-policyでのプレフィックスの照合では、プレフィックスが c-rpによるアドバタイズの
内容と比較して完全に一致する必要があります。部分一致は許容されません。

（注）

次の表に、PIMでのメッセージフィルタリングの設定方法を示します。

表 17 : PIMでのメッセージフィルタリング

説明メッセージの種類

デバイスにグローバルに適用

ネイバーのステート変更を通知する Syslogメッセージをイネーブル
にします。デフォルトではディセーブルになっています。

ネイバーの変更の記録

ルートマップポリシーに基づいて PIM Registerメッセージをフィル
タリングできるようにします。4match ip multicastコマンドを使用し
て、グループまたはグループと送信元アドレスを指定できます。この

ポリシーは、RPとして動作するルータに適用されます。デフォルト
ではこの機能がディセーブルになっているため、PIMRegisterメッセー
ジのフィルタリングは行われません。

PIM Registerポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッセージのフィルタ
リングをイネーブルにします。RPとグループアドレスを、match ip
multicastコマンドで指定できます。このコマンドは、BSRの選定対
象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSRメッセージはフィ
ルタリングされません。

BSR候補 RPポリシー
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説明メッセージの種類

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアントルータによる
BSRメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match ip
multicastコマンドで、BSR送信元アドレスを指定できます。このコ
マンドは、BSRメッセージを受信するクライアントルータで使用で
きます。デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリングされませ
ん。

BSRポリシー

ルートマップポリシーに基づく、Auto-RPマッピングエージェント
による Auto-RPアナウンスメッセージのフィルタリングをイネーブ
ルにします。RP、グループアドレスを、match ip multicastコマンド
で指定できます。このコマンドは、マッピングエージェントで使用

できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージはフィルタリングさ
れません。

Auto-RP候補 RPポリ
シー

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルータによるAuto-RP
Discoveryメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match
ip multicastコマンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを
指定できます。このコマンドは、Discoveryメッセージを受信するク
ライアントルータで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッ
セージはフィルタリングされません。

PIM6は、Auto-RP方式をサポートしていません。（注）

Auto-RPマッピング
エージェントポリシー

各デバイスのインターフェイスに適用

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセージのフィルタリ
ングをイネーブルにします。match ip multicastコマンドで、グルー
プ、グループと送信元、またはグループと RPアドレスを指定できま
す。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリングされま
せん。

Join/Pruneポリシー

4
ルートマップポリシーの設定については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』を参照してください。

次のコマンドでは、ルートマップをフィルタリングポリシーとして使用できます（各ステートメ

ントについて permitまたは denyのいずれか）。

• jp-policyコマンドは (S,G)、(*,G)、または (RP,G)を使用できます。

• register-policyコマンドは (S,G)または (*,G)を使用できます。

• igmp report-policyコマンドは (*,G)または (S,G)を使用できます。

• state-limit reserver-policyコマンドは (*,G)または (S,G)を使用できます。

• auto-rp rp-candidate-policyコマンドは (RP,G)を使用できます。

• bsr rp-candidate-policyコマンドは (RP,G)を使用できます。
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• autorp mapping-agent policyコマンドは (S)を使用できます。

• bsr bsr-policyコマンドは (S)を使用できます。

次のコマンドでは、ルートマップアクション（permitまたは deny）が無視された場合に、ルー
トマップをコンテナとして使用できます。

• ip pim rp-address route mapコマンドは Gのみを使用できます。

• ip igmp static-oif route mapコマンドは (S,G)、(*,G)、(S,G-range)、(*,G-range)を使用できま
す。

• ip igmp join-group route mapコマンドは (S,G)、(*,G)、(S,G-range、(*,G-range))を使用できま
す。

メッセージフィルタリングの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） ip pim log-neighbor-changes

3. （任意） ip pim register-policy policy-name

4. （任意） ip pim bsr rp-candidate-policy policy-name

5. （任意） ip pim bsr bsr-policy policy-name

6. （任意） ip pim auto-rp rp-candidate-policy policy-name

7. （任意） ip pim auto-rp mapping-agent-policy policy-name

8. interface interface

9. （任意） ip pim jp-policy policy-name [in | out]
10. （任意） show run pim

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ネイバーのステート変更を通知するSyslogメッセー
ジをイネーブルにします。デフォルトではディセー

ブルになっています。

（任意） ip pim log-neighbor-changes

例：

switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

Step 2

ルートマップポリシーに基づく、PIM Registerメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

（任意） ip pim register-policy policy-name

例：

Step 3

match ip multicastコマンドで、グループアドレス
またはグループと送信元アドレスを指定できます。

switch(config)# ip pim register-policy
my_register_policy

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。RP

（任意） ip pim bsr rp-candidate-policy policy-name

例：

Step 4

とグループアドレスを、match ip multicastコマン
switch(config)# ip pim bsr rp-candidate-policy
my_bsr_rp_candidate_policy ドで指定できます。このコマンドは、BSRの選定対

象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアン
トルータによる BSRメッセージのフィルタリング

（任意） ip pim bsr bsr-policy policy-name

例：

Step 5

をイネーブルにします。match ip multicastコマンド
switch(config)# ip pim bsr bsr-policy
my_bsr_policy で、BSR送信元アドレスを指定できます。このコマ

ンドは、BSRメッセージを受信するクライアント
ルータで使用できます。デフォルトでは、BSRメッ
セージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、Auto-RPマッピン
グエージェントによる Auto-RP Announceメッセー

（任意） ip pim auto-rp rp-candidate-policy
policy-name

例：

Step 6

ジのフィルタリングをイネーブルにします。RP、グ
ループアドレスを、match ip multicastコマンドで

switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate-policy
my_auto_rp_candidate_policy 指定できます。このコマンドは、マッピングエー

ジェントで使用できます。デフォルトでは、Auto-RP
メッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルー

タによる Auto-RP Discoveryメッセージのフィルタ
（任意） ip pim auto-rp mapping-agent-policy
policy-name

例：

Step 7

リングをイネーブルにします。match ip multicastコ
マンドで、マッピングエージェント送信元アドレスswitch(config)# ip pim auto-rp

mapping-agent-policy my_auto_rp_mapping_policy を指定できます。このコマンドは、Discoveryメッ
セージを受信するクライアントルータで使用できま

す。デフォルトでは、Auto-RPメッセージはフィル
タリングされません。

指定したインターフェイスでインターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：

Step 8

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセー
ジのフィルタリングをイネーブルにします。match

（任意） ip pim jp-policy policy-name [in | out]

例：

Step 9

ip multicastコマンドで、グループ、グループと送信
switch(config-if)# ip pim jp-policy my_jp_policy

元、またはグループとRPアドレスを指定できます。
デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタ
リングされません。

PIM構成コマンドを表示します。（任意） show run pim

例：

Step 10

switch(config-if)# show run pim

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

メッセージフィルタリングの設定（PIM6）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） ipv6 pim log-neighbor-changes

3. （任意） ipv6 pim register-policy policy-name

4. ignore routeable

5. （任意） ipv6 pim jp-policy policy-name [in | out]
6. （任意） show run pim6

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
114

PIMおよび PIM6の設定

メッセージフィルタリングの設定（PIM6）



目的コマンドまたはアクション

ネイバーのステート変更を通知する Syslogメッセー
ジをイネーブルにします。デフォルトではディセー

ブルになっています。

（任意） ipv6 pim log-neighbor-changes

例：

switch(config)# ipv6 pim log-neighbor-changes

Step 2

ルートマップポリシーに基づく、PIM Registerメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

（任意） ipv6 pim register-policy policy-name

例：

Step 3

match ipv6 multicastコマンドで、グループまたはグ
switch(config)# ipv6 pim register-policy
my_register_policyinterface interfaceEnters ループと送信元アドレスを指定できます。デフォル

トではディセーブルになっています。interface mode on the specified interface.
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

マルチキャストトラフィックのフィルタリングを有

効にします。

ignore routeable

例：

Step 4

switch(config)# ignore routeable

ルートマップポリシーに基づく、join-pruneメッセー
ジのフィルタリングをイネーブルにします。match

（任意） ipv6 pim jp-policy policy-name [in | out]

例：

Step 5

ipv6 multicastコマンドで、グループ、グループと送
switch(config-if)# ipv6 pim jp-policy my_jp_policy

信元、またはグループと RPアドレスを指定できま
す。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィル
タリングされません。

このコマンドは、送信および着信の両方向のメッセー

ジをフィルタリングします。

PIM6コンフィギュレーションコマンドを表示しま
す。

（任意） show run pim6

例：

Step 6

switch(config-if)# show run pim6

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

PIMプロセスの再起動
フラッシュされたルートは、マルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）、およびマルチ
キャスト転送情報ベース（MFIB）から削除されます。

PIMを再起動すると、次の処理が実行されます。

• PIMデータベースが削除されます。

• MRIBおよびMFIBは影響を受けず、トラフィックは引き続き転送されます。
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•マルチキャストルートの所有権がMRIB経由で検証されます。

•ネイバーから定期的に送信される PIM Joinメッセージおよび Pruneメッセージを使用して、
データベースにデータが再度読み込まれます。

PIMプロセスの再起動

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. restart pim
2. configure terminal
3. ip pim flush-routes

4. （任意） show running-configuration pim

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PIMプロセスを再起動します。restart pim

例：

Step 1

再起動プロセス中にはトラフィック損失

が発生する可能性があります。

（注）

switch# restart pim

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 2

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip pim flush-routes

例：

Step 3

switch(config)# ip pim flush-routes

flush-routesコマンドを含む、PIM実行コンフィギュ
レーション情報を示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

Step 4

switch(config)# show running-configuration pim

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
116

PIMおよび PIM6の設定

PIMプロセスの再起動



PIM6プロセスの再起動

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順の概要

1. restart pim6
2. configure terminal
3. ipv6 pim flush-routes

4. （任意） show running-configuration pim6

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PIM6プロセスを再起動します。restart pim6

例：

Step 1

switch# restart pim6

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 2

switch# configure terminal
switch(config)#

PIM6プロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ipv6 pim flush-routes

例：

Step 3

switch(config)# ipv6 pim flush-routes

flush-routesコマンドを含む、PIM6実行コンフィギュ
レーション情報を示します。

（任意） show running-configuration pim6

例：

Step 4

switch(config)# show running-configuration pim6

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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VRFモードでの PIMの BFDの設定

VRFまたはインターフェイスを使用して、PIMの双方向フォワーディング検出（BFD）を設定で
きます。

（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、PIMがイネーブルになっているこ
と、および BFDがイネーブルになっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. ip pim bfd

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRF設定モードを開始します。vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch# vrf context test
switch(config-vrf)#

指定された VRFで BFDをイネーブルにします。ip pim bfd

例：

Step 3

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで ip pim bfdコマンドを入力して、
VRFインスタンス上の BFDをイネーブ
ルにすることもできます。

（注）

switch(config-vrf)# ip pim bfd

インターフェイスモードでの PIMの BFDの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、PIMがイネーブルになっているこ
と、および BFDがイネーブルになっていることを確認してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type

3. ip pim bfd instance

4. （任意） show running-configuration pim

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 7/40
switch(config-if)#

指定したインターフェイスのBFDをイネーブルにし
ます。VRFのBFDをイネーブルにするかどうかに関

ip pim bfd instance

例：

Step 3

係なく、PIMインターフェイスのBFDをイネーブル
またはディセーブルにすることができます。

switch(config-if)# ip pim bfd instance

PIMの実行コンフィギュレーション情報を表示しま
す。

（任意） show running-configuration pim

例：

Step 4

switch(config-if)# show running-configuration pim

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

マルチキャストヘビーテンプレートと拡張ヘビーテンプレートの有

効化

最大 32Kの IPv4 mrouteをサポートするために、マルチキャストヘビーテンプレートを有効にす
ることができます。

128K IPv4ルートをサポートするには、マルチキャスト拡張ヘビーテンプレートを有効にし、マ
ルチキャストルートメモリを設定する必要があります。

ヘビーテンプレートを使用すると、show ip mroute コマンドはマルチキャストトラフィックカ
ウンタを表示します。
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始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. system routing template-name

3. vdc vdc-name

4. limit-resource m4route-mem [minimum min-value]maximum max-value

5. exit
6. ip routing multicast mfdm-buffer-route-count size

7. ip pim mtu size

8. exit
9. show system routing mode

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストテンプレートを有効にします。テン

プレートとしては、template-multicast-heavyまたは
system routing template-name

例：

Step 2

template-multicast-ext-heavyまたはswitch(config)# system routing
template-multicast-heavy template-dual-stack-mcastが可能です。

template-multicast-heavyまたはswitch(config)# system routing
template-multicast-ext-heavy template-multicast-ext-heavyテンプレートを使用する

場合は、コマンドを有効にした後にシステムをリ

ロードする必要があります。

switch(config)# system routing
template-dual-stack-mcast

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

vdc vdc-name

例：

Step 3

switch(config)# vdc vdc1

VDCの IPv4マルチキャストルートマップメモリ
リソース制限を設定します。このコマンドを設定し

limit-resource m4route-mem [minimum
min-value]maximum max-value

例：

Step 4

た後、スタートアップコンフィギュレーションに保

存して、デバイスをリロードします。switch(config-vdc)# limit-resource m4route-mem
minimum 150 maximum 150
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目的コマンドまたはアクション

VDCコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Step 5

switch(config-vdc)# exit

マルチキャスト mfdmバッファルートサイズを設
定します。

ip routing multicast mfdm-buffer-route-count size

例：

Step 6

switch(config)# ip routing multicast
mfdm-buffer-route-count 400

PIMコントロールプレーントラフィックのフレー
ムサイズを大きくし、コンバージェンスを向上させ

ます。

ip pim mtu size

例：

switch(config)# ip pim mtu 1500

Step 7

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Step 8

switch(config)# exit

構成されたルーティングモード：つまりマルチキャ

ストヘビーまたはマルチキャスト拡張ヘビーまたは

デュアルスタックが表示されます。

show system routing mode

例：

switch# show system routing mode
Configured System Routing Mode: Multicast Extended

Step 9

Heavy Scale
Applied System Routing Mode: Multicast Extended
Heavy Scale
Switch#

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config)# copy running-config startup-config

PIM設定の検証
PIMの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。
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説明コマンド

IPマルチキャストルーティ
ングテーブルを表示しま

す。

detailオプションは、詳細
なルート属性を表示しま

す。

summaryオプションは、
ルートカウントとパケット

レートを表示します。

show ip mroute [ip-address] [detail | summary]

学習済みまたは設定済みの

グループ範囲およびモード

を表示します。同様の情報

については、show ip pim
rpコマンドを参照してくだ
さい。

show ip pim group-range [ip-prefix] [vrf vrf-name | all]

情報をインターフェイス別

に表示します。

show ip pim interface [interface | brief] [vrf vrf-name | all]

ネイバーをインターフェイ

ス別に表示します。

show ip pim neighbor [interface interface | ip-prefix] [vrf vrf-name | all]

発信インターフェイス

（OIF）リスト内のすべて
のインターフェイスを表示

します。

show ip pim oif-list group [source] [vrf vrf-name | all]

各マルチキャストルートの

情報を表示します。指定し

た (S, G)に対して、PIM
Joinメッセージを受信した
インターフェイスなどを表

示できます。

show ip pim route [source | group [source]] [vrf vrf-name | all]

ソフトウェアの既知のラン

デブーポイント（RP）お
よびその学習方法と、それ

らのグループ範囲を表示し

ます。同様の情報について

は、show ip pim
group-rangeコマンドを参
照してください。

show ip pim rp [ip-prefix] [vrf vrf-name | all]
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説明コマンド

ブートストラップルータ

（BSP）RPハッシュ情報を
表示します。

show ip pim rp-hash group [vrf vrf-name | all]

実行コンフィギュレーショ

ン情報を表示します。

show running-config pim

スタートアップコンフィ

ギュレーション情報を表示

します。

show startup-config pim

各 VRFの情報を表示しま
す。

show ip pim vrf [vrf-name | all] [detail]

統計の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするためのコマンドについて説明します。

PIMの統計情報の表示
これらのコマンドを使用すると、PIMの統計情報とメモリ使用状況を表示できます。

説明コマンド

レジスタ、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシー統計情報を表示し

ます。

show ip pim policy statistics

グローバル統計情報を表示します。show ip pim statistics [vrf vrf-name]

PIM統計情報のクリア
これらのコマンドを使用すると、PIM統計情報をクリアできます。

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリア

します。

clear ippim interface statistics interface

レジスタ、RP、および join-pruneメッセージポ
リシーについて、ポリシーカウンタをクリアし

ます。

clear ip pim policy statistics
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説明コマンド

PIMプロセスで使用されるグローバルカウンタ
をクリアします。

clear ip pim statistics [vrf vrf-name]

マルチキャストサービスリフレクションの設定
マルチキャストサービスリフレクション機能は、外部で受信したマルチキャスト宛先アドレス

を、組織の内部アドレッシングポリシーに準拠したアドレスに変換できます。これは、外部で受

信したマルチキャストストリーム (S1,G1)から内部ドメインの (S2,G2)への、マルチキャストネッ
トワークアドレス変換（NAT）です。送信元 IPアドレスのみを変換する IP NATとは異なり、マ
ルチキャストサービスリフレクションは、送信元と宛先アドレスの両方を変換します。

入力 NATでは、着信（S、G）を別の送信元、グループ、またはその両方に変換できます。ドメ
イン内のすべての受信者は、変換後のフローに参加できます。この機能は、マルチキャストトラ

フィックが次の場合に役立ちます。

•アドレスが重複している可能性がある別のドメインからネットワークに入る

•ネットワーク内のアプリケーションによって認識されないアドレスが付属しています

出力 NATでは、既存のフロー（S、G）を、発信インターフェイスごとに異なる送信元またはグ
ループアドレスに変換できます。この機能は、特定のソース、グループアドレスのみを受け入れ

る可能性のある外部エンティティへのマルチキャスト配信に役立ちます。また、フローが外部エ

ンティティに公開されるときに、内部アドレス空間を非表示にする方法として機能することもで

きます。

マルチキャストサービスリフレクション機能は、VRFコンフィギュレーションモードのループ
バックインターフェイスで設定されます。S1、G1として着信するフローはS2、G2に変換され、
宛先MACアドレスは変換済みアドレス（G2）のマルチキャストMACアドレスに書き換えられ
ます。

マルチキャストサービスリフレクションの注意事項と制限事項

マルチキャストサービスリフレクション機能には、次の注意事項と制限事項があります。

•マルチキャストサービスリフレクション機能は Cisco NX-OSリリース 9.3(5)で導入され、
Cisco Nexus 9300-FX、FX2、FXP、EXシリーズスイッチでサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.1(1)以降、NBMを使用したマルチキャストサービスリフレクショ
ンは、Cisco Nexus 9300-FX3、Cisco Nexus C9316D-GX、Cisco Nexus C93600CD-GX、および
Cisco Nexus C9364C-GXプラットフォームスイッチでサポートされています。

•マルチキャストサービスリフレクション機能は、以下のプラットフォームではサポートされ
ていません

•クラウドスケールラインカード搭載の Cisco Nexus 9500シリーズスイッチ
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• Rシリーズラインカード搭載の Cisco Nexus 9500シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 3600-Rシリーズスイッチ

• Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 9364Cスイッチ

•マルチキャストサービスリフレクション機能は、Protocol IndependentMulticast（PIM）スパー
スモード（ASMまたは SSM）でのみサポートされます。

•マルチキャストサービスリフレクション機能は、vPC環境では機能しません。

•マルチキャストからユニキャストへの変換は、Cisco NX-OSリリース 10.1(x)ではサポートさ
れていません。

•マルチキャストからマルチキャストおよびユニキャストからユニキャストへのNAT構成は、
同時に同時に行うことはできません。

•ユニキャスト NAT、マルチキャスト NAT、および PBR機能は、同じデバイスでは同時にサ
ポートされません。

•出力 NAT機能は、デフォルトの VRFでのみサポートされ、他の VRFではサポートされませ
ん。

• FEXはサポートされていません。

• NATルールが事前変換済み（S1, G1）ペアに設定されている場合、マルチキャストサービス
リフレクション機能は、このペアの非 NATレシーバーをサポートしません（つまり、出力
NATは事前変換済み（S,1, G1）レシーバーをサポートするのに対し、入力 NATはそれらを
サポートしません）。変換されていない受信側 OIFは、出力 NATでサポートされます。

• SVIは、RPFおよび OIFではサポートされていません。

•変換後の出力NATグループのサブインターフェイスレシーバーはサポートされていません。

•マルチキャストサービスリフレクション構成用に選択されたハードウェアループバックポー
トは、「リンクダウン」状態で、SFPが接続されていない物理ポートである必要があります。

•マスク長が 0～ 4の場合、マルチキャスト NAT変換は行われません。このマスク長の制限
は、グループアドレスのみに適用され、送信元アドレスには適用されません。

•インターフェイスでの IGMP静的結合の場合、結合を生成するために /24のグループ範囲マ
スクが使用されます。送信元マスク長は /32と見なされます。ip igmp static結合コマンドで
結合を生成する際に、送信元マスク長の変動は考慮されません。

マルチキャストサービスリフレクション機能用に設定されたデバイスの入力および出力インター

フェイス ACLには、次の制限があります。

•入力 ACLが適用されて、すでに流れている未変換のマルチキャストトラフィックをブロッ
クする場合、（S,G）エントリは削除されません。その理由は、ACLがパケットをドロップ
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しても、マルチキャストルートエントリが引き続きトラフィックによってヒットされるため

です。

•出力インターフェイスで変換されたソーストラフィック（S2、G2）をブロックする出力ACL
が適用されている場合、変換されたトラフィックに対して出力ACLがサポートされていない
ため、出力 ACLは機能しません。

前提条件

マルチキャストサービスリフレクション機能には、次の前提条件があります。

マルチキャストサービスリフレクション機能をサポートするプラットフォームでは、マルチキャ

スト NATを設定する前に TCAMを分割する必要があります。次のコマンドを使用します。

hardware access-list tcam region mcast-nat region tcam-size

マルチキャストサービスリフレクションの設定

始める前に

•マルチキャスト対応のネットワークで、Protocol IndependentMulticast SparseMode（PIM-SM）
または PIM Source-Specific Multicast（PIM-SSM）のいずれかが動作していることを確認しま
す。

•マルチキャストサービスリフレクション用仮想インターフェイスがNATルータで設定され、
マルチキャストサービスリフレクションルールがインストールされ、動作することを確認

します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context name

3. [no] ip service-reflect source-interface interface-name interface-number

4. [no] ip service-reflect mode {ingress | egress} prefix

5. [no] ip service-reflect destination in-grp to out-grp mask-len g-mlen source in-src to out-src mask-len
s-mlen[ to-udp udp-to-src-port udp-to-dest-port] [to-udp-src-port udp-to-src-port] [ to-udp-dest-port
udp-to-dest-port]

6. [no] ip service-reflect mode egress prefix

7. [no] ip service-reflect destination in-grp to out-grp mask-len g-mlen source in-src to out-src mask-len
s-mlen[ to-udp udp-to-src-port udp-to-dest-port] [to-udp-src-port udp-to-src-port] [ to-udp-dest-port
udp-to-dest-port] [static-oif out-if]

8. exit
9. interface interface-name interface-number

10. ip address prefix

11. ip pim sparse-mode
12. ip igmp static-oif {group [source source ] |route-map policy-name}
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13. no system multicast dcs-check
14. ip pim border-router
15. nbm external-link
16. exit
17. [no] multicast service-reflect interface all map interface interface-name vrf vrf-name

18. [no] multicast service-reflect interface interface-name map interface interface-namevrf vrf-name

19. [no] multicast service-reflect interface interface-1, interface-2, interface-3map interface
interface-namevrf vrf-name

20. exit
21. show ip mroute sr
22. show forwarding distribution multicast route
23. show forwarding distribution multicast route group

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。nameには最大 32文字の英数字を使用できま

vrf context name

例：

Step 2

す。大文字と小文字は区別されます。NATルール
は、vrfコンテキストで構成されます。

switch(config)# vrf context test
switch(config-vrf)#

デフォルト以外のVRFは、出力NATで
はサポートされていません。

（注）

NATソースとしてループバックを設定します。この
インターフェイスは、トラフィックをNATルーター

[no] ip service-reflect source-interface interface-name
interface-number

例：

Step 3

にプルします。インターフェイスは、変換後のルー

トの RPFになります。このコマンドは、VRFごと
に設定されます。

switch(config-vrf)# ip service-reflect
source-interface loopback10

入力または出力 NATモードで動作するように特定
のグループ範囲を設定します。入力または出力NAT

[no] ip service-reflect mode {ingress | egress} prefix

例：

Step 4

ルールは、このモードで分類される範囲に属するマ

ルチキャストグループでのみ構成できます。
switch(config-vrf)# ip service-reflect mode
ingress 235.1.1.0/24

入力 NATの NATルールを設定します。[no] ip service-reflect destination in-grp to out-grp
mask-len g-mlen source in-src to out-src mask-len

Step 5

s-mlen[ to-udp udp-to-src-port udp-to-dest-port]
[to-udp-src-port udp-to-src-port] [ to-udp-dest-port
udp-to-dest-port]

例：
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-vrf)# ip service-reflect destination
228.1.1.1 to 238.1.1.1 mask-len 32 source
80.80.80.80 to 90.90.90.90 mask-len 32
to-udp-src-port 500 to-udp-dest-port 600

出力 NATモードを設定します。インターフェイス
にルーティングされたマルチキャストパケットを照

合し、リライトします。

[no] ip service-reflect mode egress prefix

例：

switch(config-vrf)# ip service-reflect mode egress
225.1.1.0/24

Step 6

出力NATは、デフォルトのVRFでのみ
サポートされます。

（注）

出力 NATの NATルールを設定します。[no] ip service-reflect destination in-grp to out-grp
mask-len g-mlen source in-src to out-src mask-len

Step 7

s-mlen[ to-udp udp-to-src-port udp-to-dest-port]
[to-udp-src-port udp-to-src-port] [ to-udp-dest-port
udp-to-dest-port] [static-oif out-if]

例：

switch(config-vrf)# ip service-reflect destination
225.1.1.1 to 227.1.1.1 mask-len 32 source
10.10.10.100 to 20.10.10.101 mask-len 32
to-udp-src-port 33 to-udp-dest-port 66 static-oif
Ethernet1/8

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

Step 8

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-name interface-number

例：

Step 9

switch(config)# interface loopback10
switch(config-if)#

ループバックインターフェイスの IPアドレスを設
定します。このルータの識別に役立つ一意の IPア
ドレスになります。

ip address prefix

例：

switch(config-if)# ip address 1.1.1.1/24

Step 10

インターフェイスで PIMスパースモードをイネー
ブルにします。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

Step 11

マルチキャストグループを発信インターフェイスに

静的にバインドし、デバイスハードウェアで処理し

ip igmp static-oif {group [source source ] |route-map
policy-name}

例：

Step 12

ます。グループアドレスのみを指定した場合は、

（*, G）ステートが作成されます。送信元アドレスswitch(config-if)# ip igmp static-oif 230.1.1.1
を指定した場合は、（S, G）ステートが作成されま
す。match ip multicast コマンドで、使用するグルー
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目的コマンドまたはアクション

ププレフィックス、グループ範囲、および送信元プ

レフィックスを示すルートマップポリシー名を指定

できます。

設定されたループバックインターフェイスが NAT
対象のマルチキャストストリームに参加できるよう

にします。

ルート学習のために、非 FHRデバイスの CPUにマ
ルチキャストパケットをパントできるようにしま

no system multicast dcs-check

例：

Step 13

す。これは通常、またはの機能が有効になっていswitch(config-if)# no system multicast dcs-check
るときに使用されます。ip pim border-router ip igmp
host-proxyこのコマンドは、CiscoNexus 9300シリー
ズおよび Cisco Nexus 9200シリーズの EORスイッ
チ、CiscoNexus 9504およびCiscoNexus 9508のEOR
および TORスイッチ、および N3K-C3636C-R、
N3K-C36180YC-RTORスイッチではサポートされて
いません。

PIM-SMドメインの外部のソースからのトラフィッ
クがドメイン内の受信者に到達することを確認し、

ip pim border-router

例：

Step 14

リモートから送信されたトラフィックがこのドメイswitch(config-if)# ip pim border-router
ン内のローカルの受信者に到達できるようにしま

す。

PIMメッセージがPIMドメイン境界を通過できない
場合は、PIM境界ルータが必要です。

マルチサイトソリューションで複数のファブリック

を接続するために、NBMインターフェイスを外部
リンクとして設定します。

nbm external-link

例：

switch(config-if)# nbm external-link

Step 15

このコマンドは、機能 NBMが有効に
なっていて、ip pim border-routerコマ
ンドが有効になっているリンク上でのみ

必要です。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了して、グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

exit

例：

switch(config-if)# exit
switch(config)#

Step 16

すべてのファンアウトインターフェイスをサービス

インターフェイスにマッピングします。

[no] multicast service-reflect interface all map interface
interface-name vrf vrf-name

例：

Step 17

vrf vrf-nameオプションは、出力NATで
はサポートされていません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# multicast service-reflect
interface all map interface loopback10 vrf test ステップ 17、18、および 19のコマンド

は、出力 NATの場合にのみ必要です。
Egress NATルール構成で使用される各
OIFは、これらのマッピング構成のいず
れかを使用して、1つのサービスイン
ターフェイスにマッピングする必要があ

ります。

（注）

ファンアウトインターフェイスからサービスイン

ターフェイスへの 1対 1のマッピングを設定しま
す。

[no] multicast service-reflect interface interface-name
map interface interface-namevrf vrf-name

例：

Step 18

switch(config)# multicast service-reflect
interface ethernet1/18 map interface loopback10
vrf test

ファンアウトインターフェイスからサービスイン

ターフェイスへの多対 1のマッピングを設定しま
す。

[no] multicast service-reflect interface interface-1,
interface-2, interface-3map interface interface-namevrf
vrf-name

例：

Step 19

switch(config)# multicast service-reflect
interface ethernet 1/1-10, ethernet1/12-14,
ethernet1/16 map interface loopback10 vrf test

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードを開始します。
exit

例：

Step 20

switch(config)# exit

サービスリフレクション mrouteエントリを表示し
ます。

show ip mroute sr

例：

Step 21

switch# show ip mroute sr

出力 NATの変換前および変換後のルート情報、お
よび入力 NATの変換前のルート情報に関する情報
を表示します。

show forwarding distribution multicast route

例：

switch# show forwarding distribution multicast
route

Step 22

マルチキャスト FIB配布 IPv4マルチキャストルー
トに関する情報を表示します。

show forwarding distribution multicast route group

例：

Step 23

switch# show forwarding distribution multicast
route group

マルチキャストサービスリフレクションの設定例

次の例は、マルチキャスト NAT入出力ポートの設定を示しています。
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interface loopback0
ip address 20.1.1.2/24
ip pim sparse-mode
ip igmp static-oif 225.1.1.1

hardware access-list tcam region mcast-nat 512

<<Ingress NAT>>

ip route 30.1.1.0/24 10.1.1.1
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
ip service-reflect source-interface loopback0
ip service-reflect mode ingress 235.1.1.0/24
ip service-reflect destination 235.1.1.1 to 234.1.1.1 mask-len 32 source 30.1.1.70 to
20.1.1.70 mask-len 32
hardware access-list tcam region mcast-nat 512

<<Egress NAT>>

ip route 30.1.1.0/24 10.1.1.1
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
ip service-reflect mode egress 225.1.1.0/24
ip service-reflect destination 225.1.1.1 to 224.1.1.1 mask-len 32 source 30.1.1.1 to 20.1.1.1
mask-len 32 static-oif port-channel40
ip service-reflect destination 225.1.1.1 to 224.1.1.100 mask-len 32 source 30.1.1.1 to
20.1.1.100 mask-len 32 static-oif port-channel40
ip service-reflect destination 225.1.1.1 to 224.1.1.101 mask-len 32 source 30.1.1.1 to
20.1.1.101 mask-len 32 static-oif port-channel40
ip service-reflect destination 235.1.1.1 to 234.1.1.1 mask-len 32 source 30.1.1.70 to
20.1.1.70 mask-len 32
multicast service-reflect interface all map interface Ethernet1/21
hardware access-list tcam region mcast-nat 512
interface Ethernet1/21
link loopback
no shutdown

interface Ethernet1/21.1
encapsulation dot1q 10
no shutdown

interface Ethernet1/21.2
encapsulation dot1q 20
no shutdown

interface Ethernet1/21.3
encapsulation dot1q 30
no shutdown

interface Ethernet1/21.4
encapsulation dot1q 40
no shutdown

次の例は、マルチキャストサービスリフレクションの showコマンドの表示/出力を示していま
す。

switch# show ip mroute sr
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
(30.1.1.1/32, 225.1.1.1/32), uptime: 01:29:45, ip mrib pim
NAT Mode: Egress
NAT Route Type: Pre
Incoming interface: Ethernet1/1, RPF nbr: 10.1.1.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback0, uptime: 01:29:45, mrib

SR: (20.1.1.1, 224.1.1.1) OIF: port-channel40
SR: (20.1.1.100, 224.1.1.100) OIF: port-channel40
SR: (20.1.1.101, 224.1.1.101) OIF: port-channel40
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(30.1.1.70/32, 235.1.1.1/32), uptime: 01:05:12, ip mrib pim
NAT Mode: Ingress
NAT Route Type: Pre
Incoming interface: Ethernet1/1, RPF nbr: 10.1.1.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback0, uptime: 01:05:12, mrib

SR: (20.1.1.70, 234.1.1.1)

switch# show ip mroute 234.1.1.1 detail
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
Total number of routes: 26
Total number of (*,G) routes: 19
Total number of (S,G) routes: 6
Total number of (*,G-prefix) routes: 1

(20.1.1.70/32, 234.1.1.1/32), uptime: 01:06:30, mrib(0) ip(0) pim(0) static(1)
RPF-Source: 20.1.1.70 [0/0]
Data Created: Yes
Stats: 499/24259 [Packets/Bytes], 27.200 bps
Stats: Active Flow
Incoming interface: loopback0, RPF nbr: 20.1.1.70
LISP dest context id: 0 Outgoing interface list: (count: 1) (bridge-only: 0)
port-channel40, uptime: 00:59:20, static

switch# show forwarding distribution multicast route
IPv4 Multicast Routing Table for table-id: 1
Total number of groups: 22
Legend:

C = Control Route
D = Drop Route
G = Local Group (directly connected receivers)
O = Drop on RPF Fail
P = Punt to supervisor
L = SRC behind L3
d = Decap Route
Es = Extranet src entry
Er = Extranet recv entry
Nf = VPC None-Forwarder
dm = MVPN Decap Route
em = MVPN Encap Route
IPre = Ingress Service-reflect Pre
EPre = Egress Service-reflect Pre
Pst = Ingress/Egress Service-reflect Post

(30.1.1.70/32, 235.1.1.1/32), RPF Interface: Ethernet1/1, flags: IPre
Upstream Nbr: 10.1.1.1
Received Packets: 25 Bytes: 1625
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 4
port-channel40

(20.1.1.1/32, 224.1.1.1/32), RPF Interface: loopback0, flags: Pst
Upstream Nbr: 20.1.1.1
Received Packets: 0 Bytes: 0
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 2
port-channel40

(20.1.1.100/32, 224.1.1.100/32), RPF Interface: loopback0, flags: Pst
Upstream Nbr: 20.1.1.100
Received Packets: 0 Bytes: 0
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 2
port-channel40
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(20.1.1.101/32, 224.1.1.101/32), RPF Interface: loopback0, flags: Pst
Upstream Nbr: 20.1.1.101
Received Packets: 0 Bytes: 0
Number of Outgoing Interfaces: 1
Outgoing Interface List Index: 2
port-channel40

switch# show forwarding multicast route group 235.1.1.1 source 30.1.1.70
slot 1
=======
(30.1.1.70/32, 235.1.1.1/32), RPF Interface: Ethernet1/1, flags: c
Received Packets: 18 Bytes: 1170
Outgoing Interface List Index: 4
Number of next hops: 1
oiflist flags: 16384

Outgoing Interface List Index: 0x4
port-channel40

PIMの設定例
ここでは、さまざまなデータ配信モードおよび RP選択方式を使用し、PIMを設定する方法につ
いて説明します。

SSMの設定例
SSMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、次の手順を実行します。

1. ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. SSMをサポートする IGMPのパラメータを設定します。通常は、SSMをサポートするために、
PIMインターフェイスに IGMPv3を設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip igmp version 3

3. デフォルト範囲を使用しない場合は、SSM範囲を設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24

4. メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes
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次に、PIM SSMモードの設定例を示します。

configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
exit

ip pim ssm range 239.128.1.0/24
ip pim log-neighbor-changes

PIM SSM over vPCの設定例
この例は、デフォルトの SSM範囲である 232.0.0.0/8～ 225.1.1.0/24をオーバーライドする方法を
示しています。S, G Joinがこの範囲で受信される限り、vPC上の PIM SSMは機能します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim ssm range 225.1.1.0/24
switch(config-vrf)# show ip pim group-range --> Shows the configured SSM group range.
PIM Group-Range Configuration for VRF "Enterprise"
Group-range Mode RP-address Shared-tree-only range
225.1.1.0/24 SSM - -

switch1# show vpc (primary vPC) --> Shows vPC-related information.
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status : success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102

vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102

2 Po2 up success success 101

switch2# show vpc (secondary vPC)
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
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Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status : success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102

vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102

2 Po2 up success success 101

switch1# show ip igmp snooping group vlan 101 (primary vPC IGMP snooping states) --> Shows
if S,G v3 joins are received and on which VLAN. The same VLAN should be OIF in the MRIB
output.

Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port

Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Po1000 Vlan101
101 225.1.1.1 v3

100.6.160.20 D Po2

switch2# show ip igmp snooping group vlan 101 (secondary vPC IGMP snooping states)
Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port

Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Po1000 Vlan101
101 225.1.1.1 v3

100.6.160.20 D Po2

switch1# show ip pim route (primary vPC PIM route) --> Shows the route information in the
PIM protocol.
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries

(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:37
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr 10.6.159.20
Oif-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:01:19
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
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Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3

(*, 232.0.0.0/8), expires 00:01:19
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3

switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:51
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries

(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:29
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch1# show ip mroute (primary vPC MRIB route) --> Shows the IP multicast routing table.

IP Multicast Routing Table for VRF "default"

(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:16:40, pim ip
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
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Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:16:40, pim

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:48:57, igmp ip pim
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:48:57, igmp

(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch1# show ip mroute detail (primary vPC MRIB route) --> Shows if the (S,G) entries have
the RPF as the interface toward the source and no *,G states are maintained for the SSM
group range in the MRIB.

IP Multicast Routing Table for VRF "default"

Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1

(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:24:28, pim(1) ip(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder

Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:24:28, pim

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:56:45, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder

Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:56:45, igmp (vpc-svi)

(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch2# show ip mroute detail (secondary vPC MRIB route)
IP Multicast Routing Table for VRF "default"

Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1

(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:26:24, igmp(1) pim(0) ip(0)
Data Created: Yes
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.100
Outgoing interface list: (count: 1)
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Ethernet1/17, uptime: 03:26:24, igmp

(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 04:06:32, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder

Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 04:03:24, igmp (vpc-svi)

(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

BSRの設定例
BSRメカニズムを使用して ASMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、
次の手順を実行します。

1. ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3. BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4. 候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

5. メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes
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次に、BSRメカニズムを使用して PIM ASMモードを設定し、同一のルータに BSRと RPを設定
する場合の例を示します。

configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
exit

ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24
ip pim log-neighbor-changes

Auto-RPの設定例
Auto-RPメカニズムを使用してBidirモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内のルータごと
に、次の手順を実行します。

1. ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ルータが Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim auto-rp forward listen

3. マッピングエージェントとして動作させるルータのそれぞれに、マッピングエージェントパ
ラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim auto-rp mapping-agent ethernet 2/1

4. 候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 bidir

5. メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次に、Auto-RPメカニズムを使用してPIMBidirモードを設定し、同一のルータにマッピングエー
ジェントと RPを設定する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
exit

ip pim auto-rp listen
ip pim auto-rp forward
ip pim auto-rp mapping-agent ethernet 2/1
ip pim auto-rp rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24 bidir
ip pim log-neighbor-changes
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PIMエニーキャスト RPの設定例
PIMエニーキャスト RP方式を使用してASMモードを設定するには、PIMドメイン内のルータご
とに、次の手順を実行します。

1. ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. Anycast-RPセット内のすべてのルータに適用する RPアドレスを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.3/32
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

3. Anycast-RPセットに加える各ルータで、その Anycast-RPセットに属するルータ間で通信に使
用するアドレスを指定し、ループバックを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.31/32
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

4. Anycast-RPセットに加える各ルータについて、Anycast-RPパラメータとして Anycast-RPの IP
アドレスを指定します。同じ作業を、Anycast-RPの各 IPアドレスで繰り返します。この例で
は、2つの Anycast-RPを指定しています。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.31
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.32

5. メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次の例は、IPv6の PIMエニーキャスト RPを設定する方法を示しています。
configure terminal
interface loopback 0
ipv6 address 2001:0db8:0:abcd::5/32
ipv6 pim sparse-mode
ipv6 router ospfv3 1 area 0.0.0.0
exit
interface loopback 1
ipv6 address 2001:0db8:0:abcd::1111/32
ipv6 pim sparse-mode
ipv6 router ospfv3 1 area 0.0.0.0
exit
ipv6 pim rp-address 2001:0db8:0:abcd::1111 group-list ff1e:abcd:def1::0/24
ipv6 pim anycast-rp 2001:0db8:0:abcd::5 2001:0db8:0:abcd::1111
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次に、2つの Anycast-RPを使用し、PIM ASMモードを設定する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 0
ip address 192.0.2.3/32
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 1
ip address 192.0.2.31/32
ip pim sparse-mode
exit
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.31
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.32
ip pim log-neighbor-changes

プレフィックスベースおよびルートマップベースの設定

ip prefix-list plist11 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist11 seq 20 deny 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist11 seq 30 deny 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist11 seq 40 permit 231.0.0.0/8

ip prefix-list plist22 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist22 seq 20 deny 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist22 seq 30 permit 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist22 seq 40 deny 231.0.0.0/8

ip prefix-list plist33 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist33 seq 20 permit 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist33 seq 30 deny 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist33 seq 40 deny 231.0.0.0/8

ip pim rp-address 172.21.0.11 prefix-list plist11
ip pim rp-address 172.21.0.22 prefix-list plist22
ip pim rp-address 172.21.0.33 prefix-list plist33
route-map rmap11 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap11 deny 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
route-map rmap11 deny 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap11 permit 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

route-map rmap22 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap22 deny 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
route-map rmap22 permit 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap22 deny 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

route-map rmap33 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap33 permit 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
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route-map rmap33 deny 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap33 deny 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

ip pim rp-address 172.21.0.11 route-map rmap11
ip pim rp-address 172.21.0.22 route-map rmap22
ip pim rp-address 172.21.0.33 route-map rmap33

出力

dc3rtg-d2(config-if)# show ip pim rp
PIM RP Status Information for VRF "default"
BSR disabled
Auto-RP disabled
BSR RP Candidate policy: None
BSR RP policy: None
Auto-RP Announce policy: None
Auto-RP Discovery policy: None

RP: 172.21.0.11, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap11, group ranges:

231.0.0.0/8 231.128.0.0/9 (deny)
231.129.0.0/16 (deny) 231.129.128.0/17 (deny)

RP: 172.21.0.22, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap22, group ranges:

231.0.0.0/8 (deny) 231.128.0.0/9
231.129.0.0/16 (deny) 231.129.128.0/17 (deny)

RP: 172.21.0.33, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap33, group ranges:

231.0.0.0/8 (deny) 231.128.0.0/9 (deny)
231.129.0.0/16 231.129.128.0/17 (deny)

dc3rtg-d2(config-if)# show ip mroute
IP Multicast Routing Table for VRF "default"

(*, 231.1.1.1/32), uptime: 00:07:20, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:07:20, igmp

(*, 231.128.1.1/32), uptime: 00:14:27, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:27, igmp

(*, 231.129.1.1/32), uptime: 00:14:25, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:25, igmp

(*, 231.129.128.1/32), uptime: 00:14:26, igmp pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 10.0.0.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:26, igmp

(*, 232.0.0.0/8), uptime: 1d20h, pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 10.0.0.1
Outgoing interface list: (count: 0)

dc3rtg-d2(config-if)# show ip pim group-range
PIM Group-Range Configuration for VRF "default"
Group-range Mode RP-address Shared-tree-only range
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232.0.0.0/8 ASM - -
231.0.0.0/8 ASM 172.21.0.11 -
231.128.0.0/9 ASM 172.21.0.22 -
231.129.0.0/16 ASM 172.21.0.33 -
231.129.128.0/17 Unknown - -

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSユニキャストルーティング

設定ガイド』

VRFの設定

標準

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロードするには、
次の URLにアクセスしてください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

PIMに関連したMIB
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第 6 章

IGMPスヌーピングの設定

この章では、CiscoNX-OSデバイスにインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピ
ングを設定する方法を説明します。

• IGMPスヌーピングについて（145ページ）
• IGMPスヌーピングの前提条件（148ページ）
• IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項（148ページ）
•デフォルト設定（150ページ）
• IGMPスヌーピングパラメータの設定（150ページ）
• IGMPスヌーピング設定の確認（157ページ）
• IGMPスヌーピング統計情報の表示（157ページ）
• IGMPスヌーピング統計情報のクリア（158ページ）
• IGMPスヌーピングの設定例（158ページ）

IGMPスヌーピングについて

デバイスの IGMPスヌーピングはディセーブルにしないことを推奨します。IGMPスヌーピング
をディセーブルにすると、デバイス内で誤ったフラッディングが過度に発生し、マルチキャスト

のパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

IGMPスヌーピングソフトウェアは、VLAN内のレイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを調べ
て、該当する受信側が入っているポートを検出します。IGMPスヌーピングではポート情報を利
用することにより、マルチアクセスLAN環境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフ
ラッディングを回避します。IGMPスヌーピングは、マルチキャスト対応ルータに接続されたポー
トを追跡して、ルータによる IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化します。トポロジ
の変更通知には、IGMPスヌーピングソフトウェアが応答します。デバイスでは、IGMPスヌー
ピングがデフォルトでイネーブルになっています。

この図に、ホストと IGMPルータ間に設置された IGMPスヌーピングスイッチを示します。IGMP
スヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよび Leaveメッセージをスヌーピン
グして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
145



図 15 : IGMPスヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレーン
パケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイヤ 2の
転送処理を操作します。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次のような独自機能があります。

•宛先および送信元の IPアドレスに基づいたマルチキャストパケットの転送が可能な送信元
フィルタリング

• MACアドレスではなく、IPアドレスに基づいたマルチキャスト転送

• MACアドレスに基づいた代わりのマルチキャスト転送

IGMPスヌーピングの詳細については、RFC 4541を参照してください。

IGMPv1および IGMPv2
IGMPv1と IGMPv2は両方とも、メンバーシップレポート抑制をサポートします。つまり、同一
サブネット上の 2つのホストが同一グループのマルチキャストデータを受信する場合、他方のホ
ストからメンバーレポートを受信するホストは、そのレポートを送信しません。メンバーシップ

レポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生します。

各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱退機
能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバーのクエリーメッセージがホストに

送信されません。ソフトウェアは IGMPLeaveメッセージを受信すると、ただちに該当するポート
へのマルチキャストデータ転送を停止します。

IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについてマル
チキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッセージ

タイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メン

バーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）
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IGMPv3
Cisco NX-OSでの IGMPv3スヌーピングの実装では完全な IGMPv3スヌーピングがサポートされ
ています。これにより、IGMPv3レポートの（S、G）情報に基づいて、抑制されたフラッディン
グが提供されます。この送信元ベースのフィルタリングにより、デバイスは対象のマルチキャス

トグループにトラフィックを送信する送信元に基づいて、マルチキャストトラフィックの宛先

ポートを制限できます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各VLANポートに接続されたホストが追跡されます。この
明示的なトラッキング機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。IGMPv3ではすべて
のホストがメンバーシップレポートを送信するため、レポート抑制機能を利用すると、デバイス

から他のマルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィック量を制限できます。レポート抑制

をイネーブルにすると、過去にいずれの IGMPv1ホストまたは IGMPv2ホストからも対象のグルー
プへの要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能により、ダウ

ンストリームホストが送信するメンバーシップレポートからグループステートが構築され、アッ

プストリームクエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップレポートが生成されま

す。

IGMPv3メンバーシップレポートには LANセグメント上のグループメンバの一覧が含まれてい
ますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバーのク

エリーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストからも応

答がなかった場合に、グループステートが解除されます。

IGMPスヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-IndependentMulticast
（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップクエリーを
送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエリアは、マル
チキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない VLANで定義しま
す。

VLANで任意の IPアドレスを使用するようにクエリアを設定できます。

ベストプラクティスとして、簡単にクエリアを参照できるようにするには、一意の IPアドレス
（スイッチインターフェイスまたはホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）仮想 IPアド
レスでまだ使用されていないもの）を設定するべきです。

クエリアの IPアドレスは、ブロードキャスト IPアドレス、マルチキャスト IPアドレス、または
0（0.0.0.0）にしないでください。

（注）

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるため、
IPマルチキャストトラフィックを要求するホストから IGMPレポートメッセージが発信されま
す。IGMPスヌーピングはこれらの IGMPレポートを待ち受けて、適切な転送を確立します。

IGMPスヌーピングクエリアは、RFC 2236に記述されているようにクエリア選択を実行します。
クエリア選択は、次の構成で発生します。
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•異なるスイッチ上の同じVLANに同じサブネットに複数のスイッチクエリアが設定されてい
る場合。

•設定されたスイッチクエリアが他のレイヤ 3 SVIクエリアと同じサブネットにある場合。

仮想化のサポート

IGMPスヌーピングに対して、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義で
きます。

showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認できま
す。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの設定方法については、Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guideを参
照してください。

IGMPスヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングには、次の前提条件が適用されます。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォル

ト VRFに適用されます。

IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPスヌーピングに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

• CiscoNexus9000シリーズスイッチは、IPv4の IGMPスヌーピングをサポートしていますが、
IPv6のMLDスヌーピングはサポートしていません。

• PVLANの IGMPスヌーピングはサポートされていません。

•レイヤ 3 IPv6マルチキャストルーティングはサポートされていません。

•レイヤ 2 IPv6マルチキャストパケットは、着信 VLANでフラッディングされます。

• N9K-X9636C-R、N9K-X9636Q-R、および N9K-X9636C-RXラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9508および 9504プラットフォームスイッチは、vPCでの IGMPスヌーピングをサポー
トします。

• IGMPスヌーピング設定は、vPCペアの両方の vPCピアで同一である必要があります。両方
の vPCピアで IGMPスヌーピングを有効または無効にします。
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両方の vPCピアで IGMPスヌーピングを有効または無効にすると、異な
るMVR送信元 VLANから同じMVR受信者 VLANへの IGMPクエリの
転送も有効になります。結果の IGMPクエリは、異なるバージョンとク
エリ間隔でクエリを送信する場合があります。Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I3(1)より前の動作を維持する場合は、mvr-suppress-query vlan
<id>コマンドを使用します。

（注）

• Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I3(1)より前のリリースで、vPCピアを設定している場合、2台の
デバイス間の IGMPスヌーピング設定オプションに相違があると、次のような結果になりま
す。

•一方のデバイスで IGMPスヌーピングを有効にして、他方で無効にすると、スヌーピン
グが無効であるデバイスではすべてのマルチキャストトラフィックがフラッディングし

ます。

•マルチキャストルータまたはスタティックグループの設定の相違は、トラフィック損失
の原因になり得ます。

•高速脱退、明示的な追跡、およびレポート抑制のオプションをトラフィックの転送に使
用する場合、これらのオプションに相違が生じる可能性があります。

•デバイス間でクエリーパラメータが異なると、一方のデバイスではマルチキャストス
テートが期限切れとなり、もう一方のデバイスでは転送が継続されます。この相違によっ

て、トラフィック損失または転送の長時間化が発生します。

• IGMPスヌーピングクエリアを両方のデバイスで設定している場合、クエリーがトラ
フィックで確認されると、IGMPスヌーピングクエリアはシャットダウンするので、一
方のクエリアだけがアクティブになります。

• ip igmp snooping group-timeoutを有効にする必要があります ip igmp snooping proxy
general-queriesを使用する場合のコマンドを参照してください。これを「never」に設定する
ことをお勧めします。そのように設定しないと、マルチキャストパケットが損失する場合が

あります。

•すべての外部マルチキャストルーターポート (静的に構成されているか、動的に学習されて
いる)は、グローバル ltlインデックスを使用します。その結果、両方のマルチキャストルー
タポート（レイヤ 2トランク）が VLAN Xと VLAN Yの両方を伝送する場合、VLAN Xの
トラフィックはVLANXとVLANYの両方のマルチキャストルータポートに送信されます。

•インターフェイスに静的にバインドされているマルチキャストグループを拒否するように
ルートマップを変更する場合。その後の IGMPレポートはローカルグループによって拒否さ
れ、グループはエージングを始めます。グループへの IGMP脱退メッセージは、影響を与え
ることなく許可されます。これは既知の予期された動作です。
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デフォルト設定

デフォルトパラメータ

有効IGMPスヌーピング

有効明示的な追跡

無効高速脱退

1秒最終メンバークエリ間隔

無効スヌーピングクエリア

有効レポート抑制

有効リンクローカルグループ抑制

無効Optimise-multicast-flood

無効デバイス全体での IGMPv3レポー
ト抑制

有効（Enabled）VLANごとの IGMPv3レポート抑
制

IGMPスヌーピングパラメータの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマン
ドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

他のコマンドを有効にする前に、IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにする必要があ
ります。

（注）

グローバル IGMPスヌーピングパラメータの設定
グローバルに IGMPスヌーピングプロセスの動作を変更するには、オプションの IGMPスヌーピ
ングパラメータを設定します。

IGMPスヌーピングパラメータの注記
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• IGMPスヌーピングプロキシパラメータ

IGMP一般クエリー（GQ）の各インターバルでスヌーピングスイッチにかかる負担を減らす
ために、Cisco NX-OSソフトウェアには、マルチキャストルータに設定されたクエリーイン
ターバルから、IGMPスヌーピングスイッチの定期的な一般クエリー動作を分離する方法が
用意されています。

IGMP一般クエリーをすべてのスイッチポートにフラッディングする代わりに、マルチキャ
ストルータからの一般クエリーを消費するようにデバイスを設定できます。デバイスが一般

クエリーを受信すると、現在アクティブなすべてのグループに対してプロキシレポートを生

成し、ルータのクエリーで指定されたMRTで指定されている期間でプロキシレポートを配
布します。同時に、マルチキャストルータの定期的な一般クエリーのアクティビティに関係

なく、デバイスは、ラウンドロビン方式で VLANの各ポート上に IGMP一般クエリーを送信
します。これは、次の式によって算出されるレートで VLANのすべてのインターフェイスを
順に処理します。

レート = {VLAN内のインターフェイスの数} * {設定されたMRT} * {VLANの数}

このモードでクエリーを実行する場合、デフォルトMRT値は 5,000ミリ秒（5秒）です。
VLANにスイッチポートが 500個あるデバイスの場合、システムのすべてのインターフェイ
スを一巡するには 2,500秒（40分）かかります。これは、デバイス自体がクエリアの場合で
も同様です。

この動作は、随時 1台のホストだけが一般クエリーに応答し、デバイスのパケット/秒 IGMP
機能を下回るレートによる同時レポートレートが保持されることを確実にします（約 3,000
～ 4,000 pps）。

このオプションを使用する場合は、ip igmp snooping group-timeoutを変
更する必要があります。 パラメータを高い値に設定するか、タイムア

ウトしないようにします。

（注）

ip igmp snoopingプロキシの一般的なクエリ mrtコマンドを使用すると、スヌーピング機能
はマルチキャストルータからの一般クエリーにプロキシ応答するようになる一方で、指定さ

れたMRT値を持つ各スイッチポートに対するラウンドロビン式の一般クエリーの送信も行わ
れます。（デフォルトのMRT値は 5秒です）。

• IGMPスヌーピンググループタイムアウトパラメータ

グループタイムアウトパラメータを設定すると 3回連続で一般クエリーの処理できなかった
場合のメンバーシップの期限切れ動作がディセーブルになります。グループメンバーシップ

は、デバイスがそのポートで明示的な IGMP脱退を受信するまで、特定のスイッチポートに
残ります。

The ip igmp snooping group-timeout {timeout | never}コマンドは 3回連続で一般クエリーを受
信しなかったときの IGMPスヌーピンググループメンバーシップの期限切れ動作を変更する
か、ディセーブルにします。
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Step 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 2 次のコマンドを使用して、グローバル IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明オプション

デバイスの IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デフォ
ルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping

switch(config)# ip igmp snooping このコマンドの no形式により、グローバル設定が
ディセーブルになっている場合は、個々の VLAN
で IGMPスヌーピングがイネーブルであるかどう
かに関係なく、すべての VLANで IGMPスヌーピ
ングがディセーブルになります。 IGMPスヌーピ
ングをディセーブルにすると、レイヤ2マルチキャ
ストフレームがすべてのモジュールにフラッディ

ングします。

（注）

イベント履歴バッファのサイズを設定します。デフォルトは

smallです。
ip igmp snooping event-history

switch(config)# ip igmp snooping
event-history

デバイス上のすべての VLANのグループメンバーシップタイ
ムアウト値を設定します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes | never}

switch(config)# ip igmp snooping
group-timeout never

デバイス全体のリンクローカルグループ抑制を構成します。

デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

switch(config)# ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

デバイスの IGMPスヌーピングプロキシを設定します。デフォ
ルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-inquiries [ mrt seconds]

switch(config)# ip igmp snooping proxy
general-inquiries
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説明オプション

マルチキャスト対応ルータに送信されるメンバシップレポー

トトラフィックを制限します。レポート抑制をディセーブル

ip igmp snooping
v3-report-suppression

にすると、すべての IGMPレポートがそのままマルチキャスト
対応ルータに送信されます。デフォルトではイネーブルになっ

ています。
switch(config)# ip igmp snooping
v3-report-suppression

IGMPv3レポート抑制およびプロキシレポートを設定します。
デフォルトではディセーブルになっています。

ip igmp snooping
report-suppression

switch(config)# ip igmp snooping
report-suppression

Step 3 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします。

VLANごとの IGMPスヌーピングパラメータの設定
VLANごとに IGMPスヌーピングプロセスの動作を変更するには、オプションの IGMPスヌーピ
ングパラメータを設定します。

このコンフィギュレーションモードを使用して目的の IGMPスヌーピングパラメータを設定しま
す。ただし、この設定は指定したVLANを明示的に作成した後にのみ適用されます。VLANの作
成については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照して
ください。

（注）

Step 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 2 ip igmp snooping

例：
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switch(config)# ip igmp snooping

IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デフォルトではイネーブルになっています。

このコマンドの no形式により、グローバル設定がディセーブルになっている場合は、個々の
VLANで IGMPスヌーピングがイネーブルであるかどうかに関係なく、すべてのVLANで IGMP
スヌーピングがディセーブルになります。 IGMPスヌーピングをディセーブルにすると、レイヤ
2マルチキャストフレームがすべてのモジュールにフラッディングします。

（注）

Step 3 vlan configuration vlan-id

例：

switch(config)# vlan configuration 2
switch(config-vlan-config)#

VLANに対して目的の IGMPスヌーピングパラメータを設定します。これらの設定は、指定した VLANを
作成するまで適用されません。

Step 4 次のコマンドを使用して、VLANごとに IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明オプション

現在の VLANに対して IGMPスヌーピングをイネーブルに
します。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping

プレフィックスリストまたはルートマップポリシーに基づ

いて、IGMPスヌーピングレポートにフィルタを設定しま
す。デフォルトではディセーブルになっています。

ip igmp snooping access-group
{prefix-list | route-map} policy-name

interface interface slot/port

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
access-group prefix-list plist interface
ethernet 2/2

各ポートに接続されたそれぞれのホストから送信される

IGMPv3メンバーシップレポートを、VLAN別に追跡しま
す。デフォルトは、すべての VLANでイネーブルです。

ip igmp snooping explicit-tracking

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
explicit-tracking

IGMPv2プロトコルのホストレポート抑制メカニズムのた
めに、明示的に追跡できない IGMPv2ホストをサポートし

ip igmp snooping fast-leave

ます。高速脱退がイネーブルの場合、IGMPソフトウェア
switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
fast-leave は、各 VLANポートに接続されたホストが 1つだけである

と見なします。デフォルトは、すべての VLANでディセー
ブルです。

指定したVLANのグループメンバーシップタイムアウトを
設定します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes | never}
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説明オプション

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
group-timeout never

いずれのホストからも IGMPクエリーメッセージへの応答
がないまま、最終メンバのクエリーインターバルの期限が

ip igmp snooping
last-member-query-interval 秒

切れた場合に、関連する VLANポートからグループを削除
します。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒で
す。

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
last-member-query-interval 3

指定した VLANの IGMPスヌーピングプロキシを設定しま
す。デフォルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-queries [mrt seconds]

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
proxy general-queries

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合に、スヌーピ
ip igmp snooping querier ip-address

ングクエリアを設定します。IPアドレスは、メッセージの
送信元として使用します。

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
querier 172.20.52.106

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合の、IGMPv2の
ip igmp snooping querier-timeout 秒

スヌーピングクエリアタイムアウト値を設定します。デ

フォルト値は 255秒です。
switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
querier-timeout 300

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合に、スヌーピ
ip igmp snooping query-interval 秒

ングクエリーインターバルを設定します。デフォルト値は

125秒です。
switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
query-interval 120

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合に、クエリー
ip igmp snooping
query-max-response-time 秒

メッセージのスヌーピングMRTを設定します。デフォルト
値は 10秒です。

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
query-max-response-time 12

プレフィックスリストまたはルートマップポリシーに基づ

いて、IGMPスヌーピングレポートにフィルタを設定しま
す。デフォルトではディセーブルになっています。

ip igmp snooping report-policy
{prefix-list | route-map} policy-name

interface interface slot/port

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
report-policy route-map rmap interface
ethernet 2/4
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説明オプション

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合に、起動時に
送信されるクエリー数に対してスヌーピングを設定します。

ip igmp snooping
startup-query-count value

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
startup-query-count 5

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がな

いため、PIMをイネーブルにしていない場合に、起動時の
スヌーピングクエリーインターバルを設定します。

ip igmp snooping
startup-query-interval 秒

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
startup-query-interval 15000

指定した VLANのロバストネス値を設定します。デフォル
ト値は 2です。

ip igmp snooping
robustness-variable value

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
robustness-variable 5

マルチキャスト対応ルータに送信されるメンバシップレポー

トトラフィックを制限します。レポート抑制をディセーブ

ip igmp snooping report-suppression

ルにすると、すべての IGMPレポートがそのままマルチキャ
switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
report-suppression スト対応ルータに送信されます。デフォルトではイネーブ

ルになっています。

マルチキャストルータへのスタティック接続を設定します。

ルータと接続するインターフェイスが、選択した VLANに
ip igmp snooping mrouter interface
interface

含まれている必要があります。ethernet slot/portのように、
インターフェイスはタイプおよび番号で指定できます。

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
mrouter interface ethernet 2/1

VLANのレイヤ 2ポートをマルチキャストグループのスタ
ティックメンバーとして設定します。ethernet slot/portのよ

ip igmp snooping static-group
group-ip-addr [source source-ip-addr]

interface interface うに、インターフェイスはタイプおよび番号で指定できま

す。

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
static-group 230.0.0.1 interface ethernet
2/1

指定したVLANのリンクローカルグループ抑制を設定しま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
link-local-groups-suppression
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説明オプション

指定した VLANの IGMPv3レポート抑制およびプロキシレ
ポートを設定します。デフォルトでは VLANごとに有効に
なっています。

ip igmp snooping
v3-report-suppression

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
v3-report-suppression

指定した VLANの IGMPバージョン番号を設定します。ip igmp snooping version value

switch(config-vlan-config)# ip igmp snooping
version 2

Step 5 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします。

IGMPスヌーピング設定の確認
説明コマンド

IGMPスヌーピング設定を VLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングクエリアをVLAN別に表示
します。

show ip igmp snooping querier [vlan vlan-id]

マルチキャストルータポートを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [vlan vlan-id]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報をVLAN
別に表示します。

show ip igmp snooping explicit-tracking [vlan
vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピング統計情報の表示
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報を表示できます。
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説明コマンド

IGMPスヌーピング統計情報を表示します。こ
の出力で、仮想ポートチャネル（vPC）の統計
情報を確認できます。

show ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングのフィルタが設定されてい
る場合、VLANごとに詳細な統計情報を表示し
ます。

show ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMPスヌーピング統計情報のクリア
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報をクリアできます。

説明コマンド

IGMPスヌーピングの統計情報をクリアします。clear ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングフィルタの統計情報をクリ
アします。

clear ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMPスヌーピングの設定例

このセクションでの設定は、指定されたVLANを作成した後にのみ適用されます。VLANの作成
については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してく
ださい。

（注）

次に、IGMPスヌーピングパラメータを設定する例を示します。

config t
ip igmp snooping
vlan configuration 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression

次に、プレフィックスリストを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィル
タ処理する例を示します。
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ip prefix-list plist seq 5 permit 224.1.1.1/32
ip prefix-list plist seq 10 permit 224.1.1.2/32
ip prefix-list plist seq 15 deny 224.1.1.3/32
ip prefix-list plist seq 20 deny 225.0.0.0/8 eq 32

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/3

上記の例では、プレフィックスリストは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と
225.0.0.0/8範囲のすべてのグループを拒否しています。プレフィックスリストは、一致がない場
合は暗黙的な「拒否」になります。その他すべてを許可する場合、ip prefix-list plist seq 30 permit
224.0.0.0/4 eq 32を追加します。

次に、ルートマップを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィルタ処理す
る例を示します。

route-map rmap permit 10
match ip multicast group 224.1.1.1/32

route-map rmap permit 20
match ip multicast group 224.1.1.2/32

route-map rmap deny 30
match ip multicast group 224.1.1.3/32

route-map rmap deny 40
match ip multicast group 225.0.0.0/8

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/4
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/5

上記の例では、ルートマップは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と 225.0.0.0/8
範囲のすべてのグループを拒否しています。ルートマップは、一致がない場合は暗黙的な「拒否」

になります。その他すべてを許可する場合、route-map rmap permit 50 match ip multicast group
224.0.0.0/4を追加します。
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第 7 章

MSDPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）を設定する手順
について説明します。

• MSDPについて（161ページ）
• MSDPの前提条件（163ページ）
•デフォルト設定（164ページ）
• MSDPの設定（164ページ）
• MSDPの設定の確認（173ページ）
• MSDPのモニタリング（174ページ）
• MSDPの設定例（175ページ）
•関連資料（176ページ）
•標準（176ページ）

MSDPについて
マルチキャストソース検出プロトコル（MSDP）を使用すると、複数のボーダーゲートウェイプ
ロトコル（BGP）対応のプロトコル独立マルチキャスト（PIM）スパースモードドメイン間で、
マルチキャストソース情報を交換できます。また、MSDPを使用してAnycast-RP設定を作成し、
RP冗長性および負荷共有機能を提供できます。BGPの詳細については、Cisco Nexus 9000シリー

ズ NX-OSユニキャストルーティング設定ガイドを参照してください

MSDPは、すべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされています。

受信者が別のドメイン内の送信元から送信されたグループに参加する場合、ランデブーポイント

（RP）は送信元方向にPIMJoinメッセージを送信して、最短パスツリーを構築します。代表ルー
タ（DR）は、送信元ドメイン内の送信元ツリーでパケットを送信します。これらのパケットは、
送信元ドメイン内の RPを経由し、送信元ツリーのブランチを通って他のドメインへと送信され
ます。受信者を含むドメインでは、対象のドメインの RPが送信元ツリー上に配置されている場
合があります。ピアリング関係は転送制御プロトコル（TCP）接続を介して構築されます。

次の図に、4つの PIMドメインを示します。接続されたRP（ルータ）は、アクティブな送信元情
報を相互に交換するため、MSDPピアと呼ばれます。各MSDPピアは他のピアにマルチキャスト
送信元情報の独自のセットをアドバタイズします。送信元ホスト 2はグループ 224.1.1.1にマルチ
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キャストデータを送信します。MSDPプロセスでは、RP 6上で PIM Registerメッセージを介して
送信元に関する情報を学習すると、ドメイン内の送信元に関する情報が、Source-Active（SA）メッ
セージの一部としてMSDPピアに送信されます。SAメッセージを受信したRP 3およびRP 5は、
MSDPピアに SAメッセージを転送します。RP 5は、ホスト 1からグループ 224.1.1.1上のマルチ
キャストデータに対する要求を受信すると、192.1.1.1のホスト 2方向に PIM Joinメッセージを送
信して、送信元への最短パスツリーを構築します。

図 16 :異なる PIMドメインに属する RP間のMSDPピアリング

各 RP間でMSDPピアリング設定を行うには、フルメッシュを作成します。一般的なMSDPフル
メッシュは、RP 1、RP 2、RP 3のように自律システム内に作成され、自律システム間には作成さ
れません。ループ抑制およびMSDPピア逆パス転送（RPF）により、SAメッセージのループを防
止するには、BGPを使用します。

PIMドメイン内で Anycast RP（ロードバランシングおよびフェールオーバーを実行できる RPの
セット）を使用する場合、BGPを設定する必要はありません。

（注）

PIM Anycast（RFC 4610）を使用して、MSDPの代わりに Anycast-RP機能を提供できます。（注）

MSDPの詳細については、RFC 3618を参照してください。

SAメッセージおよびキャッシング
MSDPピアによる Source-Active（SA）メッセージの交換を通じて、アクティブな送信元に関する
情報を伝達させます。SAメッセージには、次の情報が格納されています。

•データ送信元の送信元アドレス
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•データ送信元で使用されるグループアドレス

• RPの IPアドレスまたは設定済みの送信元 ID

PIM Registerメッセージによって新しい送信元がアドバタイズされると、MSDPプロセスはその
メッセージを再カプセル化して SAメッセージに格納し、即座にすべてのMSDPピアに転送しま
す。

SAキャッシュには、SAメッセージを介して学習したすべての送信元情報が保持されます。キャッ
シングを使用すると、既知のグループの情報がすべてキャッシュに格納されるため、新たな受信

者を迅速にグループに加入させることができます。キャッシュに格納する送信元エントリ数を制

限するには、SA制限ピアパラメータを設定します。特定のグループプレフィックスに対して
キャッシュに格納する送信元エントリ数を制限するには、グループ制限グローバルパラメータを

設定します。SAキャッシュはデフォルトでイネーブルになっており、ディセーブルにはできませ
ん。

MSDPソフトウェアは 60秒おきに、または SAインターバルのグローバルパラメータの設定に
従って、SAキャッシュ内の各グループに SAメッセージを送信します。対象の送信元およびグ
ループに関する SAメッセージが、SAインターバルから 3秒以内に受信されなかった場合、SA
キャッシュ内のエントリは削除されます。

MSDPピア RPF転送
MSDPピアは、発信元RPから離れた場所で SAメッセージを受信し、そのメッセージの転送を行
います。このアクションは、ピア RPFフラッディングと呼ばれます。このルータは BGPまたは
MBGPルーティングテーブルを調べ、SAメッセージの発信元 RP方向にあるネクストホップピ
アを特定します。このピアを Reverse Path Forwarding（RPF）ピアと呼びます。

MSDPピアは、非 RPFピアから送信元 RPへ向かう同じ SAメッセージを受信すると、そのメッ
セージをドロップします。それ以外の場合、すべてのMSDPピアにメッセージが転送されます。

MSDPメッシュグループ
MSDPメッシュグループを使用すると、ピア RPFフラッディングで生成される SAメッセージ数
を抑えることができます。メッシュ内のすべてのルータ間にピアリング関係を設定してから、こ

れらのルータのメッシュグループを作成すると、あるピアから発信される SAメッセージが他の
すべてのピアに送信されます。メッシュ内のピアが受信した SAメッセージは転送されません。

ルータは複数のメッシュグループに参加できます。デフォルトでは、メッシュグループは設定さ

れていません。

MSDPの前提条件
MSDPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。
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•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォル

ト VRFに適用されます。

• MSDPを設定するネットワークに PIMが設定済みである。

デフォルト設定
次の表に、MSDPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 18 : MSDPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

ピアの説明はありません。説明

ピアは定義された時点でイネーブルになります。管理シャットダウン

すべてのMD5パスワードがディセーブルになっ
ています。

MD5パスワード

すべての SAメッセージが受信されます。SAポリシー（IN）

発信される SAメッセージには登録済みの全送
信元が含まれます。

SAポリシー（OUT）

上限は定義されていません。SAの上限

ローカルシステムの RPアドレスです。発信元インターフェイスの名前

グループの上限は定義されていません。グループの上限

60秒SAインターバル

MSDPの設定
MSDPピアリングを有効にするには、各 PIMドメイン内で以下のようにMSDPピアを設定しま
す。

1. MSDPピアとして動作させるルータを選択します。

2. MSDP機能をイネーブルにします。

3. ステップ 1で選択した各ルータで、MSDPピアを設定します。

4. 各MSDPピアでオプションのMSDPピアパラメータを設定します。

5. 各MSDPピアでオプションのグローバルパラメータを設定します。
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6. 各MSDPピアでオプションのメッシュグループを設定します。

MSDPをイネーブルにする前に入力されたMSDPコマンドは、キャッシュに格納され、MSDPが
イネーブルになると実行されます。ip msdp peerコマンドを使用し、または ip msdp originator-id
コマンドはMSDPを有効にします。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマン
ドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

MSDP機能の有効化

手順の概要

1. configure terminal
2. feature msdp

3. （任意） show running-configuration msdp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDP機能をイネーブルにして、MSDPコマンドを
実行できるようにします。デフォルトでは、MSDP
機能はディセーブルになっています。

feature msdp

例：

switch# feature msdp

Step 2

MSDPの実行コンフィギュレーション情報を示しま
す。

（任意） show running-configuration msdp

例：

Step 3

switch# show running-configuration msdp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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MSDPピアの構成
現在の PIMドメインまたは別の PIMドメイン内にある各MSDPピアとピアリング関係を構築す
るには、MSDPピアを設定します。最初のMSDPピアリング関係を設定すると、ルータ上でMSDP
がイネーブルになります。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。

MSDPピアとして設定するルータのドメイン内で、PIMが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface [remote-as as-number]
3. ピア IPアドレス、インターフェイス、および AS番号を必要に応じて変更し、各MSDPピア
リング関係についてステップ 2を繰り返します。

4. （任意） show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPピアを設定してピア IPアドレスを指定しま
す。ソフトウェアは、インターフェイスの送信元 IP

ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface
[remote-as as-number]

例：

Step 2

アドレスを使用して、ピアとの TCP接続を行いま
す。インターフェイスは type slot/portという形式でswitch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10

connect-source ethernet 2/1 remote-as 8 表します。AS番号がローカル ASと同じ場合、対象
のピアは PIMドメイン内にあります。それ以外の場
合、対象のピアは PIMドメインの外部にあります。
デフォルトでは、MSDPピアリングはディセーブル
になっています。

このコマンドを使用すると、MSDPピア
リングがイネーブルになります。

（注）

—ピア IPアドレス、インターフェイス、および AS番
号を必要に応じて変更し、各MSDPピアリング関係
についてステップ 2を繰り返します。

Step 3
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目的コマンドまたはアクション

MSDPピアの要約情報を表示します。（任意） show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]

例：

Step 4

switch# show ip msdp summary

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPピアパラメータの設定
次の表に示されているオプションのMSDPピアパラメータが設定可能です。これらのパラメータ
は、各ピアの IPアドレスを使用して、グローバルコンフィギュレーションモードで設定します。

表 19 : MSDPピアパラメータ

説明パラメータ

ピアの説明を示すストリング。デフォルトで

は、ピアの説明は設定されていません。

説明

MSDPピアをシャットダウンするパラメータ。
コンフィギュレーションの設定はこのコマンド

の影響を受けません。このパラメータを使用す

ると、ピアがアクティブになる前に、複数のパ

ラメータ設定を有効にできます。シャットダウ

ンを実行すると、その他のピアとの TCP接続
は強制終了されます。デフォルトでは、各ピア

は定義した時点でイネーブルになります。

管理シャットダウン

ピアの認証に使用されるMD5共有パスワード
キー。デフォルトでは、MD5パスワードはディ
セーブルになっています。

MD5パスワード

着信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、すべての SAメッセージが受
信されます。

ルートマップポリシーの設定方法

については、Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration
Guideを参照してください。

（注）

SAポリシー（IN）
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説明パラメータ

発信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、発信される SAメッセージに
は登録済みの全送信元が含まれます。

ルートマップポリシーの設定方法

については、Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration
Guideを参照してください。

（注）

SAポリシー（OUT）

ピアで許可され、SAキャッシュに格納される
(S, G)エントリ数。デフォルトでは、上限はあ
りません。

SAの上限

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp description peer-ip-address description

3. ip msdp shutdown peer-ip-address

4. ip msdp password peer-ip-address password

5. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in
6. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out
7. ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

8. （任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name | all]]
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

ステップ 2でリストされたコマンドを使
用して、MSDPピアパラメータを設定し
ます。

（注）switch# configure terminal
switch(config)#

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp description peer-ip-address description

例：

Step 2

switch(config)# ip msdp description 192.168.1.10
peer in Engineering network
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目的コマンドまたはアクション

ピアをシャットダウンします。デフォルトでは、各

ピアは定義した時点でイネーブルになります。

ip msdp shutdown peer-ip-address

例：

Step 3

switch(config)# ip msdp shutdown 192.168.1.10

ピアのMD5パスワードをイネーブルにします。デ
フォルトでは、MD5パスワードはディセーブルに
なっています。

ip msdp password peer-ip-address password

例：

switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10
my_md5_password

Step 4

着信SAメッセージのルートマップポリシーをイネー
ブルにします。デフォルトでは、すべての SAメッ
セージが受信されます。

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in

例：

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_incoming_sa_policy in

Step 5

発信SAメッセージのルートマップポリシーをイネー
ブルにします。デフォルトでは、発信されるSAメッ
セージには登録済みの全送信元が含まれます。

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out

例：

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_outgoing_sa_policy out

Step 6

ピアから受信可能な（S,G）エントリ数の上限を設定
します。デフォルトでは、上限はありません。

ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

例：

Step 7

switch(config)# ip msdp sa-limit 192.168.1.10 5000

MSDPピアの詳細情報を表示します。（任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf
[vrf-name | all]]

Step 8

例：

switch(config)# show ip msdp peer 192.168.1.10

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPグローバルパラメータの設定
次の表に示されているオプションのMSDPグローバルパラメータが設定可能です。
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表 20 : MSDPグローバルパラメータ

説明パラメータ

SAメッセージエントリの RPフィールドで使
用される IPアドレス。Anycast RPを使用する
場合は、すべてのRPに対して同じ IPアドレス
を使用します。このパラメータを使用すると、

各MSDPピアの RPに一意の IPアドレスを定
義できます。デフォルトでは、ローカルシステ

ムの RPアドレスが使用されます。

RPアドレスにはループバックイン
ターフェイスを使用することを推奨

します。

（注）

発信元インターフェイスの名前

指定したプレフィックスに対して作成される

(S, G)エントリの最大数。グループの上限を超
えた場合、そのグループは無視され、違反状態

が記録されます。デフォルトでは、グループの

上限は定義されていません。

グループの上限

Source-Active（SA）メッセージを送信する間
隔。有効値の範囲は60～65,535秒です。デフォ
ルトは 60秒です。

SAインターバル

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp originator-id interface

3. ip msdp group-limit limit source source-prefix

4. ip msdp sa-interval seconds

5. （任意） show ip msdp summary [vrf [ vrf-name | all]]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp originator-id interface

例：

Step 2

SAメッセージエントリのRPフィールドで使用され
る IPアドレスを設定します。デフォルトでは、ロー
カルシステムの RPアドレスが使用されます。

switch(config)# ip msdp originator-id loopback0

RPアドレスにはループバックインター
フェイスを使用することを推奨します。

（注）

指定したプレフィックスに対してソフトウェアが作

成する (S, G)エントリの最大数。グループの上限を
ip msdp group-limit limit source source-prefix

例：

Step 3

超えた場合、そのグループは無視され、違反状態がswitch(config)# ip msdp group-limit 1000 source
192.168.1.0/24 記録されます。デフォルトでは、グループの上限は

定義されていません。

Source-Active（SA）メッセージを送信する間隔。有
効値の範囲は 60～ 65,535秒です。デフォルトは 60
秒です。

ip msdp sa-interval seconds

例：

switch(config)# ip msdp sa-interval 80

Step 4

MDSPコンフィギュレーションのサマリーを表示し
ます。

（任意） show ip msdp summary [vrf [ vrf-name | all]]

例：

Step 5

switch(config)# show ip msdp summary

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPメッシュグループの設定
グローバルコンフィギュレーションモードでオプションのMSDPメッシュグループを設定する
には、メッシュ内の各ピアを指定します。同じルータに複数のメッシュグループを設定したり、

各メッシュグループに複数のピアを設定したりできます。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

3. ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内の各MSDPピアについてステップ 2を繰り返します。
4. （任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf [vrf-name | all]]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPメッシュを設定してピア IPアドレスを指定し
ます。同じルータに複数のメッシュを設定したり、

ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

例：

Step 2

各メッシュグループに複数のピアを設定したりできswitch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10
my_mesh_1 ます。デフォルトでは、メッシュグループは設定さ

れていません。

—ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内の各MSDPピ
アについてステップ 2を繰り返します。

Step 3

MSDPメッシュグループ設定に関する情報を表示し
ます。

（任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | all]]

例：

Step 4

switch# show ip msdp mesh-group

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPプロセスの再起動

始める前に

MSDPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができま
す。

手順の概要

1. restart msdp
2. configure terminal
3. ip msdp flush-routes
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4. （任意） show running-configuration | include flush-routes

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

MSDPプロセスを再起動します。restart msdp

例：

Step 1

switch# restart msdp

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 2

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip msdp flush-routes

例：

Step 3

switch(config)# ip msdp flush-routes

実行コンフィギュレーションの flush-routes設定行を
表示します。

（任意） show running-configuration | include
flush-routes

例：

Step 4

switch(config)# show running-configuration |
include flush-routes

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPの設定の確認
MSDPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

MSDP(S,G)エントリ数およびグループ数を自律
システム（AS）番号別に表示します。

show ip msdp count [as-number] [vrf [vrf-name |
all]]

MSDPメッシュグループ設定を表示します。show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | all]]

MSDPピアのMSDP情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name |
all]]
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説明コマンド

RPアドレスへのBGPパス上にあるネクストホッ
プ ASを表示します。

show ip msdp rpf [rp-address] [vrf [vrf-name | all]]

MSDPで学習された送信元と、グループ上限設
定に関する違反状況を表示します。

show ip msdp sources [vrf [vrf-name | all]]

MSDPピア設定の要約を表示します。show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]

MSDPのモニタリング
次に、MSDPの統計情報を、表示およびクリアするための機能について説明します。

統計の表示

次のコマンドを使用して、MSDP統計情報を表示できます。

説明コマンド

MSDPピアのMSDPポリシー統
計情報を表示します。

show ip msdp policy statistics sa-policy peer-address {in | out} [vrf
[vrf-name | all]]

MSDP SAルートキャッシュを
表示します。送信元アドレスを

指定した場合は、その送信元に

対応するすべてのグループが表

示されます。グループアドレス

を指定した場合は、そのグルー

プに対応するすべての送信元が

表示されます。

show ip msdp {sa-cache | route} [source-address] [group-address]
[vrf [vrf-name | all]] [asn-number] [peer peer-address]

統計情報のクリア

MSDP統計情報は、以下のコマンドを使用してクリアできます。

説明コマンド

MSDPピアとの TCP接続をクリアします。clear ip msdp peer [peer-address] [vrf vrf-name]

MSDPピア SAポリシーの統計情報カウンタを
クリアします。

clear ip msdp policy statistics sa-policy peer-address
{in | out} [vrf vrf-name]

MSDPピアの統計情報をクリアします。clear ip msdp statistics [peer-address] [vrf vrf-name]
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説明コマンド

SAキャッシュ内のグループエントリをクリア
します。

clear ip msdp {sa-cache | route} [group-address]
[vrf [vrf-name | all]]

MSDPの設定例
MSDPピア、一部のオプションパラメータ、およびメッシュグループを設定するには、MSDPピ
アごとに次の手順を実行します。

1. 他のルータとのMSDPピアリング関係を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/0 remote-as 8

2. オプションのピアパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10 my_peer_password_AB

3. オプションのグローバルパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp sa-interval 80

4. 各メッシュグループ内のピアを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_1

次に、下に示すMSDPピアリングのサブセットの設定例を示します。

RP 3: 192.168.3.10（AS 7）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.2.10 connect-source ethernet 1/2
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as

9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_36
ip msdp sa-interval 80
ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.2.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.3.10 mesh_group_123
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RP 5: 192.168.5.10（AS 8）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.4.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as

9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

RP 6: 192.168.6.10（AS 9）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.7.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.3.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as

7
ip msdp peer 192.168.5.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as

8
ip msdp password 192.168.3.10 my_peer_password_36
ip msdp password 192.168.5.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSユニキャストルーティング

設定ガイド』

MBGPの設定

標準

タイトル標準

マルチキャストソース検出プロトコル（MSDP）RFC 4624
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第 8 章

MVRの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でMVR機能を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• MVRについて（177ページ）
• MVRの他の機能との相互運用性（178ページ）
• MVRに関する注意事項と制約事項（178ページ）
•デフォルトのMVR設定（179ページ）
• MVRの設定（179ページ）
• MVR設定の確認（183ページ）
• MVR設定の例（186ページ）

MVRについて
一般的なレイヤ 2マルチVLANネットワークでは、マルチキャストグループへの加入者を複数の
VLANに設定できます。それらのVLAN間でデータ分離を維持するには、送信元VLAN上のマル
チキャストストリームをルータに渡す必要があります。そこで、そのストリームがすべての加入

者 VLANで複製され、アップストリーム帯域幅が消費されます。

マルチキャスト VLANレジストレーション（MVR）を使用すると、レイヤ 2スイッチでマルチ
キャストデータを共通の割り当て済み VLANの送信元から加入者 VLANに転送し、ルータのバ
イパスによってアップストリーム帯域幅を節約できます。スイッチは、MVR IPマルチキャスト
ストリームのマルチキャストデータを、IGMPレポートまたはMVRのスタティックコンフィギュ
レーションのいずれかを使用して、ホストが加入したMVRポートに対してだけ転送します。ス
イッチは、MVRホストから受信した IGMPレポートを送信元ポートに対してだけ転送します。他
のトラフィックでは、VLAN分離が保持されます。

MVRでは、マルチキャストストリームを送信元から伝送するために、少なくとも 1つの VLAN
を共通 VLANとして指定する必要があります。そのような複数のマルチキャスト VLAN（MVR
VLAN）をシステムで設定でき、さらにグローバルなデフォルトMVRVLANとインターフェイス
固有のデフォルトMVRVLANを設定できます。MVRを使用した各マルチキャストグループは、
MVR VLANに割り当てられます。
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MVRを使用すると、ポート上の加入者は、IGMPJoinおよびLeaveメッセージを送信することで、
MVRVLAN上のマルチキャストストリームへの加入および脱退を行うことができます。MVRグ
ループからの IGMP Leaveメッセージは、Leaveメッセージを受信するVLANの IGMP設定に従っ
て処理されます。IGMP高速脱退が VLANでイネーブルになっている場合、ポートがただちに削
除されます。それ以外の場合は、他のホストがポートに存在するかどうかを判断するために、

IGMPクエリーがグループに送信されます。

MVRの他の機能との相互運用性

MVRと IGMPスヌーピング

MVRは IGMPスヌーピングの基本メカニズムで動作しますが、この 2つの機能はそれぞれ単独で
動作します。それぞれ、もう一方の機能の動作に影響を与えずにイネーブルまたはディセーブル

に設定できます。IGMPスヌーピングがグローバルに、あるいは VLANでディセーブルになって
いる場合、およびMVRが VLANでイネーブルになっている場合、IGMPスヌーピングは VLAN
で内部的にイネーブルになります。非MVRレシーバポート上でMVRグループ用に受信した
Join、またはMVRレシーバポート上で非MVRグループ用に受信した Joinは、IGMPスヌーピン
グによって処理されます。

MVRと vPC

• IGMPスヌーピングと同様に、仮想ポートチャネル（vPC）ピアスイッチで受信された IGMP
制御メッセージは、ピア間で交換され、MVRグループ情報を同期できます。

• MVR設定は、ピア間で一貫している必要があります。

• no ip igmp snooping mrouter vpc-peer-linkコマンドはMVRに適用されます。このコマンドを
使用する際、VLANに孤立ポートがない限り、マルチキャストトラフィックは送信元 VLAN
およびレシーバ VLANのピアリンクに送信されません。

• show mvr memberコマンドは、vPCピアスイッチのマルチキャストグループを表示します。
ただし、vPCピアスイッチは、グループの IGMPメンバーシップレポートを受信しない場
合、マルチキャストグループを表示しません。

MVRに関する注意事項と制約事項
MVRには、次のガイドラインと制限事項があります。

• MVRは、N9K-X9636C-R、N9K-X9636C-RX、または N9K-X9636Q-Rラインカードを備えた
Cisco Nexus 9508スイッチでのみサポートされます。

• MVRは、個々のポート、ポートチャネル、仮想イーサネット（vEth）ポートなどのレイヤ 2
イーサネットポートでのみサポートされます。
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• MVRレシーバポートはアクセスポートでなければなりません。トランクポートにはできま
せん。MVR送信元ポートは、アクセスポートまたはトランクポートのどちらかにする必要
があります。

• Flex LinkポートでのMVRの設定はサポートされません。

•プライオリティタギングは、MVRレシーバポートではサポートされません。

• MVR VLANの合計数は 250未満にする必要があります。

デフォルトのMVR設定
次の表に、MVRパラメータのデフォルト設定を示します。

表 21 :デフォルトのMVRパラメータ

デフォルトパラメータ

グローバルおよびインターフェイス単位でディセーブルMVR

未設定グローバルMVR VLAN

受信ポートでも送信元ポートでもないインターフェイス（ポートごと）

MVRの設定

MVRグローバルパラメータの設定
MVRとさまざまな構成パラメータをグローバルに有効にすることができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no]mvr
3. [no] mvr-vlan vlan-id

4. [no] mvr-group addr [/mask] [count groups] [vlan vlan-id]
5. （任意） clear mvr counters [source-ports | receiver-ports]
6. （任意） show mvr

7. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MVRをグローバルにイネーブルにします。デフォル
トではディセーブルになっています。

[no]mvr

例：

Step 2

MVRをディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

switch(config)# mvr
switch(config-mvr)#

グローバルなデフォルトMVRVLANを指定します。
MVR VLANは、後続のレシーバが加入するマルチ

[no] mvr-vlan vlan-id

例：

Step 3

キャストメッセージの送信元です。指定できる範囲

は 1～ 4094です。
switch(config-mvr)# mvr-vlan 7

MVR VLANをクリアするには、コマンドの no形式
を使用します。

指定した IPv4アドレスのマルチキャストグループ
（およびオプションとしてのネットマスク長）をグ

[no]mvr-group addr [/mask] [count groups] [vlan vlan-id]

例：

Step 4

ローバルなデフォルトMVR VLANに追加します。switch(config-mvr)# mvr-group 230.1.1.1 count 4
このコマンドを繰り返して、追加グループをMVR
VLANに追加することができます。

IPアドレスは a.b.c.d/m形式で入力します。mはネッ
トマスクのビット数（1～ 31）です。

オプションとして、指定した IPドレスから始まる連
続マルチキャスト IPアドレスを使用して、いくつか
のMVRグループを指定できます。countキーワード
を使用して、その後に 1～ 64の番号を指定します。

オプションで、vlanキーワードを使用してグループ
のMVR VLANを指定できます。それ以外の場合、
グループはデフォルトのMVR VLANに割り当てら
れます。

グループ設定をクリアするには、コマンドのno形式
を使用します。

MVR IGMPパケットカウンタをクリアします。（任意） clear mvr counters [source-ports |
receiver-ports]

Step 5

例：

switch(config-mvr)# clear mvr counters
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目的コマンドまたはアクション

グローバルMVR設定を表示します。（任意） show mvr

例：

Step 6

switch(config-mvr)# show mvr

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-mvr)# copy running-config
startup-config

MVRインターフェイスの設定
Cisco NX-OSデバイスでMVRインターフェイスを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. mvr
3. interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number | vethernet number}
4. [no] mvr-type {source |receiver}
5. （任意） [no] mvr-vlan vlan-id

6. （任意） [no] mvr-group addr [/mask] [vlan vlan-id]
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MVRをグローバルにイネーブルにします。デフォル
トではディセーブルになっています。

mvr

例：

Step 2

MVRがグローバルにイネーブルになっ
ている場合は、このコマンドは必要あり

ません。

（注）switch(config)# mvr
switch(config-mvr)#

設定するレイヤ 2ポートを指定して、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface {ethernet slot/port | port-channel
channel-number | vethernet number}

例：

Step 3

switch(config-mvr)# interface ethernet 2/2
switch(config-mvr-if)#
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目的コマンドまたはアクション

MVRポートを、次のポートタイプのいずれかに設
定します。

[no] mvr-type {source |receiver}

例：

Step 4

• source：マルチキャストデータを送受信するアッ
プリンクポートがMVR送信元として設定され

switch(config-mvr-if)# mvr-type source

ます。そのポートは、自動的にMVRマルチキャ
ストグループのスタティックレシーバになりま

す。送信元ポートをMVR VLANのメンバにす
る必要があります。

• receiver：MVRマルチキャストグループに登録
するホストに接続されているアクセスポートが

MVR受信者として設定されます。レシーバポー
トでデータを受信するのは、IGMPLeaveおよび
Joinメッセージを使用してそのポートがマルチ
キャストグループのメンバになっている場合だ

けです。

MVR特性を使用して非MVRポートを設定しようと
すると、その設定はキャッシュされますが、そのポー

トがMVRポートがになるまで有効になりません。
デフォルトのポートモードは非MVRです。

インターフェイスで受信された Join用にグローバル
なデフォルトMVRVLANを上書きするインタフェー

（任意） [no] mvr-vlan vlan-id

例：

Step 5

スのデフォルトMVR VLANを指定します。MVR
switch(config-mvr-if)# mvr-vlan 7

VLANは、後続のレシーバが加入するマルチキャス
トメッセージの送信元です。指定できる範囲は 1～
4094です。

指定した IPv4アドレスのマルチキャストグループ
（およびオプションのネットマスク長）をインター

（任意） [no] mvr-group addr [/mask] [vlan vlan-id]

例：

Step 6

フェイスMVRVLANに追加し、グローバルMVRグ
switch(config-mvr-if)# mvr-group 225.1.3.1 vlan
100 ループ設定を上書きします。このコマンドを繰り返

して、付加的なグループをMVR VLANに追加する
ことができます。

IPアドレスは a.b.c.d/m形式で入力します。mはネッ
トマスクのビット数（1～ 31）です。

オプションとして、グループのMVR VLANを vlan
キーワードを使用して指定することができます。こ

のキーワードを使用しない場合、グループはインター

フェイスのデフォルト（指定した場合）またはグロー

バルなデフォルトMVRVLANに割り当てられます。
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスとネットワークマスクをクリアするに
は、コマンドの no形式を使用します。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-mvr-if)# copy running-config
startup-config

VLANからの IGMPクエリ転送の抑制
ソース VLANからレシーバ VLANへの IGMP一般クエリを抑制するには、次の手順を実行しま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. mvr-config
3. mvr-suppress-query vlan vlan-ID

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルMVRコンフィギュレーションモードを
開始します。

mvr-config

例：

Step 2

switch# mvr-config
switch(config-mvr)#

一般クエリを抑制する必要があるMVRIDまたはソー
ス VLAN範囲を表示します。VLAN IDの値は 1～

mvr-suppress-query vlan vlan-ID

例：

Step 3

3967です。VLAN IDは、1～ 5、10、または 2～ 5、
7～ 19の範囲で表すこともできます。

switch(config-mvr)# mvr-suppress-query vlan 1-5
switch(config-mvr)#

MVR設定の確認
MVRの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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説明コマンド

MVRサブシステムの設定およびステータスを
表示します。

show mvr

MVRグループの設定を表示します。show mvr groups

指定したVLAN上の IGMPスヌーピング情報を
表示します。

show ip igmp snooping [ vlan vlan-id]

指定したインターフェイスのMVR設定を表示
します。

show mvr interface {ethernet slot/port |
port-channel number}

すべてのMVR受信者メンバーの数と詳細を表
示します。

show mvr members [count]

指定したインターフェイスのMVRメンバの詳
細を表示します。

show mvr members interface {ethernet slot/port |
port-channel number}

指定した VLANのMVRメンバの詳細を表示し
ます。

show mvr members vlan vlan-id

すべてのインターフェイスまたは指定したイン

ターフェイスのすべてのMVRレシーバポート
を表示します。

show mvr receiver-ports [ethernet slot/port |
port-channel number]

すべてのインターフェイスまたは指定したイン

ターフェイスのすべてのMVR送信元ポートを
表示します。

show mvr source-ports [ethernet slot/port |
port-channel number]

次に、MVRパラメータを確認する例を示します。
switch# show mvr
MVR Status : enabled
Global MVR VLAN : 100
Number of MVR VLANs : 4

次に、MVRグループ設定を確認する例を示します。
switch# show mvr groups
* - Global default MVR VLAN.

Group start Group end Count MVR-VLAN Interface
Mask

------------- --------------- ------ -------- -----------
228.1.2.240 228.1.2.255 /28 101
230.1.1.1 230.1.1.4 4 *100
235.1.1.6 235.1.1.6 1 340
225.1.3.1 225.1.3.1 1 *100 Eth1/10

次に、MVRインターフェイス設定とステータスを確認する例を示します。
switch# show mvr interface
Port VLAN Type Status MVR-VLAN
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---- ---- ---- ------ --------
Po10 100 SOURCE ACTIVE 100-101
Po201 201 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po202 202 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po203 203 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po204 204 RECEIVER INACTIVE 100-101,340
Po205 205 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po206 206 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po207 207 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po208 208 RECEIVER ACTIVE 2000-2001
Eth1/9 340 SOURCE ACTIVE 340
Eth1/10 20 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth2/2 20 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth102/1/1 102 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth102/1/2 102 RECEIVER INACTIVE 100-101,340
Eth103/1/1 103 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth103/1/2 103 RECEIVER ACTIVE 100-101,340

Status INVALID indicates one of the following misconfiguration:
a) Interface is not a switchport.
b) MVR receiver is not in access mode.
c) MVR source is in fex-fabric mode.

次に、すべてのMVRメンバを表示する例を示します。
switch# show mvr members
MVR-VLAN Group Address Status Members
-------- ------------- ------- -------
100 230.1.1.1 ACTIVE Po201 Po202 Po203 Po205 Po206
100 230.1.1.2 ACTIVE Po205 Po206 Po207 Po208
340 235.1.1.6 ACTIVE Eth102/1/1
101 225.1.3.1 ACTIVE Eth1/10 Eth2/2
101 228.1.2.241 ACTIVE Eth103/1/1 Eth103/1/2

次に、すべてのインターフェイスのすべてのMVRレシーバポートを表示する例を示します。
switch# show mvr receiver-ports
Port MVR-VLAN Status Joins Leaves

(v1,v2,v3)
------------ -------- -------- ------------ ------------
Po201 100 ACTIVE 8 2
Po202 100 ACTIVE 8 2
Po203 100 ACTIVE 8 2
Po204 100 INACTIVE 0 0
Po205 100 ACTIVE 10 6
Po206 100 ACTIVE 10 6
Po207 100 ACTIVE 5 0
Po208 100 ACTIVE 6 0
Eth1/10 101 ACTIVE 12 2
Eth2/2 101 ACTIVE 12 2
Eth102/1/1 340 ACTIVE 16 15
Eth102/1/2 340 INACTIVE 16 16
Eth103/1/1 101 ACTIVE 33 0
Eth103/1/2 101 ACTIVE 33 0

次に、すべてのインターフェイスのすべてのMVR送信元ポートを表示する例を示します。
switch# show mvr source-ports
Port MVR-VLAN Status
------------ -------- --------
Po10 100 ACTIVE

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
185

MVRの設定

MVR設定の確認



Eth1/9 340 ACTIVE

MVR設定の例
次の例は、MVRをグローバルにイネーブルにし、グローバルパラメータを設定する方法を示し
ています。

switch# configure terminal
switch(config)# mvr
switch(config-mvr)# mvr-vlan 100
switch(config-mvr)# mvr-group 230.1.1.1 count 4
switch(config-mvr)# mvr-group 228.1.2.240/28 vlan 101
switch(config-mvr)# mvr-group 235.1.1.6 vlan 340

switch# show mvr
MVR Status : enabled
Global MVR VLAN : 100
Number of MVR VLANs : 3

次の例は、イーサネットポートをMVRレシーバポートとして設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# mvr
switch(config-mvr)# interface ethernet 1/10
switch(config-mvr-if)# mvr-group 225.1.3.1 vlan 100
switch(config-mvr-if)# mvr-type receiver
switch(config-mvr-if)## copy running-config startup-config
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第 9 章

Microsoftネットワークロードバランシング
（NLB）の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でMicrosoftネットワークロードバランシング（NLB）機
能を設定する方法について説明します。

•ネットワークロードバランシング（NLB）について（187ページ）
• NLBの注意事項と制限事項（188ページ）
• Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）の前提条件（189ページ）
•マルチキャストモード（190ページ）
• IGMPマルチキャストモード（190ページ）
• NLBの設定の確認（192ページ）

ネットワークロードバランシング（NLB）について
Network Load Balancing（NLB）テクノロジーは、クライアントからの要求を一連のサーバ全体に
分散するために使用します。NLBには 3つの主要なモードがあります。それらはユニキャスト、
マルチキャスト、およびインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）マルチキャストです。

•ユニキャストモードはクラスタに仮想 IPと仮想MACアドレスを割り当てます。このメソッ
ドは、不明なユニキャストフラッディングに依存します。仮想MACアドレスはスイッチポー
トで学習されないため、仮想MACアドレス宛てのトラフィックはVLAN内でフラッディング
されます。これは、すべてのクラスタサーバが仮想MACアドレス宛てのトラフィックを受信
することを意味します。この方法の欠点は、一つは、VLAN内のすべてのデバイスがこのト
ラフィックを受信することです。この動作を軽減する唯一の方法は、トラフィックを受信す

るインターフェイスにフラッディングを回避するために、NLBのサーバインターフェイスだ
けにNLB VLANを制限します。

•マルチキャストモードでは、非 Internet Assigned Numbers Authority（IANA）マルチキャスト
MACアドレス（03xx.xxxx.xxxx）にユニキャスト IPアドレスを割り当てます。IGMPスヌー
ピングでは、このアドレスをダイナミックに登録しません。この結果、VLANで NLBトラ
フィックのフラッディングが発生します。PIM対応の SVIまたは IGMPスヌーピングクエリ
アを必要としないということは、NLBがカスタムの非 IPマルチキャストアプリケーション

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
187



で動作することを意味します。詳細については、マルチキャストモード（190ページ）を参
照してください。

• IGMPマルチキャストモードでは、仮想ユニキャスト IPアドレス、および IANA範囲
（01:00:5E:XX:XX:XX）内の仮想マルチキャストMACアドレスをクラスタに割り当てます。
クラスタ化されたサーバーは、設定されたマルチキャストグループに対する IGMP joinを送
信するため、スイッチでは、クラスタ化されたサーバーを指し示すために、その IGMPスヌー
ピングテーブルのエントリをダイナミックに設定します。これにより、ユニキャストフラッ

ディングが防止されます。構成例については、IGMPマルチキャストモード（190ページ）を
参照してください。

このセクションでは、マルチキャストおよび IGMPマルチキャストモード NLBのNexus 9000シ
リーズスイッチを設定する例を示します。先ほど述べたように、マルチキャストMACアドレス
にマッピングするユニキャストIPアドレスがあるので、マルチキャスト NLBは必要です。

•静的アドレス解決プロトコル (ARP)マルチキャスト。

• MACアドレスをユニキャスト IPアドレスに変換しますが、その IPアドレスへのトラフィッ
クは VLANをフラッディングします。

NLBの注意事項と制限事項
ネットワークロードバランシング（NLB）の設定については、次の注意事項と制限事項がありま
す。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、マルチキャスト NLBは、Cisco Nexus 9300-FX3プラット
フォームスイッチでサポートされています。

•マルチキャストNLBは、Cisco Nexus 9300-EX、Cisco Nexus 9300-FX、Nexus 9300-FX2プラッ
トフォームスイッチ、N9K-X9700-EXラインカード、N9K-X9700-FXラインカードを搭載し
た Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ、N9K-C9500-FM-Eファブリックカードおよ
びN9K-C9500-FM-E2ファブリックカードを備えたCiscoNexus 9500プラットフォームスイッ
チでサポートされています。Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降、マルチキャスト NLBは、
Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチでサポートされます。

•マルチキャスト NLBは、N9K-C9508-FM-2を搭載した Cisco Nexus 9500モジュールでは
サポートされていません。

•マルチキャスト NLBは、Cisco Nexus 9300および 9364Cスイッチではサポートされてい
ません。

• L2（スイッチドマルチキャスト）および L3（ルーテッドマルチキャスト）は、マルチ
キャスト NLB用に構成された VLANから、またはその内部ではサポートされていませ
ん。これにはリンクローカルマルチキャストグループも含まれます。したがって、こ

れらのグループを使用するコントロールプレーンプロトコルは、これらの VLANでの
設定はサポートされません。

• HSRPおよび VRRPは、上記の制限に含まれていないことに注意してください。
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• Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）ユニキャストモードのフラッディング
は、Cisco Nexus 9000スイッチではサポートされていません。NLB仮想 IPアドレスをNLB仮
想MACアドレスにマップするには、静的 ARPエントリを構成する必要があります。さら
に、NLB仮想MACアドレスを特定の出力インターフェイスにマップするように、静的MAC
アドレスエントリを構成する必要があります。

• FEX HIFインターフェイスは、マルチキャスト NLBフローを受信できません。

•インターフェイスセットのどのポートも UPになっていない場合、トラフィックは VLANの
すべてのポートにフラッディングします。

• L2および L3の通常のマルチキャストは、NLB VLANから、またはその内部ではサポートさ
れていません。

• NLB VLANに入る NLBトラフィックは、ソースインターフェイスにループバックされる場
合があります。このループバックされたNLBトラフィックの存続時間（TTL）は、VLAN内
であってもデクリメントされます。

•マルチキャストモード：サーバー/ファイアウォールが移動した場合、管理者は静的マルチ
キャストMACテーブルの設定を更新する必要があります。

•サーバまたはファイアウォールが移動した場合、管理者はスタティックグループの設定を更
新する必要があります。

•ユニキャスト、マルチキャスト、および IGMPマルチキャストモードの NLBは、VXLAN
VTEPに基づくCiscoNexus 9000シリーズスイッチではサポートされていません。回避策は、
（それぞれのモードでNLBをサポートする）中間デバイスの背後にNLBクラスタを移動し、
VXLANファブリックに外部プレフィックスとしてクラスタ IPアドレスを挿入することです。

Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）の前
提条件

Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）には、次の前提条件があります。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコン
フィギュレーションコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレー

ションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

•マルチキャスト NLBでは、マルチキャストMACアドレスにマッピングされるユニキャスト
IPアドレスがあることが必須です。
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マルチキャストモード
マルチキャストモードでは、非 Internet AssignedNumbers Authority（IANA）マルチキャストMAC
アドレス（03xx.xxxx.xxxx）にユニキャスト IPアドレスを割り当てます。IGMPスヌーピングで
は、このアドレスをダイナミックに登録しません。この結果、VLANで NLBトラフィックのフ
ラッディングが発生します。このモードで設定する方法の例のオプション2Aを参照してくださ
い。次の例で、IGMPマルチキャストモードを設定する方法を説明します。

例1：スタティック ARP + MACベースの L2マルチキャストルックアップ +参加 +非 IPマルチ
キャストMAC

このオプションは、PIM対応の SVIまたは IGMPスヌーピングクエリアを必要としません。非 IP
マルチキャストアプリケーション（カスタムアプリケーション）で動作します。

マルチキャストモードをサポートするには、スイッチで hardware profile multicast nlbCLIを有効
にする必要があります。

（注）

1.マルチキャストMACアドレスにユニキャストIPアドレスをマッピングする、非IPアドレスでマ
ルチキャスト範囲の時間を設定します。スタティックARPエントリ:
interface Vlan10
no shutdown
ip address 10.1.2.1/24
ip arp 10.1.2.200 03bf.0000.1111

2. [MacのVLANベースのレイヤ2マルチキャストリファレンス（デフォルトでは、マルチキャスト
の参照は宛先マルチキャストIPアドレスに基づいています）:

マルチキャストMACアドレスとIPアドレスのユニキャストパケットを抑制するVLANでMACベー
スの参照を使用します。

（注）

vlan configuration 10
layer-2 multicast lookup mac

3.NLBのサーバおよび冗長インターフェイスに接続されているインターフェイスを指すスタティッ
クMACアドレステーブルエントリの設定:
mac address-table multicast 03bf.0000.1111 vlan 10 interface Ethernet8/2
mac address-table multicast 03bf.0000.1111 vlan 10 interface Ethernet8/4
mac address-table multicast 03bf.0000.1111 vlan 10 interface Ethernet8/7

IGMPマルチキャストモード
IGMPマルチキャストモードでは、仮想ユニキャスト IPアドレス、および IANA範囲
（01:00:5E:XX:XX:XX）内の仮想マルチキャストMACアドレスをクラスタに割り当てます。クラ
スタ化されたサーバーは、設定されたマルチキャストグループに対する IGMP joinを送信するた
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め、スイッチでは、クラスタ化されたサーバーを指し示すために、その IGMPスヌーピングテー
ブルのエントリをダイナミックに設定します。これにより、ユニキャストフラッディングが防止

されます。次に、IGMPマルチキャストモードを設定する方法の 3つの例について説明します。

オプション 1：静的 ARP + MACベースの L2マルチキャストルックアップ +ダイナミック参加

このオプションにより、サーバーとファイアウォールは、対応するグループにダイナミックに参

加または脱退することができます。ターゲットトラフィックの受信を有効または無効にします

（たとえばメンテナンスモード）。

IGMPマルチキャストモードをサポートするには、スイッチで hardware profile multicast nlb CLI
を有効にする必要があります。

（注）

1. Protocol IndependentMulticast（PIM）のIPアドレスでマルチキャスト範囲のマルチキャストMAC
アドレスにユニキャストIPアドレスにマッピングするスタティックARPエントリ。使用可能なイ
ンターフェイスの設定:

interface Vlan10
no shutdown
ip address 10.1.2.1/24
ip pim sparse-mode
ip arp 10.1.2.200 0100.5E01.0101

2. [MacのVLANベースのレイヤ2マルチキャストリファレンス（デフォルトでは、マルチキャスト
の参照は宛先マルチキャストIPアドレスに基づいています）:
vlan configuration 10
layer-2 multicast lookup mac

オプション 2：静的 ARP + MACベースの L2マルチキャストルックアップ +ダイナミック参加と
IGMPスヌーピングクエリア

オプション 2は PIM対応の SVIを必要とせず、サーバーとファイアウォールは、対応するグルー
プにダイナミックに参加または脱退することができます。ターゲットトラフィックの受信を有効

または無効にします（たとえばメンテナンスモード）。

IGMPマルチキャストモードをサポートするには、スイッチで hardware profile multicast nlb CLI
を有効にする必要があります。

（注）

1.オプション1などのスタティックARPエントリを設定します。ただし、スイッチ仮想インター
フェイス（SVI）でPIMを有効にしないでください。
interface Vlan10
no shutdown
ip address 10.1.2.1/24
ip arp 10.1.2.200 0100.5E01.0101

2. MacのVLANベースのレイヤ2マルチキャストの検索を有効にし、インターネットグループ管理
プロトコル（IGMP）スヌーピングクエリアをイネーブルにする:
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vlan configuration 10
ip igmp snooping querier 10.1.1.254
layer-2 multicast lookup mac

オプション 3：スタティック ARP + MACベースの L2マルチキャストルックアップ +静的参加
+ IPマルチキャストMAC

オプション 3では PIM対応 SVIまたは IGMPスヌーピングクエリアは必要ではありません。

IGMPマルチキャストモードをサポートするには、スイッチで hardware profile multicast nlb CLI
を有効にする必要があります。

（注）

1.ユニキャスト IPアドレスを IPアドレスマルチキャスト範囲内のマルチキャストMACアドレ
スにマップする静的 ARPエントリを設定します。
interface Vlan10
no shutdown
ip address 10.1.2.1/24
ip arp 10.1.2.200 0100.5E01.0101

2：Macベースのレイヤ 2マルチキャストルックアップを VLANで有効にします（デフォルトで
は、マルチキャストルックアップは宛先マルチキャスト IPアドレスに基づいています）。
vlan configuration 10
layer-2 multicast lookup mac

マルチキャストMACアドレスとIPアドレスのユニキャストパケットを抑制するVLANでMACベー
スの参照を使用します。

3. NLBのサーバに接続されているインターフェイスのスタティックでIGMPスヌーピンググルー
プエントリを設定して、トラフィックを必要とする:
vlan configuration 10
ip igmp snooping static-group 239.1.1.1 interface Ethernet8/2
ip igmp snooping static-group 239.1.1.1 interface Ethernet8/4
ip igmp snooping static-group 239.1.1.1 interface Ethernet8/7

NLBの設定の確認
NLBの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

説明コマンド

ARPテーブルを表示しま
す。

show ip arp virtual-address

グループに関する IGMPス
ヌーピング情報をVLAN別
に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] | group [source]] [vlan
vlan-id] [detail]
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説明コマンド

IGMPスヌーピングスタ
ティックMACアドレスを
表示します。

show ip igmp snooping mac-oif vlan vlan-id

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
193

Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）の設定

NLBの設定の確認



Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 10.1(x)
194

Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）の設定

NLBの設定の確認



付録 A
IPマルチキャストについての IETF RFC

この付録には、IPマルチキャスト関連の、インターネット技術特別調査委員会（IETF）策定の
RFCを掲載しています。IETF RFCの詳細については、https://www.ietf.org/search/?query=RFCを参
照してください。

• IPマルチキャストについての IETF RFC（195ページ）

IPマルチキャストについての IETF RFC
次の表に、IPマルチキャストに関連する RFCを示します。

タイトルRFC

インターネットグループ管理プロトコルRFC 2236

管理用スコープの IPマルチキャストRFC 2365

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 2858

インターネットグループ管理プロトコルRFC 3376

『Anycast Rendezvous Point (RP) mechanism using Protocol Independent

Multicast (PIM) and Multicast Source Discovery Protocol (MSDP)』

RFC 3446

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）RFC 3618

『Protocol Independent Multicast - Sparse Mode (PIM-SM): Protocol

Specification (Revised)』

RFC 4601

『Anycast-RP Using Protocol Independent Multicast (PIM)』RFC 4610

『IP Multicast MIB』RFC 5132
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付録 B
CiscoNX-OSのマルチキャストに関する設定
の限界

この付録では、Cisco NX-OSのマルチキャストに関する設定の限界について説明します。

•構成の制限値（197ページ）

構成の制限値
Cisco NX-OSがサポートする機能には、設定の最大制限があります。一部の機能には、最大値以
下の制限をサポートする設定があります。

設定制限は『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS検証済みスケーラビリティガイド』にまとめられ
ています。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


